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　公益財団法人茨城県教育財団は，国や県などの各事業者からの委託

を受けて埋蔵文化財の発掘調査と整理業務を実施することを主な目的

として，昭和 52 年に調査課が設置されて以来，数多くの遺跡の発掘

調査を実施し，その成果として発掘調査報告書を刊行してきました。

　この度，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所による一般国道

468 号首都圏中央連絡自動車道建設事業に伴って実施した，高須賀堂

ノ前遺跡及び高須賀道城入遺跡の発掘調査報告書を刊行する運びとな

りました。

　今回の調査によって，高須賀堂ノ前遺跡では，縄文時代早期の集落

跡と室町時代の墓域，高須賀道城入遺跡では，縄文時代早期・前期，

弥生時代後期の集落跡，古墳時代中期の廃棄場所，室町時代・江戸時

代の墓域と断続的に土地利用がなされていることがわかりました。こ

れらの成果は，当地域の社会の成り立ちや歴史を知る上で欠くことの

できない貴重な資料となります。

　本書が，歴史研究の学術資料としてはもとより，郷土の歴史に対す

る理解を深め，教育・文化の向上の一助として御活用いただければ幸

いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

であります国土交通省関東地方整備局常総国道事務所に対して厚く御

礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，つくば市教育委員会を

はじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，深く感謝申

し上げます。

平成28年 ３月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 鈴 木 欣 一





例 言

　本書は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所の委託により，公益財団法人茨城県教育財団が平成

24 年度に発掘調査を実施した，茨城県つくば市高須賀字堂ノ前 1385 －３番地ほかに所在する高
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遺跡の発掘調査報告書

である。

　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　高須賀堂ノ前遺跡　　調査　平成 24 年 11 月 19 日～平成 25 年３月 31 日

　　　　　　　　　　　整理　平成 27 年８月１日～平成 28 年３月 31 日

　高須賀道城入遺跡　　調査　平成 24 年８月１日～平成 25 年３月 31 日

　　　　　　　　　　　整理　平成 27 年８月１日～平成 28 年３月 31 日

　発掘調査は，調査課長樫村宣行のもと，以下の者が担当した。

　首席調査員兼班長　　　稲田　義弘　　

　調 査 員　　　近江屋成陽　　

　調 査 員　　　大久保隆史

　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長後藤一成のもと，以下の者が担当した。

　調 査 員　　　近江屋成陽　　平成 27 年 ８月１日～平成 28 年３月 31 日

   首席調査員兼班長　　　奥沢　哲也　　平成 28 年 ３月１日～３月 31 日

　本書の執筆分担は，下記のとおりである。

　近江屋成陽　　　第１章～第４章第４節・校正

　奥沢　哲也　　　校正

　本書の作成にあたり，矢立・槍先の保存処理についてはパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼した。
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凡 例

１　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標に準拠し，Ｘ＝＋

7,600 ｍ，Ｙ＝＋ 16,960 ｍ， Ｘ＝＋ 7,440 ｍ，Ｙ＝＋ 17,200 ｍそれぞれの交点を基準点（Ａ１a1）とした。

なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１, ２, ３…

とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3，…0

と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　Ｆ－炉跡　FP －炉穴　HG －遺物包含層　Ｐ－ピット　PG －ピット群　SA －柱穴列

　　　　　　SB －掘立柱建物跡　SD －溝跡　SI －竪穴建物跡　SK －土坑　SY －窯跡　UP －地下式坑

　　遺物　　DP －土製品　Ｍ－金属製品　Ｑ－石器・石製品　TP －拓本記録土器　Ｗ－木製品　Ｔ－瓦

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1）遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺とした ｡ 種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をス

ケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　焼土・赤彩・施釉　　　　　　　　　　　　　　炉・火床面・繊維土器断面

　　　　粘土範囲・石器使用痕　　　　　　　　　　　　柱痕跡・柱あたり

●土器　　 ○土製品　 　□石器・石製品　 　△金属製品　 　　　　　硬化面　 　　　　　焼土範囲

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記は，次のとおりである。

　（1）計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

　（2）遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。

　（3）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴建物跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。

７　今回の報告分で，整理の段階で遺構名を変更したもの及び欠番にしたものは以下のとおりである。

　　変更　高須賀堂ノ前遺跡　SX １→ SI ９　高須賀道城入遺跡　SX １→第１号竪穴遺構　

　　欠番　高須賀堂ノ前遺跡　SI ２・SI ５・SI ６，SK13・SK23・SK28・SK37・SK40・SK43      
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遺跡の概要

遺跡の位置と調査の目的

　高須賀堂ノ前遺跡と高須賀道城入遺跡は，つくば市の

南西部に位置し，西谷田川と小貝川に挟まれた標高 17

～ 25 ｍの樹枝状に開析された台地上に立地しています。

一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道建設事業にとも

ない，遺跡の内容を図や写真に記録して保存するため，

茨城県教育財団が平成 24 年度に発掘調査を行いました。

高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡遠景（北東から）

高須賀堂ノ前遺跡の調査と成果　

　調査区域は，遺跡の南東端部にあたり，台地の平坦部から緩斜面部にかけて

の範囲です。調査の結果，縄文時代の竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

５棟，炉
ろ

穴
あな

７基，土
ど

坑
こう

101 基，

室町時代の地
ち

下
か

式
しき

坑
こう

１基，土坑３基，室町時代以降の溝
みぞ

跡
あと

１条などを確認しま

した。

　主な出土遺物は縄文土器（深
ふか

鉢
ばち

），土
は

師
じ

質
しつ

土
ど

器
き

（小皿・内
ない

耳
じ

鍋
なべ

），石器（磨
すり

石
いし

・敲
たたき

石
いし

），銭貨（永
えい

楽
らく

通
つう

寳
ほう

）などです。

　これらの遺構や遺物から，縄文時代早期の集落跡であることが分かりました。

つくば市 ●  
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高須賀道城入遺跡の調査と成果

　調査区域は，遺跡の北部にあたり，台地の平坦部から低地部にかけての範囲

です。調査の結果，台地の平坦部では，縄文時代前期の集落と墓域，室町時代，

江戸時代の掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

跡
あと

とお墓と考えられる土坑，区画した溝がみつかりまし

た。掘立柱建物跡は，お墓に伴うお堂とそれに付随する建物の可能性がありま

す。低地部では，弥生時代後期の集落と墓域の一部がみつかり，その上を古墳

時代中期には土器などを廃棄した場所として，江戸時代には，排水用の溝が掘

り込まれ，断続的に土地利用されていました。主な出土遺物は，縄文土器，弥

生土器，土
は

師
じ

器
き

，土師質土器，瓦
が

質
しつ

土
ど

器
き

，陶
とう

器
き

，磁
じ

器
き

，土製品，石器，石製品，

金属製品などです。特に，江戸時代の携帯用筆記用具である矢
や

立
たて

は，茨城県域

では初めて出土した貴重な資料です。

高須賀堂ノ前遺跡調査区全景 第１号地下式坑の内部の様子

楕円形の竪穴建物に住み，屋外の炉で火を焚いて，調理などをして暮らしをし

ていたようです。また，時代は流れて，室町時代になると，墓域として土地利

用されていることが分かりました。

縄文時代の竪穴建物跡 溝から出土している矢立
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　平成 17 年９月 27 日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに事業

地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて，茨城県教育委員会

は，平成 17 年 10 月７日現地踏査を，平成 23 年８月 10・11 日，９月 13 ～ 15 日，10 月４日に試掘調査を実施し，

遺跡の所在を確認した。平成 23 年 10 月 13 日，茨城県教育委員会教育長は国土交通省関東地方整備局常総国

道事務所長あてに，事業地内に高須賀堂ノ前遺跡及び高須賀道城入遺跡が所在すること及びその取り扱いにつ

いて別途協議が必要である旨を回答した。平成 24 年２月９日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長は，

茨城県教育委員会教育長あてに文化財保護法第 94 条の規定に基づき，土木工事のための埋蔵文化財包蔵地の

発掘について通知した。平成 24 年２月 22 日，茨城県教育委員会教育長は，国土交通省関東地方整備局常総国

道事務所長あてに現状保存が困難であることから，記録保存のための発掘調査が必要であると判断し，工事着

手前に発掘調査を実施するよう通知した。平成 24 年２月 23 日，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所長

は，茨城県教育委員会教育長あてに，一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘

調査の実施についての協議書を提出した。平成 24 年２月 24 日，茨城県教育委員会教育長は国土交通省関東地

方整備局常総国道事務所長あてに，高須賀堂ノ前遺跡及び高須賀道城入遺跡について，発掘調査の範囲及び面

積等について回答し，併せて財団法人茨城県教育財団（現公益財団法人茨城県教育財団）を紹介した。公益財

団法人茨城県教育財団は，国土交通省関東地方整備局常総国道事務所から埋蔵文化財発掘調査事業について委

託を受け，平成 24 年８月１日から平成 25 年３月 31 日まで発掘調査を実施することになった。

　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡の調査は，平成 24 年８月１日から平成 25 年３月 31 日までの８か月

間にわたって実施した。以下，その概要を表で記載する。

第１章　調 査 経 緯

　　第２節 調 査 経 過

　　第１節 調査に至る経緯

（高須賀道城入遺跡） （高須賀堂ノ前遺跡）

期間
工程 ８　月 ９　月 10　月 11　月 12　月 １　月 ２　月 ３　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収
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　高須賀堂ノ前遺跡は，茨城県つくば市高須賀字堂ノ前 1385 －３番地ほかに，高須賀道城入遺跡は同つくば

市高須賀字道城入 1939 －２番地ほかに所在している。

　つくば市は，筑波山を北端にして，その南西側に広がる標高約 20 ～ 25m の平坦な台地上に位置している。

この台地は筑波・稲敷台地と呼ばれ，東を霞ヶ浦に流入する桜川，西を利根川に合流する小貝川によって区切

られている。さらに，筑波・稲敷台地には，東から花室川，蓮沼川，小野川，谷田川，西谷田川などの中小河

川がほぼ北から南に向かって流れており，これらの河川によって台地は浅く開析され，谷津や低地が細長く入

り込んでいる。

　筑波・稲敷台地は，貝化石を産する海成の砂層である成田層を基盤として，その上に竜ヶ崎砂礫層と呼ばれ

る斜交層理顕著な砂層・砂礫層，さらに常総粘土層と呼ばれる泥質粘土層（0.3 ～ 5.0m）及び褐色の関東ロー

ム層（0.5 ～ 2.0m）が連続して堆積し，最上部は腐植土層となっている１）。

　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡は，つくば市の南西部旧谷田部町域の高須賀地区に所在し，西谷田川

と小貝川に挟まれた高須賀堂ノ前遺跡は，長さ 230m，幅 160m，高須賀道城入遺跡は，長さ 500m，幅 250m

のそれぞれ西側へ張り出す樹枝状の台地上に位置し，標高は 20 ～ 23m である。当遺跡群の西側には，谷津が

入り込んでいる。高須賀地区の台地上は主に畑地として，また低地は水田としてそれぞれ利用されており，台

地と低地との比高は約 6m である。当遺跡群の調査前の現況は，山林及び畑地であった。

　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡周辺の西谷田川や小貝川流域の台地上には，旧石器から近世にかけ

ての遺跡が多く所在している。ここでは，周辺遺跡の様相について，時代ごとに概観する。

　旧石器時代の遺跡は，西谷田川左岸台地上の手
て

子
ご

生
まる

遺跡〈27〉や元
もと

宮
みや

本
もと

前
まえ

山
やま

遺跡２）〈40〉，下
しも

河
か

原
わら

崎
さき

谷
や

中
なか

台
だい

遺跡３）

〈42〉が確認されている。元宮本前山遺跡からは，石器集中地点１か所が確認され，ナイフ形石器や石核・台

石などが，下河原崎谷中台遺跡では，石器集中地点２か所が確認され，ナイフ形石器，角錐状石器のほか石

核や剥片が多量に出土したことから一定の期間生活し，石器を製作していたことが判明している。遺跡は河

川に近い台地の縁辺部に分布している。

　縄文時代の遺跡は，西谷田川左岸台地上縁辺部に位置する元宮本前山遺跡で早期後葉の炉穴が，下河原崎

谷中台遺跡では早期の炉穴や後・晩期の竪穴建物跡が確認されている。小貝川左岸の台地上に位置する高
たか

須
す

賀
か

中
なか

台
だい

遺跡４）〈15〉からは，前期の竪穴建物跡１棟が確認されている。上
かみ

郷
ごう

神
かみ

谷
や

森
もり

遺跡５）〈７〉からは前期か

ら後期にかけての土器が出土するとともに，中期の竪穴建物跡 18 棟が確認されている。高
たか

須
す

賀
か

熊
くま

の山
やま

遺跡６）

〈９〉では，試掘調査によって後期の土器が出土している。真
ま

瀬
せ

山
やま

田
だ

遺跡〈48〉からは，中期から後期の土器 

や石器が広範囲にわたって出土し，隣接する真
ま

瀬
せ

堀
ほり

附
つき

南
みなみ

遺跡〈50〉，真
ま

瀬
せ

山
やま

田
だ

北
きた

遺跡〈47〉，鍋
なべ

沼
ぬま

新
しん

田
でん

長
なが

峰
みね

遺

第２章

　　　第２節 歴 史 的 環 境

位 置 と 環 境

　　第１節 位 置 と 地 形
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跡〈46〉などからも縄文土器片が出土している。これらのことから，当該地域は早期から晩期にかけて断続的

に集落が営まれてきたことがうかがえる。

　弥生時代の遺跡は少なく，当遺跡周辺では，高須賀熊の山遺跡と中期から後期の遺物が出土した下
しも

河
か

原
わら

崎
ざき

高
たか

山
やま

遺跡〈43〉の２遺跡が確認されているのみである。

  古墳時代の遺跡は多く，当遺跡周辺の各地でみられるようになる。前期では，高須賀中台遺跡において竪穴

建物跡２棟が確認されている。上郷神谷森遺跡では 28 棟確認されており，当該期から集落が形成されていっ

たことが明らかとなっている。また，高
たか

須
す

賀
か

中
なか

台
だい

東
ひがし

遺跡７）〈３〉では，竪穴建物跡が 24 棟確認されており，

鏡形土製品，糸巻形土製品，翼状土製品，ミニチュア土器などが出土している。遺物の種類や出土状況から住

居の廃絶時における祭祀行為が想定されている。

　中期になると，集落は西谷田川沿いまで広がりを見せ，数多くの竪穴建物跡が確認されている。元宮本前山

遺跡では，集落内に滑石製模造品製作跡が確認され，下河原崎谷中台遺跡では，県内初の琴柱形石製品が出土

している。高
たか

須
す

賀
か

熊
くま

の山
やま

古墳群〈10〉からは前期・中期の土器が出土し，周辺に人々が生活していたことを示

唆している。前・中期のこうした集落は，いずれも台地の縁辺部や低湿地へ向かう緩斜面部に適度な距離をお

いて営まれており，集落の立地や形成には，台地裾部の自然湧水を利用した谷津田との関わりが強いと想定さ

れている８）。

　集落跡の様相は，中期においては台地縁辺部から低地にかけて小規模な集落が形成されてきたのに対し，後

期になると次第に大集落が形成され，台地の内陸部まで及ぶようになっている。当遺跡から東方約４㎞に位置

する島
しま

名
な

熊
くま

の山
やま

遺跡９）からは，前期から平安時代までの 2,500 棟以上の竪穴建物跡が確認されており，その規

模は県内でも最大級のものである。また，当該期には当遺跡周辺においても古墳が築造されることになり，高

須賀熊の山古墳群では，円墳６基，上
かみ

郷
ごう

台
だい

宿
しゅく

古墳群〈25〉では円墳４基，上
かみ

河
か

原
わら

崎
ざき

小
お

山
やま

台
だい

古墳〈36〉では円

墳１基，元
もと

中
なか

北
きた

鹿
か

島
しま

明
みょう

神
じん

古墳〈39〉では円墳 1 基，下
しも

河
か

原
わら

崎
ざき

古墳群〈41〉では円墳 135 基（推定円墳も含む），

下
しも

河
か

原
わら

崎
ざき

高
たか

山
やま

古墳群 10）〈45〉では円墳 17 基などが確認されている。今日では消滅等により古墳群の全容を解

明することは極めて困難であるが，当該期の人々が多くの古墳を築造していったことが見て取れる。

　奈良・平安時代の遺跡は，古墳時代から集落が継続している島名熊の山遺跡や，９世紀前半の火葬墓が確認

された下河原崎谷中台遺跡がある。『新編常陸国誌』によると高須賀地区は，律令期に河内郡嶋名郷に属して

いたと推定され，当遺跡は嶋名郷の北西部に比定されている。

  中世の遺跡は，塚や城館跡がその大半を占めている。鎌倉幕府の成立後，小田氏の支配下となった近接一帯

には，多くの城が築かれた。中でも当遺跡群から北西約 400 ～ 600m の場所に所在する高須賀城跡〈14〉は，

建保２年（1214），豊田下総守治基の三男山田遠江守が築いたものである。高須賀の北端の約２ha の台地がそ

の跡といわれ，土塁や堀の跡が今でも残っている。

　慶長５年（1600），関ヶ原の戦いの後，徳川の世となり高須賀を統治していた佐竹氏は慶長７年（1602）に

秋田へ国替えとなり，高須賀の地は，江戸幕府の天領（直轄領）になっている 11）。貞享３年（1686）の『上

郷村と別府村境論裁許絵図』によれば，当遺跡群周辺は，山林と畑になっている。近世の遺跡は，包蔵地や塚

が周知されているが，発掘調査例が少ない。下河原崎谷中台遺跡で炭窯１基のみが確認されているだけである。

※文中の〈　〉内の番号は，第１図及び表１の当該番号と同じである。なお，本章は『茨城県教育財団調査報

告』第 382 集を基にし，若干加筆した。
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第１図　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「谷田部」「上郷」）
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第○図　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 1/25,000「谷田部」「上郷」）
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表１　高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中
　
　
　
世

近
　
　
　
世

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

中
　
　
　
世

近
　
　
　
世

① 高須賀堂ノ前遺跡 ○ ○ 26 上郷台宿東遺跡 ○ ○

② 高須賀道城入遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 27 手 子 生 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○

３ 高須賀中台東遺跡 ○ ○ ○ 28 野 畑 高 野 館 跡 ○ ○

４ 上郷大山南遺跡 ○ ○ ○ 29 上 郷 陣 屋 跡 ○

５ 上郷神谷森北遺跡 ○ ○ ○ ○ 30 上 郷 角 内 遺 跡 ○

６ 上 郷 福 性 院 塚 ○ ○ 31 野畑天神後塚群 ○ ○

７ 上郷神谷森遺跡 ○ ○ 32 上 郷 山 ノ 神 塚 ○ ○

８ 上郷院内山遺跡 ○ 33 木 俣 本 田 遺 跡 ○

９ 高須賀熊の山遺跡 ○ ○ ○ 34 上郷角内南遺跡 ○ ○

10 高須賀熊の山古墳群 ○ 35 上河原崎八幡前遺跡 ○

11 熊 の 山 城 跡 ○ 36 上河原崎小山台古墳 ○

12 高 須 賀 遺 跡 ○ ○ 37 中別府宮前遺跡 ○ ○ ○ ○

13 高須賀ハナ遺跡 ○ 38 上河原崎本田遺跡 ○ ○ ○

14 高 須 賀 城 跡 ○ 39 元中北鹿島明神古墳 ○

15 高須賀中台遺跡 ○ ○ 40 元宮本前山遺跡 ○ ○ ○

16 高須賀中台貝塚 ○ 41 下河原崎古墳群 ○

17 高須賀中台北遺跡 ○ ○ 42 下河原崎谷中台遺跡 ○ ○ ○ ○ ○

18 上 郷 大 山 遺 跡 ○ ○ 43 下河原崎高山遺跡 ○ ○

19 上 郷 野 手 遺 跡 ○ 44 下河原崎高山窯跡 ○

20 上 郷 金 村 遺 跡 ○ ○ 45 下河原崎高山古墳群 ○

21 上郷赤ぼっけ遺跡 ○ 46 鍋沼新田長峰遺跡 ○ ○

22 曲 田 遺 跡 ○ 47 真瀬山田北遺跡 ○ ○

23 豊 田 城 跡 ○ 48 真 瀬 山 田 遺 跡 ○ ○ ○

24 上郷台宿西遺跡 ○ ○ 49 真瀬堀附北遺跡 ○

25 上郷台宿古墳群 ○ 50 真瀬堀附南遺跡 ○ ○
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３） ａ高野裕璽「下河原崎谷中台遺跡　島名ツバタ遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書３」

『茨城県教育財団文化財調査報告』第 282 集　2006 年３月　

　　 b 齋藤真弥「下河原崎谷中台遺跡　下河原崎高山古墳群　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告

書４」『茨城県教育財団文化財調査報告』　第 292 集　2008 年３月

４） 茂木悦男「一般県道赤浜谷田部線県単道路改良工事に伴う埋蔵文化財調査報告書　高須賀中台遺跡」『茨城県教育財団文

　　化財調査報告』第 142 集　1998 年 11 月　

５）小泉光正　「一般県道土浦岩井線道路改良工事地内埋蔵文化財報告書　神谷森遺跡」『茨城県教育財団文化財調査報告』　

　　第 66 集　1991 年３月　　

６）石橋充　広瀬季一郎　関口友紀　「史跡小田城跡　第 33・34・35 次発掘調査　高須賀熊の山遺跡　試掘調査」『つくば市

　　内遺跡　－平成 11 年度発掘調査報告－』　つくば市教育委員会　2000 年３月

７）坂本勝彦　「高須賀中台東遺跡　一般国道 468 号首都圏中央連絡自動車道新設事業地内埋蔵文化財報告書」『茨城県教育　

　財団文化財調査報告』　第 382 集　2014 年３月

８）註２に同じ　

９）清水哲「島名熊の山遺跡　島名・福田坪一体型特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書ⅩⅨ」『茨城県教育財団　

　文化財調査報告』　第 380 集　2013 年３月

10）註３に同じ

11）谷田部の歴史編さん委員会　『谷田部の歴史』　谷田部町教育委員会　1975 年９月

参考文献

　・茨城県教育庁文化課編『茨城県遺跡地図』茨城県教育委員会　2001 年３月　

　・「つくば市遺跡地図」つくば市教育委員会　2001 年７月

　・豊里町史編纂委員会　『豊里の歴史』　豊里町　1985 年３月

註

１）日本の地質　『関東地方』編集委員会『日本の地質３　関東地方』　共立出版　1986 年 10 月

２）高野裕璽「元宮本前山遺跡　上河原崎・中西特定土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書２」『茨城県教育財団文化

　　財調査報告』第 265 集　2006 年３月
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第３章 高 須 賀 堂 ノ 前 遺 跡

　　　第１節 調 査 の 概 要

  高須賀堂ノ前遺跡は，つくば市の南西部に位置し，西谷田川と小貝川に挟まれた標高 20 ～ 23 ｍの樹枝状の

台地上に立地している。調査面積は 1,608㎡で，調査前の現況は山林である。

　調査の結果，竪穴建物跡６棟（縄文時代５・時期不明１），炉穴７基（縄文時代），地下式坑１基（室町時代），

土坑 104 基（縄文時代 101・室町時代３），溝跡１条（時期不明）を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に６箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），土師

質土器（小皿・内耳鍋），石器（磨石・敲石），銭貨（永楽通寳）などである。

　　　第２節 基 本 層 序

　調査区北西端部の台地上の平坦面（Ｂ２a9 区）にテストピットを設定し，基本土層（第２図）の観察を行った。

　第１層は，暗褐色を呈する表土層である。

　第２層は，褐色を呈するソフトローム層である。粘性・締まりとも強く，層厚は 35㎝～ 60㎝である。

   第３層は，褐色を呈する漸移層である。粘性・締まりともに極めて強く，層厚は５㎝～ 40㎝である。

  第４層は，暗褐色を呈するハードローム層である。粘性・締まりともに極めて強く，層厚は 25㎝～ 35㎝で，

第２黒色帯（ＢＢⅡ）に相当する。

　第５層は，褐色を呈するハードローム層である。白色スコリアを少量に含む。粘性・締まりともに極めて強

く，層厚は 50㎝～ 60㎝である。

　第６層は，褐色を呈するハードローム層である。砂粒を微量に含む。粘性・締まりともに極めて強く，層厚

は 35㎝～ 50㎝である。　

　第７層は，褐色を呈するハードローム層である。白色スコ

リア・赤色スコリアを微量に含む。粘性・締まりともに極め

て強く，下部は未掘のため層厚は不明である。

   遺構は，第２層上面で確認した。

第２図　高須賀堂ノ前遺跡基本土層図
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第３図　高須賀堂ノ前遺跡調査区設定図（つくば市都市計画図 2,500 分の１より作成）
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第４図　高須賀堂ノ前遺跡全体図
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　⑴　竪穴建物跡

１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡５棟，炉穴７基，土坑 101 基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック中量

　第１号竪穴建物跡（第５・６図）

位置　調査区南東部のＣ３a5 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　 第４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 6.16 ｍ，短径 4.53 ｍの楕円形で、長径方向はＮ－ 62 －゚Ｗである。壁は高さ６～ 16㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，北西部から中央部にかけて踏み固められている。

ピット　14 か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 23 ～ 66cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ５・Ｐ６・

Ｐ 12 は深さ 16 ～ 30cm で，補助的な柱穴と考えられる。Ｐ 11 は深さ 50cm で，主柱穴の軸線上の中央に位

置し，南側に配置されていることから，出入口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ７～Ｐ 10・Ｐ 13・Ｐ 14 は

深さ 18 ～ 31cm で，性格は不明である。

遺物出土状況　縄文土器片 25 点（深鉢），石器４点（磨石），自然礫 19 点が出土している。TP １はＰ 12 内，

TP ３は南東部の床面，Q １は西壁際の覆土下層，TP ２は北西部の覆土上層，TP ４は覆土中からそれぞれ出

土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半（野島式期）と考えられる。

　　　第３節 遺 構 と 遺 物

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多量に含まれていることから埋め戻されている。　

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量（粘性・締まり普通）　　
３　暗 褐 色　ロームブロック少量（粘性普通・締まり弱）
４　暗 褐 色　ロームブロック多量　　　　　　　　　　　　

５　暗 褐 色　ロームブロック多量，黄褐色砂少量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量，黄褐色砂微量
７　暗 褐 色　ロームブロック少量，黄褐色砂微量

第１号竪穴建物跡出土遺物観察表（第６図）

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 口唇部刻み　胴部外面条痕文→斜位沈線文　内面条痕文　 Ｐ 12 内 PL ８

TP ２ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外面条痕文→押引沈線文　頸部隆帯刻文　内面条痕文　　 覆土上層 PL ８

TP ３ 縄文土器 深鉢 長石・雲母・繊維 橙 外面斜位の条痕文　内面横位の条痕文　 床面

TP ４ 縄文土器 深鉢 長石・赤色粒子・繊維 橙 外面縦位の条痕文　内面横位の条痕文→斜位の条痕文 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 1 磨石 8.0 5.7 2.9 193.8 砂岩 有溝砥石からの２次利用　擦痕四条　磨石として , 握りやすい
ように打ち欠いている。一側面使用　 覆土下層 PL10

－ 12 －



第５図　第１号竪穴建物跡実測図
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　第３号竪穴建物跡（第７図）

位置　調査区南東部のＢ３i4 区，標高 23 ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第 84・88・90 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 5.18 ｍ，短径 4.58 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 41 －゚Ｗである。壁の高さは 10 ～ 16㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，ほぼ全域が踏み固められている。

ピット　17 か所。Ｐ１～Ｐ７・P ９～ 12 は深さ 28 ～ 56cm で，規模と配置から主柱穴と考えられる。P ８は

深さ 82cm で，主柱穴に対して南壁際に配置することから，出入口施設のピットと考えられる。Ｐ 13 ～Ｐ 17

は深さ 30 ～ 62cm で，性格不明である。

Ｐ４土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック多量　　

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多量に混入していることから埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片 11 点（深鉢），自然礫６点が出土している。TP ６は北西部の床面から出土し，TP

５は南東部の覆土上層から，それぞれ散在して出土した２点の破片が接合したものである。

所見　時期は，出土土器から早期後半（野島式期）と考えられる。

第３号竪穴建物跡出土遺物観察表（第７図）

第６図　第１号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ５ 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 口唇部刻み　胴部外面横位の条痕文→斜位押引き沈線文→縦位
の押引沈線文　内面横位の条痕文　 覆土上層 PL ８

TP ６ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外面横位の条痕文　内面斜位の条痕文 床面 PL ８
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TP4
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Q1

０ 10㎝
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第７図　第３号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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　第４号竪穴建物跡（第８・９図）

位置　調査区東部のＢ２h0 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

第８図　第４号竪穴建物跡実測図
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重複関係　 第 67 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南西部が削平を受けていることから，南北径 6.40 ｍ，東西径 6.35 ｍしか確認できなかった。柱

穴の配置からほぼ円形と推定できる。壁高は８～ 14㎝で，壁は緩やかに立ち上がっている。

床　平坦で，南部から西部を除きほぼ全域が踏み固められている。

ピット　35 か所。Ｐ１～Ｐ 10・Ｐ 14 ～Ｐ 22 は深さ 12 ～ 63cm で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ

11・Ｐ 23・Ｐ 24 は深さ 12 ～ 49cm で，補助的な役割を有する柱穴と考えられる。Ｐ 12・Ｐ 13 は深さ 12 ～

20cm で，配置から出入口施設のピットと考えられる。P25 ～ P35 は深さ 12 ～ 62cm で，性格は不明である。
P25 土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　
３　褐 色　ロームブロック多量
４　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　　　　

そのほか共通ピット土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。　

第９図　第４号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第４号竪穴建物跡出土遺物観察表（第９図）

　第７号竪穴建物跡（第 10・11 図）

位置　調査区中央部のＢ３h2 区，標高 23 ｍほどの台地の縁辺部に位置している。

重複関係　 第 69・70・87・92 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 69・70・87・92 号土坑に掘り込まれ，南西部は削平を受けていることから，北東・南西径

6.72 ｍ，北西・南東径 4.86 ｍしか確認できなかった。柱穴の配置状況から，楕円形と推定できる。北東・南

西径方向はＮ－ 27 －゚Ｅである。壁の高さは８～ 14㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，北東部と南西部の一部を除き，踏み固められている。

ピット　23 か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 22 ～ 76cm で，規模と配置から主柱穴と考えられる。Ｐ６～Ｐ 10 は深

さ 11 ～ 63cm で，補助的な役割を有する柱穴と考えられる。Ｐ５・P11 ～ P23 は深さ 12 ～ 81cm で，性格不

明である。

Ｐ３土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
　
Ｐ 11・Ｐ 12 共通土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　
３　明 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

Ｐ 14 土層解説
１　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

Ｐ 17・Ｐ 23 共通土層解説　　
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に混入していることから埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　

遺物出土状況　縄文土器片 16 点（深鉢），石器１点（磨石），自然礫 40 点，被熱礫 1 点が出土している。TP ７・

TP ８はＰ 22 内から，TP10・Q ２は北西部の覆土下層から出土している。TP11 は北部の床面，TP ９は南東

部の覆土下層から，それぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半の（子母口式期）と考えられる。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
３　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量　　　　　

４　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　
５　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　明 褐 色　ロームブロック少量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 磨石 6.2 5.9 1.3 55.0 砂岩 側面片面使用面　 覆土下層 PL10

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ７ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 にぶい黄橙 口唇部刻み　胴部外・内面横位の条痕文　 Ｐ 22 内 PL ８

TP ８ 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 外・内面縦位の条痕文　 Ｐ 22 内

TP ９ 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい褐 外・内面横位の条痕文　 覆土下層

TP10 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 外面絡条体圧痕文 覆土下層

TP11 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 にぶい黄橙 外面縦位の絡条体圧痕文→横位の絡条体圧痕文 床面

－ 18 －



第 10 図　第７号竪穴建物跡実測図
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第 11 図　第７号竪穴建物跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　縄文土器片 16 点（深鉢），自然礫５点が出土している。TP12・TP15 は中央部の覆土第１層，

TP14 は北東部，TP13 は南東部の覆土第２層，TP16 は覆土中からそれぞれ出土しているものである。

所見　時期は，出土土器から早期後半（野島式期）と考えられる。

第７号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 11 図）

　第８号竪穴建物跡（第 12・13 図）

位置　調査区中央部のＢ３j5 区，標高 23 ｍほどの台地の縁辺部に位置している。

重複関係　 第６号炉穴，第７～９・14・15・65 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第６号炉穴，第７～９・14・15・65 号土坑に掘り込まれているが，東西径 7.02m，南北径は

5.40m の楕円形と推定できる。長径方向は，Ｎ－ 62°－Ｅである。壁の高さは８～ 18㎝で，外傾して立ち上が

っている。

床　平坦で，南部の壁際の一部を除き，ほぼ全体が踏み固められている。

ピット　18 か所。Ｐ１～Ｐ４・Ｐ６～Ｐ 14 は深さ５～ 42cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。

Ｐ５は深さ 40cm で，規模と配置から，出入口施設のピットと考えられる。Ｐ 15 ～ P18 は深さ 29 ～ 36cm で，

性格不明である。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に混入していることから埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　明　褐　色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　　　　

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP12 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 口唇部刻み　胴部外面横位の条痕文→縦位・斜位の沈線文　内
面横位の条痕文　 覆土第１層 PL ８

TP13 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文　 覆土第２層

TP14 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい褐 外・内面横位の条痕文　 覆土第２層

TP15 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 明赤褐 外面縦位の条痕文　内面横位の条痕文 覆土第１層

TP16 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 褐 外・内面横位の条痕文 覆土中 PL ８
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０ 10㎝
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遺物出土状況　縄文土器片 47 点（深鉢），石器６点（磨石１，敲石片ヵ４，砥石片ヵ１），自然礫 14 点が出土

している。TP24・Ｑ３は北西部の床面から出土している。TP23 は南西部の覆土第２層から，TP18 ～ TP22

は中央部から南西部の覆土第１層から散在して，TP17 は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　早期後半の第６号炉穴に掘り込まれ，覆土第 1 層には早期後半の子母口式，野島式期の土器片が出土し

ているが，床面と覆土第２層からの出土土器から，時期は早期前半（撚糸文期）と考えられる。

第 12 図　第８号竪穴建物跡実測図
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第８号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 13 図）

表２　縄文時代竪穴建物跡一覧表

　第１号炉穴（第 14 図）

　⑵   炉穴

第 13 図　第８号竪穴建物跡出土遺物実測図

位置　調査区南東部のＣ３a6 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP17 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 口唇部刻み　胴部外面斜位の沈線文　内面無文　 覆土中 PL ８

TP18 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外面絡条体圧痕文 覆土第１層

TP19 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい褐 外・内面横位の条痕文　 覆土第１層 PL ８

TP20 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 外・内面条痕文 覆土第１層 PL ８

TP21 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 明赤褐 外面横位の条痕文→隆帯貼付→刻み　内面横位の条痕文 覆土第１層 PL ８

TP22 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 明赤褐 外面横位の条痕文　内面斜位の条痕文 覆土第１層

TP23 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 外面撚糸文　内面無文 覆土第２層 PL ８

TP24 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 外面撚糸文　内面無文 床面 PL ８

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ３ 敲石 8.0 6.6 3.6 233.9 安山岩 端部敲打痕　 床面 PL10

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈

１ Ｃ３a5 Ｎ－ 62°－Ｗ 楕 円 形 6.16 × 4.53 ６～ 16 平坦 ４ １ ９ － 人為 縄文土器，石器 早期後半 本跡→ SK ４

３ Ｂ３i4 Ｎ－ 41°－Ｗ 楕 円 形 5.18 × 4.58 10 ～ 16 平坦 11 １ ５ － 人為 縄文土器 早期後半 本跡→ SK84・88・90

４ Ｂ２h0 － 円 形 （6.64）× 6.60 ８～ 14 平坦 19 ２ 14 － 人為 縄文土器 早期後半 本跡→ SK67

７ Ｂ３h2 Ｎ－ 27°－Ｅ 楕 円 形 6.72 ×（4.86） ８～ 14 平坦 ４ － 19 － 人為 縄文土器 早期後半 本跡→ SK69・70・87・92

８ Ｂ３j5 Ｎ－ 62°－Ｅ 楕 円 形 7.02 × 5.40 ８～ 18 平坦 13 １ ４ － 人為 縄文土器，石器 早期前半 本跡→ FP ６，SK ７～９・
14・15・65

TP23
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TP19
TP22

Q3

TP20 TP21

TP24

TP17

０ 10㎝

－ 22 －



規模と形状　長径 3.89 ｍ，短径 2.55 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 39°－Ｗである。中央部に火焚部が３か

所重複し，３期にわたって使用されていることが確認できた。火焚部１は深さ 10cm，火焚部２は深さ８cm，

火焚部３は深さ 12cm で，それぞれ断面形は U 字状を呈し，火熱を受けて赤変硬化している。壁はいずれも

緩やかに立ち上がっている。南東部が足場と考えられる。足場の深さは削平を受けているため，不明である。

覆土　２層に分層できる。第２層は掘方への埋土である。第１層上面が火床面である。　

土層解説
１　赤 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　　　　　

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢），石器１点（磨石）が出土している。TP25・Ｑ４は，覆土中から出土

している。その他の土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　火焚部の新旧関係は土層の断面観察から火焚部１が一番新しく，火焚部３が古い。したがって南西部か

ら北東部へ移動していることが確認できた。時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第１号炉穴出土遺物観察表（第 14 図）

第 14 図　第１号炉穴・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP25 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 磨石 （6.1） （4.1） （1.1）（35.9） 砂岩 側縁部擦痕　 覆土中 PL10
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　第２号炉穴（第 15 図）

位置　調査区南東部のＣ３c5 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　南東部が削平を受けているため，北西・南東径 2.43 ｍ，北東・南西径 2.16 ｍしか確認できなかった。

遺存している形状から平面形は楕円形と推定できる。北部に火焚部２か所の重複が確認できた。南部が足場で，

深さは 17 ～ 30㎝である。壁は外傾して立ち上がっている。火焚部１が深さ 11cm，火焚部２が深さ 10cm で，

それぞれ断面形はいずれもＵ字状で，火熱を受け赤変硬化している。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが混入していることや互層に堆積している状況から埋め戻されてい

る。第８層は掘方の埋土で，第６・７層上面が火床面である。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量　　　　　
４　暗 褐 色　ロームブロック中量　　　　
５　暗 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子微量　　　　　　　　

６　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子　
　　　　　　　　微量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ローム粒子少量，炭化粒子　
　　　　　　　　微量
８　褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢），自然礫１点が出土している。TP26 は南西部の覆土第３層，１は南

部の覆土第２層から，それぞれ出土している。

所見　火焚部の新旧関係は，焼土の遺存状況から火焚部１の方が新しいと考えられる。時期は，出土土器から

早期後半（野島式期）と考えられる。

第 15 図　第２号炉穴・出土遺物実測図

第２号炉穴出土遺物観察表（第 15 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （2.3） ［5.4］ 長石・石英・
繊維 橙 普通 外面条痕文　内面ナデ 覆土第２層 ５%

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP26 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土第３層 PL ９

22.6m

火焚部１

火焚部２

SK3

TP26
1

A

B
B

C C'

B'

B'

C

C'

A'

A A'

０ ５㎝０ ２ｍ

TP26 1

1

4 2

67

5
3

8

1

TP26

－ 24 －



　第３号炉穴（第 16 図）

位置　調査区南西部のＢ２j0 区，標高 22 ｍほどの台地斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.96 ｍ，短径 1.14 ｍの楕円形で，東西径方向はＮ－ 77 －゚Ｅである。東部が火焚部，西

部が足場である。火焚部は平坦で，火熱を受けて赤変しているが，硬化はしていない。掘方の深さは８㎝で， 

壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが多量に含まれていることから埋め戻されている。第２層の上面が火床

面である。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢），自然礫６点が覆土中から出土している。縄文土器片は細片のため，

図示できなかった。

所見　時期は，出土土器の胎土の特徴やわずかに条痕文が確認できることから，早期後半と考えられる。

　第４号炉穴（第 17 図）

位置　調査区北西部のＢ３g5 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 24・28・97 号土坑を掘り込んでいる。

第 16 図　第３号炉穴実測図

第 17 図　第４号炉穴・出土遺物実測図

２　暗 赤 褐 色　 焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化粒子
微量
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規模と形状　長径 2.73 ｍ，短径 1.94 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 60 －゚Ｅである。ほぼ中央部が火焚部で，

南西部が足場である。火焚部は深さ７～ 10cm の皿状で，火熱を受け赤変硬化している。壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。第２層の上面が火焚部であ

る。　

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢），自然礫１点が出土している。２は北部の底面から，TP27 は覆土中

からそれぞれ出土している。その他の土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第４号炉穴出土遺物観察表（第 17 図）

　第５号炉穴（第 18 図）
位置　調査区南西部のＢ２h8 区，標高 22 ｍほどの台地斜面部に位置している。

重複関係　第 23 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 3.92 ｍ，短径 2.62 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 61 －゚Ｗである。北部で火焚部１，北東

部で火焚部２が確認できた。足場は平坦で，火焚部 1 が南部，火焚部２が南西部と考えられる。火焚部１は平

坦で深さ８cm でＵ字状を呈し，火熱を受けて赤変硬化している。火焚部２は深さ６cm で緩やかに立ち上がり，

火熱を受けて赤変しているが，硬化はしていない。掘方の深さは 35 ～ 46cm で，壁は南北が外傾し，東西は

緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが多量に含まれていることから埋め戻されている。第２層上面が火床面

である。　

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量　　　

土層解説
１　暗　褐　色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量　　　

第 18 図　第５号炉穴実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

２ 縄文土器 深鉢 － （3.3） 4.5 長石・石英・
繊維 明褐 普通 外面縦位の磨き　内面ナデ 底面 ５%　PL ９

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP27 縄文土器 深鉢 長石・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土中
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　第６号炉穴（第 19 図）

位置　調査区南東部のＢ３i6 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第９号土坑に掘り込まれ，第８号竪穴建物跡，第 10・49 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.46 ｍ，短径 2.14 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 31 －゚Ｅである。北東部が火焚部で，南

西部が足場である。火焚部は深さ６～ 12cm の皿状で，火熱を受けて赤変硬化している。壁は外傾して立ち上

がっている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土ブロック少量，炭化        
　　　　　　　　粒子微量
３　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　にぶい褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
６　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量
７　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子少量

遺物出土状況　自然礫５点が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器がないため明確ではないが，早期前半の第８号竪穴建物跡を掘り込み，周辺の出土土

器や炉穴の配置状況から判断して早期後半と考えられる。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが不規則に多量に混入していることから埋め戻されている。第７層

は掘方への埋土で，第６層上面が火焚部である。　

所見　時期は，出土遺物がないために明確ではないが，周辺の炉穴の配置状況から早期後半と考えられる。火

焚部の新旧関係は，覆土の観察では確認できなかった。足場の配置状況や焼土の残存状況から火焚部 1 が新し

いと想定できる。また，第 13 号土坑と重複する第 23 号土坑は，類似する形状から，調査当初は本跡の作り替

えと考えたが，炉床が確認できないため土坑とした。

第 19 図　第６号炉穴実測図

　第７号炉穴（第 20 図）

位置　調査区南東部のＢ３j4 区，標高 23 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。
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規模と形状　現代の耕作溝に掘り込まれているため，長径 0.82 ｍで，短径は 0.67 ｍしか確認できなかった。

遺存している形状から楕円形と推定できる。長径方向はＮ－ 32 －゚Ｅである。南西部が火焚部で，その南部が

足場と想定できる。火焚部は平坦で，火熱を受けて赤変しているが，硬化はしていない。掘方の深さは 10㎝で，

壁は緩やかに立ち上がっている。

土層解説
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化     
　　　　　　　　粒子微量

２　明 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
　　　　　

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢）が出土している。TP28・TP29 は覆土中から出土している。その他の

土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

表３　縄文時代炉穴一覧表

覆土　掘方は，２層に分層できる。第２層は掘方への埋土で，第 1 層上面が火床面である。　

第７号炉穴出土遺物観察表（第 20 図）

第 20 図　第７号炉穴・出土遺物実測図

　⑶　土坑

　　今回の調査で，出土遺物や形状，覆土の状況から，縄文時代とみられる土坑 101 基を確認した。以下，遺

　構の形状や遺物の出土状況が特徴的な 19 基について解説し，それ以外は一覧表で掲載する。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP28 縄文土器 深鉢 長石・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土中

TP29 縄文土器 深鉢 長石・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土中 PL ９

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

火焚部 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｃ３a6 Ｎ－39°－W 楕円形 3.89 × 2.55 ８～ 12 皿状 緩斜 人為 縄文土器，石器

２ Ｃ３c5 － ［楕円形］ （2.43）×（2.16） 17 ～ 30 皿状 外傾 人為 縄文土器，自然礫 SK ３→本跡

３ Ｂ２j0 Ｎ－ 77°－Ｅ 楕円形 1.96 × 1.14 17 平坦 外傾 不明 縄文土器，自然礫

４ Ｂ３g5 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 2.73 × 1.94 ７～ 10 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫 SK24・28・97 →
本跡

５ Ｂ２h8 Ｎ－ 61°－Ｗ 楕円形 3.92 × 2.62 35 ～ 46 皿状 緩斜 人為 SK23 →本跡

６ Ｂ３g5 Ｎ－ 31°－Ｅ 楕円形 2.46 × 2.14 24 皿状 外傾 人為 SI ８，SK10・49 →
本跡→ SK ９

７ Ｂ３j4 Ｎ－ 32°－Ｅ ［楕円形］ 0.82 ×（0.67） 10 平坦 緩斜 不明 縄文土器
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　第４号土坑（第 21 図）

位置　調査区南東部のＣ３a5 区，標高 22 ｍほどの台地斜面部に位置している。

重複関係　第１号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.45 ｍ，短径 1.40 ｍの円形である。深さは 26cm で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾し

て立ち上がっている。

ピット　北部に位置している。径 0.36m の円形で，深さは 18cm である。　

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量       

３　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢），自然礫１点が出土している。TP30 は南部の覆土第 1 層から出土し

ている。

所見　時期は，出土土器から早期後半（野島式期）と考えられる

第４号土坑出土遺物観察表（第 21 図）

　第９号土坑（第 22 図）

位置　調査区南東部のＢ３i6 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号竪穴建物跡，第６号炉穴を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.09 ｍ，短径 1.00 ｍの円形である。深さは 36cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量       

３　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
              　　　　

第 21 図　第４号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP30 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 口唇部刻み　外面横位の条痕文→斜位の条痕文　内面ナデ 覆土第 1 層 PL ９
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遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），自然礫３点が出土している。TP31 は，ほぼ中央部の覆土第 1 層か

ら出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半（茅山下層式期）と考えられる。

第９号土坑出土遺物観察表（第 22 図）

第 22 図　第９号土坑・出土遺物実測図

　第 14 号土坑（第 23 図）

位置　調査区南東部のＢ３i5 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号竪穴建物跡，第 15 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.99 ｍ，短径 1.42 ｍの楕円形である。長径方向はＮ－ 56 －゚Ｅである。深さは 16cm で，

底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量　　

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。　

第 23 図　第 14 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP31 縄文土器 深鉢 長石・繊維 にぶい黄橙 外面横位の条痕文→斜位の沈線文　内面ナデ 覆土第 1 層
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遺物出土状況　縄文土器片７点（深鉢），自然礫６点が出土している。TP32 は北部，TP34 は南部の覆土上層

から，それぞれ出土している。TP33 は覆土中から出土している。その他の土器片は細片のため，図示できな

かった。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 14 号土坑出土遺物観察表（第 23 図）

　第 25 号土坑（第 24 図）
位置　調査区南東部のＢ３h5 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.24 ｍ，短径 1.18 ｍの円形である。深さは 36cm で，底面は皿状である。壁は緩やかに立

ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　 ２　褐 色　ロームブロック多量　　

遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢）が出土している。TP35・TP36は，南東部の覆土第１層から出土している。

その他の土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 25 号土坑出土遺物観察表（第 24 図）

第 24 図　第 25 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP32 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土上層

TP33 縄文土器 深鉢 長石・雲母・繊維 橙 外面斜位の条痕文→横位の条痕文　内面横位の条痕文 覆土中 PL ９

TP34 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外・内面条痕文 覆土上層

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP35 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 口唇部刻み　外・内面条痕文 覆土第１層

TP36 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外・内面条痕文 覆土第１層 PL ９
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　第 26 号土坑（第 25 図）

位置　調査区南東部のＣ３a1 区，標高 22 ｍほどの台地斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.26 ｍ，短径 1.16 ｍの円形である。深さは 45cm で，底面は平坦である。壁は緩やかに立

ち上がっている。

ピット　北部に位置している。長径 0.28m，短径 0.18m の楕円形で，深さは 24cm である。　

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが混入していることから埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック中量       　　　　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 26 号土坑出土遺物観察表（第 25 図）

　第 31 号土坑（第 26 図）

位置　調査区南東部のＢ３g5 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.06 ｍ，短径 0.94 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 71 －゚ W である。深さは 30cm で，底面

は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

ピット　北部に位置している。径 0.14m の円形で，深さ 28cm である。　

第 25 図　第 26 号土坑・出土遺物実測図

第 26 図　第 31 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP37 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 外・内面斜位の条痕文　 覆土中
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覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量 ２　褐 色　ロームブロック多量             　　　　

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢），自然礫１点が出土している。TP38・TP39 は，覆土中から出土している。

所見　早期前半の稲荷台式期の土器片が覆土中から出土しているが，条痕文系の土器片が混入しているため，

時期は，早期後半と考えられる。

第 31 号土坑出土遺物観察表（第 26 図）

　第 35 号土坑（第 27 図）

位置　調査区中央部のＢ３h3 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.94 ｍ，短径 1.30 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 29 －゚Ｅである。深さは 30cm で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３　暗 褐 色　ロームブロック少量　　　　　
４　褐 色　ロームブロック多量　

遺物出土状況　縄文土器片６点（深鉢）が出土している。TP40 は中央部の覆土第１層から出土している。そ

の他の土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半（野島式期）と考えられる。

第 27 図　第 35 号土坑・出土遺物実測図

第 35 号土坑出土遺物観察表（第 27 図）

　第 36 号土坑（第 28 図）
位置　調査区中央部のＢ３h2 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP38 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙 外面撚糸文 覆土中

TP39 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 明赤褐 外・内面条痕文 覆土中

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP40 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 外面条痕文→押引文→隆帯に刻み　内面斜位の条痕文→横位の
条痕文 覆土第１層 PL10
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規模と形状　長径 1.42 ｍ，短径 1.17 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 40 －゚Ｅである。深さは 12cm で，底面

は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量 ２　褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢），剥片１点（チャート片）が出土している。TP41 は南東部の覆土第２層，

TP42 は南西部の覆土第１層から，それぞれ出土している。剥片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 36 号土坑出土遺物観察表（第 28 図）

第 28 図　第 36 号土坑・出土遺物実測図

　第 41 号土坑（第 29 図）
位置　調査区中央部のＢ３h3 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　径 0.84 ｍの円形である。深さは８cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢）が出土している。TP43 は覆土中から出土している。その他の土器片

は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半（子母口式期）と考えられる。

第 29 図　第 41 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP41 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 外・内面貝殻腹縁文 覆土第２層

TP42 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外面横位の条痕文　内面斜位の条痕文→横位の条痕文 覆土第１層

23.4m
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第 41 号土坑出土遺物観察表（第 29 図）

　第 42 号土坑（第 30 図）

位置　調査区南西部のＢ２j9 区，標高 22 ｍほどの台地斜面部に位置している。

規模と形状　長径 2.00 ｍ，短径 1.70 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 32 －゚Ｅである。深さは 52cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。TP44 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 42 号土坑出土遺物観察表（第 30 図）

第 30 図　第 42 号土坑・出土遺物実測図

　第 47 号土坑（第 31 図）

位置　調査区中央部のＢ３i2 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.78 ｍ，短径 0.68 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 33 －゚Ｅである。深さは 18cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから埋め戻されている。　
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック多量

３　褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。TP45 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP43 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 口唇部刻み　外・内面条痕文 覆土中

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP44 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土中
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第 47 号土坑出土遺物観察表（第 31 図）

　第 54 号土坑（第 32 図）

位置　調査区南西部のＢ２j9 区，標高 21 ｍほどの台地斜面部に位置している。

規模と形状　長軸 1.88 ｍ，短軸 1.32 ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－ 34 －゚Ｗである。深さは 60cm で，

底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

ピット　中央部からやや南東部寄りに位置する。径 0.28m の円形で，深さは 16cm である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックを多量に含み，互層を示す堆積状況から，埋め戻されている。　
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
４　黄 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢）が出土している。TP46 は覆土中から出土している。その他の土器片

は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期前半（稲荷台式期）と考えられる。

第 54 号土坑出土遺物観察表（第 32 図）

第 31 図　第 47 号土坑・出土遺物実測図

第 32 図　第 54 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP45 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文 覆土中

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP46 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 口縁部無文帯　外面縦位の撚糸文 覆土中
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　第 77 号土坑（第 33 図）

位置　調査区南西部のＢ２g8 区，標高 22 ｍほどの台地斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.68 ｍ，短径 1.46 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 72 －゚Ｅである。深さは 14cm で，底面

は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。TP47 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半（茅山上層式期）と考えられる。

第 77 号土坑出土遺物観察表（第 33 図）

　第 85 号土坑（第 34 図）

位置　調査区北西部のＢ２f0 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.06 ｍ，短径 1.04 ｍの円形である。深さは 28cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

第 33 図　第 77 号土坑・出土遺物実測図

第 34 図　第 85 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP47 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 外・内面条痕文 覆土中 PL ９
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遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢）が出土している。TP48 は，ほぼ中央部の覆土第１層から出土している。

その他の土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から中期後半（加曽利Ｅ式期）と考えられる。

第 85 号土坑出土遺物観察表（第 34 図）

　第 86 号土坑（第 35 図）
位置　調査区東部のＢ３h8 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 63 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 63 号土坑に掘り込まれているため，南北径 1.66 ｍ，東西径 1.28 ｍしか確認できなかった。遺

存する形状から楕円形と推定でき，南北径方向はＮ－ 16 －゚ E である。深さは 93cm で，底面は鍋底状である。

壁はほぼ直立している。

覆土　単一層である。ロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片 12 点（深鉢），自然礫２点が出土している。TP49 は西部の覆土中層から出土して

いる。その他の土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期後半（田戸上層式期）と考えられる。

第 35 図　第 86 号土坑・出土遺物実測図

第 86 号土坑出土遺物観察表（第 35 図）

　第 87 号土坑（第 36 図）

位置　調査区中央部のＢ３g2 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第７号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　南東部は木の根による撹乱を受けているため，南北径 1.34 ｍ，東西径は 1.32 ｍしか 確認できな

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP48 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙 外面縦位の単節縄文Ｒ L →磨消懸垂文　内面ナデ 覆土第１層 PL10

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP49 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 外面条痕文→隆帯刺突文　内面条痕文 覆土中層 PL ９

SK63

TP49A
A' TP49

０ ２ｍ ０ 10㎝

23.4mA A'TP49

１
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かった。遺存する形状からほぼ円形と推定できる。深さは 58cm で，底面は平坦である。壁は北部・西部は直

立して立ち上がり，南東部は外傾しながら段を有し，上位は直立している。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が出土している。TP50 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 87 号土坑出土遺物観察表（第 36 図）

　第 90 号土坑（第 37 図）

位置　調査区南東部のＢ３i4 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.62 ｍ，短径 0.60 ｍの円形である。深さは 18cm で，底面は皿状である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

第 36 図　第 87 号土坑・出土遺物実測図

第 37 図　第 90 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP50 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 黄橙 外・内面条痕文 覆土中
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遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），石器１点（磨石），自然礫２点が出土している。TP51・Ｑ５は，南

西部の覆土第１層・第２層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 90 号土坑出土遺物観察表（第 37 図）

　第 93 号土坑（第 38 図）

位置　調査区東部のＢ３h8 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 63 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南部が第 63 号土坑に掘り込まれているため，径 1.48 ｍの円形と推定できる。深さは 58cm で，

底面は鍋底状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

４　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），剥片１点（黒曜石）が出土している。TP52 は覆土中から出土している。

剥片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期前半（夏島式期）と考えられる。

第 93 号土坑出土遺物観察表（第 38 図）

第 38 図　第 93 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP51 縄文土器 深鉢 長石・繊維 明褐 外面横位の条痕文　内面斜位の条痕文 覆土第１層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ５ 磨石 3.0 2.6 2.3 22.3 チャート １か所磨痕　　 覆土第２層 PL10

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP52 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄褐 外面縦位の撚糸文　内面ナデ 覆土中 PL ９
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　第 101 号土坑（第 39 図）

位置　調査区中央部のＢ３h1 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　長径 1.22 ｍ，短径 1.18 ｍの円形である。深さは 16cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立

ち上がっている。

ピット　南部に位置する。長径 0.36 ｍ，短径 0.28 ｍの楕円形で，深さは 24cm である。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　石器１点（磨石）が出土している。Ｑ６は南東部の底面から出土している。

所見　時期は，出土土器がないため明確ではないが，磨石の形状から早期後半以降と考えられる。

第 101 号土坑出土遺物観察表（第 39 図）

第 39 図　第 101 号土坑・出土遺物実測図

表４　縄文時代土坑一覧表

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ６ 磨石 （7.0） 7.6 4.5 （254.6） 安山岩 ２か所磨痕　凹石兼用　 底面 PL10

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｃ３b5 － 円形 0.31 × 0.28 40 平坦 外傾 人為

３ Ｃ３b4 Ｎ－８°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.68 52 平坦 外傾 人為 本跡→ FP ２

４ Ｃ３a5 － 円形 1.45 × 1.40 26 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫 SI １→本跡
ピット１か所

５ Ｃ３a6 － 円形 0.77 × 0.71 54 平坦 外傾 人為 ピット１か所

６ Ｃ３a7 － 円形 1.10 × 1.01 16 平坦 緩斜・外傾 人為

７ Ｃ３a7 Ｎ－ 60°－ E 楕円形 1.12 × 0.83 29 平坦 外傾 人為 SI ８→本跡

８ Ｂ３i6 － 円形 0.40 × 0.37 28 平坦 外傾 人為 SI ８→本跡

９ Ｂ３i6 － 円形 1.09 × 1.00 36 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫 SI ８，FP ６→本跡

10 Ｂ３i6 － 円形 0.52 × 0.46 42 平坦 外傾・直立 人為 自然礫 FP ６→本跡
ピット１か所
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

11 Ｂ３h7 － 円形 0.31 × 0.27 40 鍋底状 外傾 人為

12 Ｂ３i6 Ｎ－ 73°－Ｗ 楕円形 0.61 × 0.50 24 鍋底状 緩斜 人為

13 Ｂ２h8 Ｎ－ 52°－Ｗ 楕円形 2.35 × 1.26 33 平坦 外傾 人為 SK23 →本跡

14 Ｂ３i5 Ｎ－ 56°－Ｅ 楕円形 1.99 × 1.42 16 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫 SI ８，SK15 →本跡

15 Ｂ３i5 － 円形 1.02 × 0.98 ６ 平坦 外傾 人為 SI ８→本跡→ SK14

16 Ｂ３h6 Ｎ－ 39°－Ｅ 楕円形 0.50 × 0.42 41 鍋底状 外傾 人為

17 Ｂ３h7 － 円形 0.40 × 0.39 10 平坦 外傾 人為

18 Ｂ３h7 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 1.60 × 1.06 72 鍋底状 外傾 人為 縄文土器

19 Ｂ３h7 － 円形 0.48 × 0.44 28 平坦 外傾 人為 ピット１か所

20 Ｂ３g7 Ｎ－ 55°－Ｗ 楕円形 0.54 × 0.46 ６ 平坦 緩斜 人為

21 Ｂ３h7 Ｎ－ 25°－Ｗ 楕円形 0.74 × 0.57 ６ 平坦 緩斜 人為

22 Ｂ３g6 － 円形 1.02 × 0.96 16 平坦 緩斜 人為 縄文土器 ピット１か所

23 Ｂ２h8 Ｎ－ 30°－Ｗ 楕円形 2.40 × 1.60 42 鍋底状 外傾 人為 本跡→ SK13，FP ５

24 Ｂ３g5 Ｎ－ 16°－Ｅ［隅丸長方形］ 2.53 ×（1.62） 70 平坦 緩斜 人為 縄文土器 本跡→ SK97，FP ４

25 Ｂ３h5 － 円形 1.24 × 1.18 36 皿状 緩斜 人為 縄文土器

26 Ｃ３a1 － 円形 1.26 × 1.16 45 平坦 緩斜 人為 縄文土器 ピット１か所

27 Ｃ３a1 Ｎ－ 65°－Ｅ 隅丸長方形 1.82 × 1.01 40 平坦 外傾 人為 自然礫

28 Ｂ３b5 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 3.58 × 1.82 81 平坦 外傾 人為 本跡→ FP ４

29 Ｂ３j2 － 円形 2.36 × 2.16 40 平坦 外傾 人為 磨石 本跡→ SK38

30 Ｂ３g4 Ｎ－９°－Ｗ 楕円形 0.78 × 0.63 12 平坦 外傾 人為

31 Ｂ３g5 Ｎ－ 71°－Ｗ 楕円形 1.06 × 0.94 30 平坦 緩斜 人為 縄文土器，自然礫 ピット１か所

32 Ｂ３f4 － 円形 1.18 × 1.17 38 凹凸 外傾 人為

33 Ｂ３f3 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 1.96 × 1.24 16 鍋底状 緩斜 人為 ピット１か所

34 Ｂ３h3 Ｎ－ 37°－Ｗ 楕円形 0.69 × 0.56 56 鍋底状 外傾 人為

35 Ｂ３h3 Ｎ－ 29°－Ｅ 楕円形 1.94 × 1.30 30 皿状 緩斜 人為 縄文土器

36 Ｂ３h2 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 1.42 × 1.17 12 平坦 緩斜 人為 縄文土器，剥片

38 Ｃ３a2 Ｎ－ 10°－Ｗ 楕円形 2.00 × 1.05 36 鍋底状 緩斜 人為 SK29・39 →本跡

39 Ｃ３a2 Ｎ－ 41°－Ｗ 楕円形 1.30 × 1.08 32 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK38

41 Ｂ３h3 － 円形 0.84 × 0.84 ８ 平坦 外傾 人為 縄文土器

42 Ｂ２j9 Ｎ－ 32°－Ｅ 楕円形 2.00 × 1.70 52 平坦 外傾 人為 縄文土器

44 Ｂ２i9 Ｎ－ 39°－Ｗ 楕円形 1.32 × 1.00 26 平坦 緩斜 人為

45 Ｂ２i9 Ｎ－ 21°－Ｗ 不定形 1.68 × 1.22 46 平坦 外傾 人為

46 Ｂ３f6 Ｎ－ 81°－Ｗ 楕円形 0.97 × 0.71 32 平坦 外傾 人為

47 Ｂ３i2 Ｎ－ 33°－Ｅ 楕円形 0.78 × 0.68 18 平坦 外傾 人為 縄文土器

48 Ｂ２g9 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 1.36 × 0.80 32 鍋底状 外傾 人為

49 Ｂ３i6 － 円形 0.58 × 0.55 52 鍋底状 外傾 人為 FP ６→本跡

50 Ｂ２g9 Ｎ－ 51°－Ｗ 楕円形 1.84 × 1.10 42 平坦 外傾 人為 自然礫

51 Ｂ２c9 Ｎ－ 35°－Ｗ 楕円形 1.06 × 0.70 24 平坦 緩斜 人為

52 Ｂ３f1 Ｎ－ 53°－Ｗ 楕円形 1.45 × 1.40 24 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫

53 Ｂ２g0 － 楕円形 0.40 × 0.36 21 鍋底状 緩斜 人為

54 Ｂ２j9 Ｎ－ 34°－Ｗ 隅丸長方形 1.88 × 1.32 60 平坦 外傾 人為 縄文土器

55 Ｂ２h7 Ｎ－ 52°－Ｗ 楕円形 1.66 × 1.46 48 平坦 外傾 人為

56 Ｂ２h7 － 円形 1.10 × 1.10 40 平坦 外傾 人為 ピット１か所

57 Ｂ２i6 Ｎ－ 14°－Ｅ 楕円形 1.50 × 1.34 82 平坦 外傾 人為

58 Ｂ３f3 － 円形 0.68 × 0.63 73 鍋底状 直立 人為 ピット２か所

59 Ｂ３f3 Ｎ－ 46°－Ｗ 楕円形 0.84 × 0.76 29 平坦 外傾 人為
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

60 Ｂ３d1 － 円形 0.50 × 0.50 34 平坦 直立 人為

61 Ｂ３f6 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.52 × 0.32 24 有段 外傾 人為

62 Ｂ３f6 － 円形 0.49 × 0.48 20 平坦 外傾 人為

63 Ｂ３h8 Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 1.46 × 0.89 62 有段 外傾 人為 SK86・93 →本跡

64 Ｂ３h8 Ｎ－ 78°－Ｗ 楕円形 1.28 × 0.83 20 平坦 外傾 人為

66 Ｂ３g0 Ｎ－ 88°－Ｅ 楕円形 2.08 × 1.28 18 凹凸 外傾 人為

67 Ｂ２h0 Ｎ－ 22°－Ｅ 楕円形 1.08 × 0.94 26 鍋底状 緩斜 人為 SI ４→本跡

68 Ｂ２g0 Ｎ－ 75°－Ｗ 楕円形 1.36 × 1.10 42 平坦 外傾 人為

69 Ｂ３h1 Ｎ－ 22°－Ｗ 楕円形 1.16 × 1.00 26 平坦 緩斜 人為 剥片 SI ７→本跡

70 Ｂ３h1 － 円形 0.78 × 0.68 24 鍋底状 緩斜 人為 SI ７→本跡

71 Ｂ３e3 Ｎ－ 70°－Ｗ 不定形 3.56 × 1.36 113 凹凸 外傾 人為 縄文土器，自然礫 SK72 →本跡
ピット２か所

72 Ｂ３e3 Ｎ－ 80°－Ｅ ［楕円形］ （1.06）× 0.47 33 平坦 外傾 人為 本跡→ SK71

73 Ｂ２f0 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.86 × 0.62 16 平坦 緩斜 人為 縄文土器

74 Ｂ２h9 Ｎ－ 43°－Ｅ 楕円形 0.90 × 0.80 46 鍋底状 緩斜 人為 縄文土器

75 Ｂ２h9 Ｎ－ 46°－Ｗ 楕円形 0.36 × 0.30 28 鍋底状 外傾 人為

76 Ｂ２h8 Ｎ－ 33°－Ｗ 楕円形 0.88 × 0.68 16 平坦 緩斜 人為

77 Ｂ２g8 Ｎ－ 72°－Ｅ 楕円形 1.68 × 1.46 14 平坦 緩斜 人為 縄文土器

78 Ｃ３b5 － ［楕円形］ 0.96 ×（0.66） 48 平坦 外傾 人為 本跡→ SK ２

79 Ｂ２i6 － 円形 0.68 × 0.66 16 鍋底状 外傾 人為

80 Ｂ２i6 － 円形 0.28 × 0.26 34 鍋底状 外傾 人為

81 Ｂ２e8 Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.34 70 鍋底状 有段 人為

83 Ｂ２f0 Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 1.86 × 1.00 18 鍋底状 緩斜 人為 本跡→ SD １

84 Ｂ３i5 － 円形 0.40 × 0.40 30 鍋底状 有段 人為 SI ３→本跡

85 Ｂ２f0 － 円形 1.06 × 1.04 28 平坦 外傾 人為 縄文土器

86 Ｂ３h8 Ｎ－ 16°－Ｅ ［楕円形］ （1.66）× 1.28 93 鍋底状 直立 人為 縄文土器，自然礫 本跡→ SK63

87 Ｂ３g2 － ［円形］ 1.34 ×（1.32） 58 平坦 有段・直立 人為 縄文土器 SI ７→本跡

88 Ｂ３h4 Ｎ－ 33 －Ｗ 楕円形 0.80 × 162 50 鍋底状 外傾 人為 縄文土器 SI ３→本跡

89 Ｂ２f9 Ｎ－ 36°－Ｅ 楕円形 1.54 × 1.16 18 平坦 外傾 人為 本跡→ SD １

90 Ｂ３i4 － 円形 0.62 × 0.60 18 皿状 外傾 人為 縄文土器，磨石，自然礫 SI ３→本跡

91 Ｂ２h9 － 円形 0.60 × 0.60 24 鍋底状 外傾 人為

92 Ｂ３h2 Ｎ－ 63°－Ｗ 楕円形 0.96 × 0.80 22 鍋底状 緩斜 人為 SI ７→本跡

93 Ｂ３h8 － ［円形］ 1.48 ×（1.38） 58 鍋底状 外傾 人為 縄文土器，剥片 本跡→ SK63

94 Ｂ３i8 － 円形 0.91 × 0.84 16 平坦 緩斜 人為

95 Ｂ３h8 Ｎ－ 73°－Ｗ 楕円形 0.86 × 0.68 20 平坦 外傾 人為

96 Ｂ３i3 Ｎ－ 36°－Ｗ 楕円形 0.96 × 0.80 14 平坦 緩斜 人為 縄文土器

97 Ｂ３g5 － 円形 0.68 × 0.65 40 平坦 外傾 人為 自然礫 SK24 →本跡→ FP ４

98 Ｂ３i4 Ｎ－ 25°－Ｗ ［楕円形］ （2.62）×（1.02） 14 平坦 緩斜 人為 縄文土器，自然礫 本跡→ UP １

99 Ｂ２e9 Ｎ－ 33°－ E 楕円形 1.54 × 1.32 82 平坦 直立 人為 ピット１か所

100 Ｂ２e9 Ｎ－ 39°－Ｗ 隅丸長方形 2.36 × 0.86 80 平坦 直立 人為 縄文土器，自然礫

101 Ｂ３h1 － 円形 1.22 × 1.18 16 平坦 外傾 人為 磨石 ピット１か所

102 Ｃ３a3 － 楕円形 1.15 × 0.70 30 鍋底状 外傾 人為 縄文土器

103 Ｃ３a4 Ｎ－ 26°－ E 楕円形 2.00 × 1.64 30 平坦 外傾 人為 縄文土器

104 Ｃ３a3 － 円形 0.72 × 0.70 16 平坦 外傾 人為

105 Ｂ２d8 Ｎ－ 16°－ E 楕円形 2.80 × 0.68 16 平坦 外傾 人為

106 Ｂ３i2 Ｎ－ 38°－Ｗ 不定形 1.75 × 1.07 50 平坦 外傾・直立 人為

107 Ｂ３j4 － 円形 1.78 × 1.70 34 鍋底状 外傾 人為 縄文土器
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２　室町時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，地下式坑１基，土坑３基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

⑴   地下式坑

　第１号地下式坑（第 40・41 図）
位置　調査区南東部のＢ３i3 区，標高 23 ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 98 号土坑を掘り込んでいる。

軸長・軸方向　軸長は 4.39 ｍで，軸方向はＮ－５ －゚Ｗである。

竪坑   主室の南側に位置し，奥行き 0.50m，横幅 1.00m の半円形である。降口は外傾し，確認面から 80cm で，

壁はほぼ直立し，昇降部は 30°の坂で傾斜し，主室の底面に到達する。昇降部と主室の底面との比高は 80cm

である。

主室　奥行き 3.75m，横幅 2.35m の長方形である。底面は平坦で，底面からの深さは 3.40m で，ローム層下の

第 40 図　第１号地下式坑実測図

23.2m

SK98

4

5

3

Q7

Q8
A

B
B'

B

B'

A'

A A'

1

2

3
4

5

6

０ ２ｍ

B3j3

4 Q7 5 3 Q8

－ 44 －



覆土　６層に分層できる。ロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。なお，竪坑か

ら流入した堆積状況を示す自然堆積土は確認できなかった。また，第６層は安全のため，土層の観察が容易に

できなかったが，天井部崩落土と推測できる。　
土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐 色　ロームブロック多量，白色粘土ブロック中量，  
　　　　　　　　炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片８点（小皿３，鉢３，内耳鍋２），石器 11 点（砥石７，磨石４），石製品１点（石

塔片），自然礫 37 点が出土している。４は西壁際の底面から，３は北東壁際，５は主室中央寄り，Ｑ７は南壁

際，Ｑ８は東壁際の覆土第６層から，それぞれ散在して出土している。

所見　時期は，出土土器から 16 世紀前半と考えられる。

第 41 図　第１号地下式坑出土遺物実測図

白色粘土層を 80cm 掘り込んでいる。壁は高さ 2.40m まで内彎し，それより上位は外傾する。
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第 42 図　第２号土坑・出土遺物実測図

第２号土坑出土遺物観察表（第 42 図）

第１号地下式坑出土遺物観察表（第 41 図）

⑵　土坑

　第２号土坑（第 42 図）
位置　調査区南東部のＣ３b4 区，標高 22 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 78 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.72 ｍ，短径 1.32 ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－ 62 －゚Ｗである。深さは 69cm で，

底面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 　 　　 色   ロームブロック多量 ２　暗    褐　  色   ロームブロック中量

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），銭貨１点（永楽通寳），自然礫１点が出土している。６は覆土第２

層の底面近くから，Ｍ１は中央部の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土土器から 16 世紀前半と考えられる。骨などの出土は見られなかったが，覆土の状況が人

為堆積で，遺構の形状や出土遺物から墓坑と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

３ 土師質土器 小皿 7.4 2.3 3.3 長石・雲母・
赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り後ヘラナデ　 覆土第６層 100%　内面煤

付着　 PL12
４ 土師質土器 小皿 ［7.8］ 2.2 3.6 長石・雲母・

赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り後ヘラナデ　 底面 40%　口縁部
油煙痕  

５ 土師質土器 内耳鍋 ［34.6］（15.3） － 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通 口縁部・頸部指頭によるナデ　体部外・内面ヘ

ラナデ 覆土第６層 20%　外面煤
付着  PL12

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ７ 砥石 （12.8） 6.1 （3.6）（360.0） 凝灰岩 ５面砥石　剥離しているため，内２面は砥面方向不明 覆土第６層 PL12

Ｑ８ 石塔 （10.5）（10.0） 6.9 （1081.6） 凝灰質砂岩 五輪塔地輪の破片ヵ　削り出し加工 覆土第６層 PL12

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

６ 土師質土器 小皿 10.4 3.6 4.5 長石・石英 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土第２層 100%　PL12

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

M １ 永楽通寳 2.5 0.6 0.15 2.8 銅 1408 鋳造 覆土第１層 PL12

22.8m
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　第 65 号土坑（第 43 図）

位置　調査区南東部のＢ３j6 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第８号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.14 ｍ，短径 1.07 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 51 －゚Ｗである。深さは 22cm で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック中量

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），銭貨２点（永楽通寳）が出土している。７は，覆土第１層の南壁

際から出土したものが接合したものである。Ｍ２は南壁際，Ｍ３は北壁際の覆土第１層からそれぞれ出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から 16 世紀前半と考えられる。骨などの出土は見られなかったが，覆土が人為堆積で，

遺構の形状や出土遺物から，墓坑と考えられる。

第 65 号土坑出土遺物観察表（第 43 図）

第 43 図　第 65 号土坑・出土遺物実測図

　第 82 号土坑（第 44 図）

位置　調査区北西部のＢ３h8 区，標高 23 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.32 ｍ，短径 1.20 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 55 －゚Ｗである。深さは 24cm で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上っている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

7 土師質土器 小皿 ［6.4］ 2.1 ［3.6］ 長石・雲母・
赤色粒子 橙 普通 底部回転糸切り 覆土第１層 30%　

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ２ 永楽通寳 2.5 0.6 0.17 3.0 銅 1408 鋳造 覆土第１層 PL12

M ３ 永楽通寳 2.5 0.6 0.15 （2.5） 銅 1408 鋳造 覆土第１層 一部欠損　
PL12

23.4m
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土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（鉢）が出土している。８は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器が細片のため，明確な時期は不明であるが，器形の特徴から，室町時代後期と考えら

れる。骨などの出土は見られなかったが，覆土が人為堆積で，遺構の形状や出土遺物から，墓坑と考えられる。

第 44 図　第 82 号土坑・出土遺物実測図

第 82 号土坑出土遺物観察表（第 44 図）

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

表５　室町時代土坑一覧表

３　その他の遺構と遺物

　　今回の調査で，時期や性格が明らかでない竪穴建物跡１棟，溝跡１条を確認した。また，遺構に伴わない

　遺物が出土している。以下，遺構及び遺物について記述する。

　⑴　竪穴建物跡

　第９号竪穴建物跡（第 45 図）
位置　調査区北西部の B ２e0 区，標高 23 ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係　 第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　南部は第１号溝に掘り込まれ，後世に削平され，南西部は木の根による撹乱を受けているため，

北西・南東径は 1.80 ｍ，北東・南西径は 5.98 ｍしか確認できなかった。楕円形と推定でき，北西・南東径方

向はＮ－ 67 －゚ W である。壁は高さ 10 ～ 12㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，特に顕著な硬化面は確認できなかった。

ピット　遺存部分では確認できなかった。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

８ 土師質土器 鉢 － （5.5） － 長石・石英・
雲母・礫 橙 普通 ロクロナデ 覆土中 ５%　

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

２ Ｃ３b4 Ｎ－62°－W 不整楕円形 1.72 × 1.32 69 平坦 外傾 人為 土師質土器，銭貨，自然礫 SK78 →本跡

65 Ｂ３j6 Ｎ－ 51°－Ｗ 楕円形 1.14 × 1.07 22 平坦 外傾 人為 土師質土器，銭貨 SI ８→本跡

82 Ｂ３h8 Ｎ－ 55°－Ｗ 楕円形 1.32 × 1.20 24 平坦 外傾 人為 土師質土器

23.4m
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B
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A
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第 45 図　第９号竪穴建物跡実測図

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量

所見　時期は，出土遺物がみられないため，不明である。他の縄文時代の遺構と覆土の状況が似ていることか

ら，縄文時代の可能性がある。

⑵　溝跡

位置　調査区南西部の B ２g6 区から北東部の B ３d3 区，標高 20 ～ 23 ｍほどの台地平坦部から斜面部に位置

している。

重複関係　第９号竪穴建物跡，第 83・89 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　B ２g6 区から北東方向Ｎ－ 65 －゚ E に直線状に延びている。北東端部と南西端部が調査区外へ

延びているため，確認できた長さは 29.3 ｍで，上幅 1.90 ～ 2.56m，下幅 24 ～ 40cm である。確認面からの深

さは 58 ～ 96cm で，地形に沿って，北東部から南西部にかけて傾斜している。断面形は逆台形で，底面は平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

　第１号溝跡（第 46 図）

覆土　16 層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
４　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック多量（粘性普通，締まり弱）
６　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック多量（粘性普通，締まり強）
８　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

９　極 暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
10　暗 褐 色　ロームブロック多量
11　暗 褐 色　ローム粒子中量
12　褐 色　ロームブロック多量（粘性普通，締まり強）
13　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
14　褐  色　ロームブロック多量（粘性・締まり弱）
15　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
16　にぶい褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片 31 点（深鉢）が覆土中から出土している。

所見　縄文土器片が出土しているが，本跡に伴う遺物ではないため，時期は不明である。形状や覆土の状況か

ら，室町時代の地下式坑や土坑に伴う区画溝の可能性がある。
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第 46 図　第１号溝跡実測図
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⑶　遺構外出土遺物

　今回の調査で出土した，遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を掲載する。

第 47 図　遺構外出土遺物実測図
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遺構外出土遺物観察表（第 47 図）

　　　第４節 ま と め

１　はじめに
　今回の調査で，縄文時代と室町時代の複合遺跡であることが明らかとなった。縄文時代では，竪穴建物跡

５棟，炉穴７基，土坑 101 基，室町時代では，地下式坑１基，土坑３基を確認した。ここでは，各時代の様

相について概観し，遺構及び遺物について所見を述べ，若干の考察をする。

２　縄文時代
　今回の調査区は台地縁辺部から斜面部にかけての部分である。当時代の遺構は，調査区のほぼ全域に分布

している。

　遺構別にみていくと，竪穴建物跡が，調査区中央部の平坦部から南西部と南東部の緩斜面部にかけて弧を

描くように存在し，炉穴は竪穴建物跡を囲むように平坦部から斜面部にかけて分布している。土坑は調査区

全域の平坦部から斜面部にかけて散在している。出土遺物は，早期前半（撚糸文期），早期後半（沈線文・

条痕文期），中期後半（加曽利Ｅ式期），後期後半（加曽利Ｂ式・曽谷式期）の縄文土器（深鉢），石器（石鏃・

敲石・磨石）が出土している。後期後半の縄文土器のみが遺構に伴わないものであるが，断続的に集落が営

まれていたことがわかる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

９ 土師質土器 小皿 ［8.0］ 2.7 ［2.8］ 長石・石英 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 表土 30%

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP53 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙 外面撚糸文　内面ナデ 第１号地下式坑 夏島式　
PL11

TP54 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 にぶい橙 外面条痕文→隆帯に刻み　内面条痕文 第１号地下式坑 子母口式

TP55 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外面条痕文→押引き文 第１号地下式坑 子母口式

PL11
TP56 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 口唇部刻み　外面隆起線文　内面条痕文 表土 野島式  PL11

TP57 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 外面太い沈線文→隆帯貼付文→刻み　内面条痕文　 第１号地下式坑 茅山下層式
PL11

TP58 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 外面横位の条痕文→隆帯刻文→沈線文　内面条痕文 第１号地下式坑 茅山下層式
PL11

TP59 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 明褐 外面条痕文→隆帯文→刻み　内面条痕文　 表土 茅山下層式
PL11

TP60 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 外・内面条痕文 第１号地下式坑 早期後半
PL11

TP61 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 外面単節縄文ＬＲ→磨消懸垂文で区画　内面ナデ 第１号溝跡 加曽利ＥⅡ式
PL11

TP62 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 橙 外面単節縄文ＬＲ→微隆起線文で区画　内面磨き 第１号溝跡 加曽利ＥⅣ式

TP63 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 口縁部貼付文　胴部外面磨消細縄文→沈線文で区画　内面横位
の磨き 第１号溝跡 加曽利Ｂ２式

PL11
TP64 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 外面矢羽根状沈線　内面磨き 第１号溝跡 加曽利Ｂ２式

TP65 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 外面磨消細縄文→沈線文で区画 第１号溝跡 曽谷式  PL11

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ９ 石鏃 2.2 1.6 0.6 1.5 チャート 押圧剥離　無茎石鏃 第１号地下式坑 縄文中期
PL11

Ｑ 10 石鏃 2.5 1.8 0.6 2.0 頁岩 押圧剥離　平基無茎石鏃 表土 縄文中期
PL11

Ｑ 11 磨石 7.2 5.5 1.1 60.3 砂岩 側面使用面 表土 縄文早期後
半以降

番号 銭　種 径 孔幅 厚さ 重量 材質 初鋳年 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ４ 永楽通寳 2.5 0.6 0.16 3.2 銅 1408 鋳造 第１号竪穴建物跡

M ５ 永楽通寳 2.5 0.6 0.15 2.6 銅 1408 鋳造 表土 PL12

－ 52 －



　⑴　竪穴建物跡について（第４・５～ 13 図）

　竪穴建物跡は，台地の縁辺部から緩斜面部にかけて確認できた。時期は，出土土器の文様の特徴から，

早期前半（撚糸文期）と早期後半は貝殻沈線文，貝殻条痕文を施文する子母口式期と野島式期の２時期に

分けられ，時期的に分類すると，早期前半は，第８号竪穴建物跡，早期後半では，子母口式期が第４号竪

穴建物跡，野島式期が第１・３・７号竪穴建物跡である。　

　早期前半の第８号竪穴建物跡は，調査区南東部の台地の縁辺部に位置し，平面形状は楕円形で，炉を持

たない。柱穴は壁際に巡り，内側は不規則なピットの配置状況で，出入り口施設のピットは不明である。

　早期後半の子母口式期の第４号竪穴建物跡は，調査区南西部の台地の緩斜面部に位置し，平面形状はほ

ぼ円形で，炉を持たない。柱穴は壁際に巡り，その他は不規則で，出入り口施設のピットは，配置状況か

ら南部に配されているＰ 11 ～ 13 が考えられる。

　野島式期の第１・３・７号竪穴建物跡は，調査区中央部の台地の縁辺部と南西部の緩斜面部に位置し，

平面形状は楕円形で，炉を持たない。第１号竪穴建物跡は，主柱穴４か所が明確で，出入り口施設のピッ

トは南東部に配されている。第３号竪穴建物跡は，柱穴が壁際に巡り，その他は不規則で，出入り口施設

のピットは不明である。第７号竪穴建物跡は，ピットの配置が不規則で，出入り口施設のピットも不明で

ある。このようにピットの配置が不規則のものが多い。早期の竪穴建物跡の県域における調査例は，平成

３年の当財団縄文時代研究班による集成１）から増えてきているが，現段階においても上屋構造の復元は

困難である。

⑵　炉穴について（第４・14 ～ 20 図）

　炉穴は，調査区の南西部から北東部，南東部の台地の平坦部から緩斜面部にかけて確認できた。また，

早期後半の竪穴建物跡を囲むように分布している。後世の撹乱によって削平を受けているため，天井部の

遺存しているものはみられなかった。時期は，野島式期を中心とした早期後半の条痕文系土器が伴ってお

り，７基の炉穴は時期差はあまりないと考えられる。

　形状は，楕円形で火焚部の移動があるものと，一か所のものに分かれる。前者が第 1・２・５号炉穴で，

火焚部の重複関係をみていくと，新しくなるほど，北東部へ移動している。後者が，第３・４・６・７号

炉穴で，火焚部は北東部に配置されている。両者とも北東部に配置される点が共通することから，当時の

風向きに関係し２），移動しているものは，時間差があるため，若干時期が古いものと考えられる。

⑶   土坑について（第４・21 ～ 39 図）

　土坑は，調査区の全域にわたって確認できた。土坑 101 基の中で，時期が明確なのは 19 基であった。

　出土土器から早期前半（撚糸文期），早期後半（沈線文期・条痕文期），中期後半（加曽利Ｅ式期）に時

期区分ができる。

   早期前半では，第 93 号土坑（夏島式期），第 54 号土坑（稲荷台式期）が該当する。

　早期後半では，第４・９・14・25・26・31・35・36・41・42・47・77・86・87・90 号土坑で，さらに

土器型式で細分すると田戸上層・子母口・野島・茅山下層・茅山上層式期と，細片は条痕文期に分類でき，

以下のようになる。

　①　田戸上層式期：第 86 号土坑

　②　子母口式期：第 41 号土坑

－ 53 －

高須賀堂ノ前遺跡



　③　野島式期：第４・35 号土坑

　④　茅山下層式期：第９号土坑

　⑤　茅山上層式期：第 77 号土坑

　⑥　条痕文期：第 14・25・26・31・36・42・47・87・90 号土坑

　中期後半（加曽利Ｅ式期）では，第 85 号土坑が該当する。

　次に遺物の出土していないものも含め形状別に分類する。

　①　ほぼ円形でピットをもつもの：第４・５・10・19・22・26・31・33・56・58・99・101 号土坑

　 ②　円形のもの：第 1・４～６・８～ 11・15・17・19・22・25・26・29・32・41・49・56・58・60・62・

70・79・80・84・85・87・90・91・93・94・97・101・104・107 号土坑

　 ③　楕円形のもの：第３・７・12 ～ 14・16・18・20・21・23・28・30・31・33 ～ 39・42・44・46 ～ 48・

50 ～ 53・55・57・59・61・63・64・66 ～ 69・72 ～ 78・81・83・86・88・89・92・95・96・98・99・

102・103・105 号土坑　

　④　隅丸長方形のもの：第 24・27・54・100 号土坑

　⑤　不定形のもの：第 45・71・106 号土坑

　調査区が狭小なために不明な点が多いが，早期後半の野島式期以降の条痕文期が多く，楕円形の形状が最

も多い。これが，時期と形状が相関するとは限らないが，そのうち７基は野島式期以降の条痕文期である。

   性格は，全時期をとおして，遺物が少ないため不明な点が多いが，覆土が人為堆積で，形状から墓坑の可

能性がある３）。

３　室町時代

　当時代の遺構は，調査区の北東部の台地平坦部から南部の緩斜面部にかけて分布している。遺構別にみて

いくと，地下式坑が台地の縁辺部に位置し，その東側に土坑が列状で南北に直線上に並ぶように分布してい

る。

　⑴　地下式坑について（第４・40・41 図）

　地下式坑は，調査区南東部の台地縁辺部に位置している。今回は，１基のみの確認であった。時期は，

出土土器の特徴から 16 世紀前半と考えられる４）。これまでの地下式坑の研究では，貯蔵穴説と墓坑説が

ある５）。さらに，墓地に伴う地下式坑は再葬施設である可能性が高い６），とされている。近年では人骨を

伴う地下式坑の発掘調査例が増えているが，現在のところ再葬施設であることについて十分な実証はなさ

れていない。当遺跡の地下式坑では，土師質土器（小皿・内耳鍋），砥石，石塔片（五輪塔の地輪ヵ）が

出土していることや，周辺には同時期の墓坑と考えられる土坑が確認できることから，貯蔵穴的な性格よ

り墓坑として利用された可能性がある。しかし，人骨が確認できなかったこと，出土した遺物が破片で，

天井部崩落土とともに混入している状態で出土しているため，墓坑とも断定はできない。

⑵　土坑について（第４・42 ～ 44 図）

　土坑は，調査区南東部の台地平坦部から斜面部にかけて，第２・65・82 号土坑の３基が確認できた。

遺構の性格は，人骨の出土はみられなかったが，形状や人為堆積の覆土，油煙の付着がある土師質土器皿

や銭貨の出土から墓坑と考えられる。時期は，出土土器の特徴から 16 世紀前半と考えられる。調査区内
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　で確認した状況では，台地平坦部から緩斜面部にかけてほぼ南北に直線上に並んでいるようにもみえる。

同時期の地下式坑との関連性が考えられる。

４　おわりに

期後半では，同時期の竪穴建物跡と炉穴が確認でき，当地域では，初の調査例を提示することができた。室

町時代では 16 世紀前半の地下式坑と墓坑と考えられる土坑が確認でき，墓域の一端を知ることができた。

小字名である「堂ノ前」の由来を紐解く資料の一端となれば幸いである。

　今回の調査区域は，遺跡の南西端部に位置する。調査区が狭小なために不明な点が多いが，縄文時代の早
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第 48 図　高須賀道城入遺跡調査区設定図　（つくば市都市計画図 2500 分の１から作成）
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第４章 高 須 賀 道 城 入 遺 跡

　　　第１節 調 査 の 概 要

  高須賀道城入遺跡は，つくば市の南西部に位置し，西谷田川と小貝川に挟まれた標高 17 ～ 25 ｍの樹枝状に

開折された台地上に立地している。今回の調査区域は，遺跡の北部で，調査面積は 8,061㎡である。調査前の

現況は山林である。

　調査の結果，竪穴建物跡７棟（縄文時代５，弥生時代２），炉穴２基（縄文時代），掘立柱建物跡５棟（江戸時代），

竪穴遺構１基（時期不明），炉跡１基（時期不明），窯跡１基（時期不明），土坑 463 基（縄文時代 307，弥生

時代 29，室町時代７，江戸時代 48，時期不明 72），溝跡 11 条（江戸時代９，時期不明２），遺物包含層１か

所（古墳時代），台地整形遺構１か所（時期不明），柱穴列群５か所（時期不明），ピット群１か所（時期不明）

を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 22 箱出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢・浅鉢），

弥生土器（広口壺），土師器（坩・高坏・台付甕・甕），土師質土器（小皿・内耳鍋），陶器（皿・天目茶碗），

磁器（碗・皿），石器・石製品（石鏃・石匙・磨石・敲石・凹石・スタンプ形石器・石皿・石錘・砥石・剣形

模造品），金属器・金属製品（釘・刀子・槍先・矢立・和鋏・煙管）などである。

　　　第２節 基 本 層 序

　調査区北西部の台地上の平坦面（Ａ３h7 区）と谷津部（C ６d8 区）にテストピットを設定し，基本土層（第

49 図）の観察を行った。

　第１層は，黒褐色を呈する表土層である。層厚は 22 ～ 30㎝である。

　第２層は，暗褐色を呈する江戸時代の耕作土である。層厚は４～ 10㎝である。

　第３層は，暗褐色を呈する整地層である。ロームブロックを多量に含み，粘性・締まりともに強く，層厚は

23 ～ 43㎝である。構築時期は不明である。

　第４層は，黒褐色を呈する整地層である。ロームブロックを少量に含み，粘性・締まりともに強く，層厚は

４～５㎝である。構築時期は不明である。

　第５層は，黄褐色を呈する整地層である。ロームブロックを多量に含み，粘性・締まりともに強く，層厚は

40 ～ 48cm である。構築時期は不明である。

  第６層は，黒褐色を呈する整地層である。ロームブロックを多量に含み，粘性・締まりともに強く，層厚は

５㎝である。構築時期は不明である。

  第７層は，黒褐色を呈する古墳時代の遺物包含層である。ローム粒子を少量，焼土粒子・炭化粒子を微量に

含み，粘性・締まりともに普通で，層厚は 40 ～ 50㎝である。

　第８層は， 暗褐色を呈する古墳時代の遺物包含層である。ローム粒子を多量に含み，粘性は弱く，締まり強

い。焼土粒子・炭化粒子を微量に含み，層厚は９～ 18㎝である。

   第９層は，褐色を呈するローム層への漸移層である。粘性・締まりともに極めて強く，炭化物・白色粒子を
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微量に含む。層厚は５㎝～ 40㎝である。

　第 10 層は，褐色を呈するソフトローム層である。粘性・締まりともに極めて強く，黒色スコリアを少量，

赤色スコリアを微量に含み，粘性・締まりともに強く，層厚は９㎝～ 44㎝である。

　第 11 層は，褐色を呈するハードローム層である。黒色スコリア・赤色スコリア・白色スコリアを微量に含み，

粘性・締まりともに極めて強く，層厚は 14㎝～ 28㎝である。

　第 12 層は，暗褐色を呈するハードローム層である。白色スコリア少量，黒色スコリア・赤色スコリアを微

量に含み，粘性・締まりともに強く，層厚は８㎝～ 53㎝である。第２黒色帯（ＢＢⅡ）に相当する。

　第 13 層は，褐色を呈するハードローム層である。白色スコリア・黄褐色スコリアを微量に含み，粘性・締

まりともに極めて強く，層厚は 16㎝～ 32㎝である。　

　第 14 層は，褐色を呈するハードローム層である。径５㎜大の礫・白色スコリアを微量に含み，粘性・締ま

りともに極めて強く，層厚は 16㎝～ 32㎝である。　

　第 15 層は，褐色を呈するハードローム層である。白色スコリア・黄褐色スコリアを微量に含み，粘性・締

まりともに極めて強い。層厚は 30cm まで確認したが，以下は，未掘であるため不明である。　

　台地上の平坦面では，第 10 層上面で遺構を確認し，谷津部では，古墳時代以降は第 7 層上面，弥生時代は，

第９層上面でそれぞれ遺構を確認した。

第 49 図　高須賀道城入遺跡基本土層図
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　　　第３節 遺 構 と 遺 物

１　縄文時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡５棟，炉穴２基，土坑 307 基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　⑴　竪穴建物跡

　第１号竪穴建物跡（第 50・51 図）

位置　調査区北西部の B ３b1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　 第 26・176 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　一辺 5.60 ｍの隅丸方形である。主軸方向はＮ－ 39 －゚Ｗである。壁は高さ 12 ～ 26㎝で，外傾し

て立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側である中央部が踏み固められている。

炉  中央部のやや東寄りに付設された長径 1.18m，短径 1.08m の楕円形で，床面を 15cm ほど掘りくぼめた地

床炉である。火熱を受けて赤変しているが，硬化は認められない。

炉土層解説
１　赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量

ピット　13 か所。Ｐ１～Ｐ６は深さ 18 ～ 38cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ 7・Ｐ 10

は深さ 28・18cm で，補助的な柱穴と考えられる。P13 は深さ 38cm で，南西コーナ部に位置し，形状から貯

蔵穴と考えられる。P ８・P ９・P11・Ｐ 12 は深さ 16 ～ 28cm で性格は不明である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量　 ２　褐 色　ロームブロック多量

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

Ｐ 1 ～Ｐ 12 共通土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片 174 点（深鉢），石器７点（磨石４，敲石２，凹石１），剥片 13 点（砂岩），自然礫６点が，

南部に集中して投棄された状態で出土している。１・TP ４は，南東部の覆土下層から出土している。TP １・

TP ２・TP ５～ TP ８・TP10・TP12，Q ４は南部，TP ９・TP11，Q １・Q ３は北部の覆土上層からそれぞ

れ出土している。TP ３，Q ２は覆土中から出土している。

所見　覆土から前期中葉の黒浜式期新段階の土器片と前期後葉の諸磯 a 式期の土器片が混在して出土してい

る。後者が覆土下層からも出土しているため，前期後葉（諸磯ａ式期）と考えられる。

Ｐ 13 土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量 ２　褐 色　ロームブロック多量

第１号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 51 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 縄文土器 深鉢 － （12.0） 7.4 長石・石英 黒褐 良好 半截竹管による肋骨文・鋸歯状平行沈線文　 覆土下層 30％　PL31

－ 59 －
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第 50 図　第１号竪穴建物跡実測図
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第 51 図　第１号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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第 52 図　第１号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第２号竪穴建物跡（第 53・54 図）

位置　調査区北西部の B ３c4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　 第 20・29 号土坑を掘り込み，第 18・19・24・41 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 5.64 ｍ，短軸は 5.60 ｍの隅丸方形である。長軸方向はＮ－ 54 －゚Ｗである。壁は高さ 12 ～

22㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，主柱穴の内側である中央部が踏み固められている。

ピット　10 か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 30 ～ 72cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ５～Ｐ 10

は，深さ 12 ～ 36cm で性格は不明である。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量

第１号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 51・52 図）

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 縄文土器 深鉢 長石・石英 明赤褐 単節縄文ＬＲ→口縁部結節縄文 覆土上層 PL31

TP ２ 縄文土器 深鉢 石英・雲母 橙 半截竹管による横位の平行沈線文・肋骨文→縦位の連続円形竹
管文 覆土上層 PL31

TP ３ 縄文土器 深鉢 長石・雲母 にぶい橙 横位の半截竹管文 覆土中

TP ４ 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 半截竹管文による肋骨文→縦位の連続円形竹管文 覆土下層 PL31

TP ５ 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 赤褐 単節縄文ＬＲ→横位の結節縄文 覆土上層 PL31

TP ６ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・   
赤色粒子・繊維 明褐 半截竹管による横位の連続爪形文 覆土上層 PL31

TP ７ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 単節縄文ＲＬと単節縄文ＬＲの羽状構成 覆土上層 PL31

TP ８ 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 単節縄文ＬＲ→半截竹管による横位の押し引き文→半截竹管に
よる木葉文 覆土上層 PL31

TP ９ 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 単節縄文ＲＬと単節縄文ＬＲの羽状構成→沈線文 覆土上層 PL31

TP10 縄文土器 深鉢 長石・雲母・繊維 橙 縦位の沈線文→横位・斜位の沈線文 覆土上層

TP11 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 褐灰 単節縄文ＬＲ→半截竹管による横位の沈線文 覆土上層 PL31

TP12 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい褐 半截竹管による横位の連続爪形文 覆土上層 PL31

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 磨石 8.4 5.0 1.6 95.2 礫岩 側縁部使用痕 覆土上層 PL33

Ｑ２ 磨石 3.2 3.1 1.1 16.7 石灰岩 側縁部使用痕 覆土中 PL33

Ｑ３ 磨石 6.6 8.6 4.6 255.5 安山岩 切断面・側縁部磨痕　凹石からの転用　スタンプ形 覆土上層 PL33

Ｑ４ 敲石 6.6 3.4 2.2 67.4 デイサイト 磨石兼用　先端部敲痕   側縁部片側磨痕 覆土上層 PL33

Q4

Q3
０ 10㎝
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第 53 図　第２号竪穴建物跡実測図
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覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量　
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量 

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片 34 点（深鉢），石器１点（スクレイパー），剥片８点（凝灰岩），自然礫３点が出土

している。TP13・Q ５は中央部，TP15 は北部の覆土下層からそれぞれ出土している。TP14 は東部壁際の覆

土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後葉（諸磯ａ式期）と考えられる。また，第１号竪穴建物跡と主軸方向や規

模がほぼ同じであるため，同時期に存在した可能性がある。

第２号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 54 図）

第 54 図　第２号竪穴建物跡・出土遺物実測図

　第３号竪穴建物跡（第 55・56 図）

位置　調査区北西部のＡ３h6 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP13 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 外面口縁部横位の平行沈線文　沈線貼付文　内面横位の貝殻条
痕文 覆土下層 PL32

TP14 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 明黄褐 単節縄文 LR 覆土中層 PL32

TP15 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 無節縄文 R →無節縄文 L 覆土下層 PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ５ スクレイパー 2.1 1.4 0.2 0.41 黒曜石 片側縁部刃部加工 覆土下層 PL34
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重複関係　 第 201 号土坑を掘り込み，第 49・50・81・84 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.44 ｍ，短軸は 3.72 ｍの隅丸長方形である。長軸方向はＮ－ 66 －゚Ｗである。壁の高さは

18 ～ 23㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，全域が踏み固められている。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 16 ～ 46cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ５～Ｐ７

は深さ 12cm で，性格は不明である。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量　
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量 

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量
４　褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片 63 点（深鉢），石器１点（磨石），剥片４点（チャート），自然礫２点が，中央部か

ら北部寄りの，覆土上層から中層にかけて散在して出土している。TP17 は西部，TP18 は中央部の覆土中層

からそれぞれ出土している。TP16・Q ６は，北部の覆土上層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後葉（浮島式期）と考えられる。

第 55 図　第３号竪穴建物跡実測図
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第３号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 56 図）

第 56 図　第３号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第４号竪穴建物跡（第 57 図）
位置　調査区中央部の B ４i2 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第 57 図　第４号竪穴建物跡・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP16 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 縦位の櫛描き沈線文 覆土上層 PL32

TP17 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 橙 縦位の櫛描き沈線文→斜位の櫛描き沈線文 覆土中層

TP18 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 黄橙 斜位の半截竹管文 覆土中層 PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ６ 凹石 9.7 8.1 3.5 354.4 安山岩 側縁部磨石兼用 覆土上層 PL34
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重複関係　 第 222 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南側部が調査区域外へ延びているため，北西・南東軸は 3.80 ｍ，南西・北東軸は 1.98 ｍしか確

認できなかった。隅丸方形あるいは，隅丸長方形とみられる。北西・南東軸方向はＮ－ 31 －゚Ｗである。壁は

高さ 28 ～ 34㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，特に顕著に踏み固められている部分は認められなかった。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物・焼土粒子微量 
２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化物・焼土粒子微量 

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢）が出土している。２・TP19 ～ TP21 は，東部の覆土上層からそれぞ

れ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後葉（諸磯ａ式期）と考えられる。

第４号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 57 図）

　第５号竪穴建物跡（第 58・59 図）

位置　調査区南東部のＣ６c3 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　 第 440 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸 4.38 ｍ，短軸は 3.84 ｍの長方形で，長軸方向はＮ－ 53 －゚Ｗである。壁は高さ 10 ～ 20㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，特に顕著に踏み固められている部分は認められなかった。

炉　中央部からやや東寄りに付設された長径 0.48m，短径 0.32m の楕円形で，床面を 18cm ほど掘りくぼめた

地床炉である。火床面は火熱を受けて赤変しているが，硬化は認められなかった。

炉土層解説
１　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物・ローム粒子少量　 ２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

ピット　12 か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 16 ～ 32cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ６は深さ

22cm で，主柱穴のほぼ中間に位置するため，補助的な柱穴と考えられる。P ５は深さ 20cm で，配置から出

入口施設に伴うピットと考えられる。P10 は深さ 22cm で，規模と配置から貯蔵穴と考えられる。Ｐ７～Ｐ９

は深さ 16 ～ 26cm で，性格は不明である。さらに，Ｐ 10 に掘り込まれているＰ 11・Ｐ 12 は，深さ 22・24cm で，

当遺構に伴わない可能性があり，性格不明である。

ピット土層解説（P10 以外共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック多量

Ｐ 10 土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化物微量　 ２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP19 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 赤褐 外面口縁部隆帯貼付　半截竹管文　内面ナデ 覆土上層

TP20 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 赤褐 外面単節縄文 LR　内面ナデ 覆土上層 PL32

TP21 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
雲母 赤褐 外面単節縄文 LR　内面ナデ 覆土上層

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

２ 縄文土器 深鉢 － （1.6）［10.2］長石・石英・　
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 外・内面ナデ　 覆土上層 ５%

－ 67 －
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覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量 

３　暗 褐 色　ロームブロック少量
４　褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片 1 点（深鉢），石器１点（磨石）が北東部から出土している。TP22 は床面，Q ７は，

覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 58 図　第５号竪穴建物跡実測図
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第５号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 59 図）

表６　縄文時代竪穴建物跡一覧表

第 59 図　第５号竪穴建物跡出土遺物実測図

　⑵   炉穴

　第１号炉穴（第 60 図）

位置　調査区北西部の A ２j7 区，標高 23 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　第 1 号溝に掘り込まれているため，長径 1.18 ｍ，短径は 1.12 ｍしか確認できなかった。楕円形

と推定できる。火焚部は深さ 30cm で皿状を呈し，火熱を受けて赤変硬化している。壁は外傾して立ち上がっ

ている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。第３層上面が

火焚部である。第３～６層は炉床の構築土である。　

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子　
　　　　　　　　微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子少量，炭化粒子　
　　　　　　　　微量
３　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物少量，ローム粒子微量

４　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化物少量
５　赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化　
　　　　　　　　物少量
６　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　出土土器がみられないため，時期は不明だが，形状から早期と考えられる。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP22 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
繊維 橙 半截竹管による沈線文　 床面 PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ７ 磨石 6.4 9.6 4.6 310.9 安山岩 切断面・側縁部磨痕   スタンプ形に転用 覆土下層 PL34

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈

１ Ｂ３b1 Ｎ－ 39°－Ｗ 隅丸方形 5.60 × 5.60 12 ～ 26 平坦 ６ － ６ 炉 1 人為 縄文土器，石器，剥片，自然
礫 前期後葉 SK26・176 →本跡

２ Ｂ３c4 Ｎ－ 54°－Ｗ 隅丸方形 5.64 × 5.60 12 ～ 22 平坦 ４ － ６ － 人為 縄文土器，石器，剥片，自然
礫 前期後葉 SK20・29 →本跡→ SK18・

19・24・41
３ Ａ３h6 Ｎ－ 66°－Ｗ 隅丸長方形 4.44 × 3.72 18 ～ 23 平坦 ４ － ３ － 人為 縄文土器，石器，剥片，自然

礫 前期後葉 SK201 →本跡→ SK49・
50・81・84

４ Ｂ４i2 Ｎ－ 31°－Ｗ 隅丸方形・
隅丸長方形 3.80 ×（1.98）28 ～ 34 平坦 － － － － 人為 縄文土器 前期後葉 本跡→ SK222

５ Ｃ６c3 Ｎ－ 53°－Ｗ 長 方 形 4.38 × 3.84 10 ～ 20 平坦 ４ 1 ７ 炉 1 人為 縄文土器，石器 前期中葉 本跡→ SK440

TP22

Q7 ０ 10㎝

－ 69 －

高須賀道城入遺跡



　第２号炉穴（第 61 図）

所見　出土土器がみられないため，時期は不明だが，形状から早期と考えられる。

位置　調査区北西部の A ２j7 区，標高 23 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 1 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　第 1 号溝に掘り込まれているため，長径 1.72 ｍ，短径は 1.23 ｍしか確認できなかった。瓢箪形

と推定できる。長径方向はＮ－７ －゚Ｅである。南部が火焚部で，北部が足場である。火焚部は深さ 35cm で，

皿状を呈し，火熱を受けて赤変硬化している。掘方の深さは 55cm である。足場は深さ 30cm で，火焚部より

５cm ほど高い。壁は南部が直立しており，そのほかは外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。第５層上面が

火焚部である。第５～７層が炉床の構築土である。　
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量，炭化

　　　　　　　　粒子微量
６　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量，炭化　
　　　　　　　　粒子微量
７　にぶい褐色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

表７　縄文時代炉穴一覧表

第 60 図　第１号炉穴実測図

第 61 図　第２号炉穴実測図

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

火焚部 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ａ２j7 － ［楕円形］ 1.18 ×（1.12） 30 皿状 外傾 人為 － 本跡→ SD １

２ Ａ２j7 Ｎ－７°－Ｅ ［瓢箪形］ 1.72 ×（1.23） 35 皿状 直立・外傾 人為 － 本跡→ SD １
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　⑶　土坑

　　今回の調査で，出土遺物や形状，覆土の状況から，縄文時代とみられる土坑 307 基を確認した。以下，遺

　構の形状や遺物の出土状況が特徴的な 30 基について解説し，それ以外は，一覧表で掲載する。  

　第 1 号土坑（第 62 図）
位置　調査区北西部の B ３b2 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.43 ｍ，短径 1.16 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 19 －゚Ｅである。深さは 44cm で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量 

３　褐 色　ロームブロック多量
４　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片 11 点（深鉢）が出土している。TP23・TP24 は，ほぼ中央部の覆土第２層からそ

れぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 1 号土坑出土遺物観察表（第 62 図）

第 62 図　第１号土坑・出土遺物実測図

　第 8 号土坑（第 63 図）

位置　調査区北西部のＢ３b3 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.29 ｍ，短径 0.98 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 85 －゚Ｗである。深さは 22cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は東部に段を有し，その他は外傾して立ち上がっている。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP23 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい赤褐 平縁口縁　外・内面ナデ　無文帯 覆土第 2 層 PL32

TP24 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 明赤褐 単節縄文 LR 覆土第 2 層 PL32
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覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量　
２　暗 褐 色　ロームブロック中量 

３　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片８点（深鉢），石器２点（磨石）が出土している。３・TP25 は北西部の壁際，４

は東部の壁際，TP26 は中央部及び南部から出土した破片が接合したもので，いずれも覆土下層から出土して

いる。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 8 号土坑出土遺物観察表（第 63 図）

第 63 図　第８号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

３ 縄文土器 深鉢 ［22.0］（8.9） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 口唇部刻み　口縁部外面半截竹管による押引文

胴部外面単節縄文 RL　内面横位のミガキ 覆土下層 ５%　PL32

４ 縄文土器 深鉢 ［20.2］（9.5） － 長石・石英・
雲母・繊維 にぶい褐 普通 ０段多条縄文→半截竹管による平行沈線文→竹

管による円形竹管文 覆土下層 ５%

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP25 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 単節縄文 RL →斜位・横位の結節縄文 覆土下層
接点はないが
TP26 と同一個体カ
PL32

TP26 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 単節縄文 RL →斜位の結節縄文 覆土下層 接点はないが
TP25 と同一個体カ
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　第 16 号土坑（第 64 図）

位置　調査区北西部のＡ３j1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 1 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.08 ｍ，短径 0.98 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 23°－Ｅである。深さは 58cm で，底面は

ほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　黒 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量 

３　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量
４　褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片 1 点（深鉢）が覆土中，石器 1 点（磨石）が覆土第３層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後葉（興津式期）と考えられる。

第 16 号土坑出土遺物観察表（第 64 図）

第 64 図　第 16 号土坑・出土遺物実測図

　第 19 号土坑（第 65 図）

位置　調査区北西部のＢ３d5 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.60 ｍ，短径 1.45 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 20 －゚Ｗである。深さは 22cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物・焼土粒子微量 

３　黒 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片 12 点（深鉢），剥片２点（砂岩・チャート），炭化材 1 点が出土している。TP29

は北部寄りの覆土第１層，TP28 は覆土中からそれぞれ出土している。そのほかの土器片は，細片のため図示

できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期末葉と考えられる。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP27 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 平縁口縁　口縁部連続刺突文→横位の沈線で区画 覆土中 PL32

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ８ 磨石 7.9 6.7 1.8 133.1 デイサイト 側縁部使用痕 覆土第３層 PL34
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第 19 号土坑出土遺物観察表（第 65 図）

　第 24 号土坑（第 66 図）

位置　調査区北西部のＢ３d4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.32 ｍ，短径 2.14 ｍの円形である。深さは 35cm で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 

３　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片 17 点（深鉢），剥片３点（砂岩１，チャート２），自然礫１点が出土している。

TP30・TP32 は中央部からやや南部の覆土第２層，TP31 は東部の覆土第 1 層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，早期後半の土器片が若干みられるが，出土量の多い前期後半（浮島式期）と考えられる。

第 65 図　第 19 号土坑・出土遺物実測図

第 66 図　第 24 号土坑実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP28 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 単節縄文 RL と単節縄文 LR の羽状構成 覆土中

TP29 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
繊維 橙 外面単節縄文 RL　内面条痕文　 覆土第１層
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第 24 号土坑出土遺物観察表（第 67 図）

第 67 図　第 24 号土坑出土遺物実測図

　第 26 号土坑（第 68 図）

位置　調査区北西部の B ３c1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号竪穴建物に掘り込まれている。

規模と形状　北東部は第１号竪穴建物に掘り込まれ，南西部は調査区域外へ延びているため，北西・南東径は

1.73 ｍで，北東・南西径は 1.00 ｍしか確認できなかった。楕円形と推定できる。深さは 22cm で，底面はほぼ

平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　 ２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量 

遺物出土状況　石器 1 点（磨石）が覆土第２層から出土している。

所見　時期は，形状や覆土の様相及び出土石器から，縄文時代と考えられる。

第 68 図　第 26 号土坑・出土遺物実測図

第 26 号土坑出土遺物観察表（第 68 図）

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP30 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 平縁口縁　単節縄文 RL 覆土第２層

TP31 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 赤褐 無節縄文 R →撚糸文→半截竹管による横位の沈線文 覆土第１層

TP32 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙・灰褐 外面無節縄文 L　内面条痕文 覆土第２層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ９ 磨石 （6.2） 3.9 1.5 （58.0） 緑色片岩 側縁部使用痕 覆土第２層 PL35
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　第 32 号土坑（第 69 図）

位置　調査区北西部の B ３c6 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長軸 2.02 ｍ，短軸 1.58 ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－ 58 －゚Ｅである。深さは 20cm で，

底面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化物微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量

遺物出土状況　縄文土器片 1 点（深鉢），石器 1 点（石匙）が出土している。５は，北西壁際の覆土第１層か

ら出土している破片が接合したものである。Q10 は北西壁際の覆土第２層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半（興津式期）と考えられる。人骨は出土していないが，遺構の形状や小

型の深鉢と石匙が副葬品と考えられることから，墓坑の可能性がある。

第 32 号土坑出土遺物観察表（第 69 図）

第 69 図　第 32 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

５ 縄文土器 深鉢 ［17.4］ 20.1 7.8 長石・石英・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通

口縁部外面突起状貼付文　内面指頭によるナデ
胴部ヘラ削り後ナデ　輪積痕　下端指頭による
ナデ　底部外面ヘラ削り

覆土第１層 40%　PL33

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 10 石匙 4.1 2.1 0.7 4.5 黒曜石 縦型　押圧剥離 覆土第２層 PL35
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　第 34 号土坑（第 70 図）

位置　調査区北西部のＢ３b4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.16 ｍ，短径 1.08 ｍの円形である。深さは 41cm で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化物微量 

３　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片 35 点（深鉢），石器 1 点（磨石），剥片 1 点（チャート），自然礫３点が出土してい

る。TP33 は西壁際，Q11 は北壁際の覆土第３層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半（諸磯 a 式期）と考えられる。

第 34 号土坑出土遺物観察表（第 70 図）

　第 39 号土坑（第 71 図）

位置　調査区北西部の B ３a4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.39 ｍ，短径 1.14 ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－ 70 －゚ E である。深さは 40cm で，

底面はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 70 図　第 34 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP33 縄文土器 深鉢 長石・雲母・赤色粒子 橙 口唇部刻み　口縁部外面半截竹管による 2 条の爪形文　胴部単
節縄文 RL　内面ミガキ　 覆土第３層 PL33

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 11 磨石 （4.9） （3.9） 1.9 （22.6） 砂岩 側縁部片面使用痕 覆土第３層
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遺物出土状況　縄文土器片 40 点（深鉢），自然礫２点が出土している。６はほぼ中央部の覆土第２層から逆位

の状態で，TP34 は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。人骨は出土していないが，深鉢が伏せた状

態で出土していることから，鉢被り葬の墓坑の可能性がある。

第 39 号土坑出土遺物観察表（第 71 図）

第 71 図　第 39 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP34 縄文土器 深鉢 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 外面単節縄文 LR →半截竹管による沈線文　内面ミガキ 覆土中

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

６ 縄文土器 深鉢 － （29.2） － 長石・石英・
赤色粒子・繊維 にぶい橙 普通 外面細縄文 RL と LR の羽状構成　内面ミガキ 覆土第２層 30%　PL33
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　第 44 号土坑（第 72 図）

位置　調査区北西部のＡ３j1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.98 ｍ，短径 0.72 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 46 －゚Ｗである。深さは 20cm で，底面

は鍋底状である。壁は外傾して立ち上がっている。

ピット　中央部に位置している。径 30cm の円形で，深さ 60cm である。

覆土　単一層である。含有物が少ないことから，自然堆積である。　

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子多量，炭化物・焼土粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半（興津式期）と考えられる。

　第 48 号土坑（第 73 図）

第 44 号土坑出土遺物観察表（第 72 図）

位置　調査区北西部の A ３f5 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 1 号溝に掘り込まれている。

第 72 図　第 44 号土坑・出土遺物実測図

第 73 図　第 48 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP35 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 半截竹管による横位の平行沈線文・連続刺突文　 覆土第１層
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規模と形状　第 1 号溝に掘り込まれているため，長径は 1.72 ｍで，短径は 1.54 ｍしか確認できなかった。楕

円形と推定でき，長径方向はＮ－ 29 －゚ E である。深さは 76cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上

がっている。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 
３　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片 41 点（深鉢），剥片２点（安山岩），自然礫２点が出土している。TP36 ～ TP38 は，

覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 48 号土坑出土遺物観察表（第 73 図）

　第 49 号土坑（第 74 図）
位置　調査区北西部のＡ３h5 ７区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号竪穴建物跡を掘り込み，第 50・84 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.80 ｍ，短径 1.60 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 11 －゚Ｗである。深さは 28cm で，底面

は鍋底状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。　　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），自然礫２点が出土している。７は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半と考えられる。

第 49 号土坑出土遺物観察表（第 74 図）

第 74 図　第 49 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP36 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
繊維 明赤褐 複節 RLR 縄文と複節縄文 LRL の羽状構成 覆土中

TP37 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 半截竹管による沈線文 覆土中

TP38 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 褐 複節 RLR 縄文と複節 LRL 縄文の羽状構成 覆土中

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

７ 縄文土器 深鉢 － （2.5） ［7.8］ 長石・石英・
赤色粒子・繊維 明赤褐 普通 縦位の結節縄文 覆土中
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　第 52 号土坑（第 75 図）

位置　調査区北西部のＢ３b6 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 62 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長軸 1.59 ｍ，短軸 1.12 ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－ 73 －゚Ｗである。深さは 26cm で，

底面は鍋底状である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが互層で多量に含まれていることから，人為堆積である。　　

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子少量　
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　　　　　

３　暗 褐 色　ローム粒子微量　
４　褐 色　ロームブロック多量　

遺物出土状況　縄文土器片７点（深鉢）が出土している。TP39 は覆土第４層から出土している。そのほかの

土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 52 号土坑出土遺物観察表（第 75 図）

第 75 図　第 52 号土坑・出土遺物実測図

　第 53 号土坑（第 76 図）

位置　調査区北西部のＢ３d5 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.15 ｍ，短径 0.84 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 35 －゚ E である。深さは 16cm で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

ピット　北東部に位置している。長径 20cm，短径 16cm の楕円形で，深さ 18cm である。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色   ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　 ２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 

第 76 図　第 53 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP39 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい橙 無節縄文 L　 覆土第４層
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遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢）が出土している。TP40 は覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 53 号土坑出土遺物観察表（第 76 図）

　第 56 号土坑（第 77 図）
位置　調査区北西部の A ３e4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　北部が調査区域外に延びているため，短径は 2.08 ｍで，長径は 2.42 ｍしか確認できなかった。

楕円形と推定でき，長径方向はＮ－ 20 －゚ E である。深さは 20cm で，底面は平坦である。壁は緩やかに立ち

上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。　

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化物微量　

遺物出土状況　縄文土器片 27 点（深鉢），石器２点（石錘，磨石），剥片３点（砂岩２，チャート１），自然礫

２点が出土している。Ｑ 12 は北西壁際，Ｑ 13 は南壁よりの覆土第１層からそれぞれ出土している。TP41 は

覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 77 図　第 56 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP40 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい黄橙 半截竹管による縦位の沈線文 覆土中
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　第 59 号土坑（第 78 図）

位置　調査区北西部の A ３g5 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.50 ｍ，短径 1.24 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 29 －゚Ｅである。深さは 1.05 m で，底面

は平坦である。壁はほぼ直立している。また，南西部の壁には，底面から 80cm の高さから有段を呈し，緩や

かに立ち上がっている。

ピット　北部に位置している。長径 54cm，短径 52cm の円形で，深さ 22cm である。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片８点（深鉢），石器１点（スクレイパー），剥片１点（頁岩）が出土している。

TP42・TP43・Ｑ 14 は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 
３　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック多量

第 56 号土坑出土遺物観察表（第 77 図）

第 78 図　第 59 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP41 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい赤褐 無節縄文 L 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 12 石錘 8.0 5.3 1.9 （78.3） 砂岩 礫石錘　端部縄掛け用の切れ目は , 剥離加工による切目と自然
の凹みを利用 覆土第１層 PL35

Ｑ 13 磨石 9.4 5.5 1.6 115.8 砂岩 側縁部片面使用 覆土第１層 PL35
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第 59 号土坑出土遺物観察表（第 78 図）

　第 68 号土坑（第 79 図）
位置　調査区北西部のＡ３h8 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.60 ｍ，短径 1.42 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 41 －゚Ｗである。深さは 28cm で，底面

は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　 ２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 

遺物出土状況　縄文土器片 18 点（深鉢），剥片１点（黒曜石）が出土している。８は西壁際の覆土第２層から

出土している。そのほかの土器片は，細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から前期後半（興津式期）と考えられる。

第 68 号土坑出土遺物観察表（第 79 図）

第 79 図　第 68 号土坑・出土遺物実測図

　第 71 号土坑（第 80 図）

位置　調査区北西部のＡ３h7 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 201 号土坑を掘り込み，第 72 号土坑に掘り込まれている。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP42 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 単節縄文 LR 覆土中

TP43 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
繊維・小礫 にぶい橙 半截竹管による連続沈線文 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 14 スクレイパー 6.6 2.9 1.0 12.1 砂岩 縦長剥片を側縁部に刃部加工 覆土中 PL35

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

８ 縄文土器 深鉢 ［16.0］（6.0） － 長石・石英・
雲母 にぶい褐 普通

口縁部半截竹管による縦位の連続沈線文　胴部
二枚貝による貝殻腹縁文→半截竹管による平行
沈線文で区画

覆土第２層 ５％　PL33
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規模と形状　長径 1.68 ｍ，短径 1.60 ｍの円形である。深さは 60cm で，底面は皿状である。壁は緩やかに立

ち上がっている。北部はテラス状に立ち上がっている。

ピット　中央部に位置している。長径 22cm，短径 20cm の円形で，深さ 10cm である。

覆土　５層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 
３　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片 13 点（深鉢）が出土している。TP44 は西壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半（浮島式期）と考えられる。

第 71 号土坑出土遺物観察表（第 80 図）

　第 80 号土坑（第 81 図）

位置　調査区北西部のＡ３h0 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.72 ｍ，短径 1.22 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 83 －゚Ｗである。深さは 30cm で，底面

は有段である。壁は外傾して立ち上がっている。

ピット　中央部に位置している。長径 18cm，短径 16cm の円形で，深さ 22cm である。

第 81 図　第 80 号土坑・出土遺物実測図

第 80 図　第 71 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP44 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 明赤褐 口縁部指頭圧痕　貝殻腹縁による波状文 覆土第１層
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土層解説
１　暗　 褐  　色   ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

遺物出土状況　石器 1 点（敲石）が出土している。Q15 は東壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，形状や覆土の状況及び出土石器から縄文時代と考えられる。

第 80 号土坑出土遺物観察表（第 81 図）

覆土　単一層である。ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

　第 82 号土坑（第 82 図）

位置　調査区北西部のＡ３j6 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.80 ｍ，短径 1.53 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 62°－Ｗである。深さは 52cm で，底面は

皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　褐 　 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 

３　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片４点（深鉢）が出土している。TP45 は北西壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 82 図　第 82 号土坑・出土遺物実測図

第 82 号土坑出土遺物観察表（第 82 図）

　第 93 号土坑（第 83 図）
位置　調査区北西部の A ４h1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，北西・南東径 2.38 ｍ，北東・南西径は 0.91 ｍしか確認で

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 15 敲石 10.0 6.6 4.0 363.1 砂岩 先端部使用痕 覆土第１層 PL34

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP45 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 明赤褐 外面斜位の条痕文→縦位の条痕文　内面縦位の条痕文 覆土第１層
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きなかった。円形あるいは楕円形と推定できる。底面は平坦で，深さは 40cm である。壁は緩やかに立ち上が

っている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 

遺物出土状況　縄文土器片６点（深鉢），石器２点（石鏃・剥片石器），剥片４点（チャート），自然礫４点が

出土している。TP46・Q17 は北部，Q16 は南壁際の覆土第２層，TP47 は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 93 号土坑出土遺物観察表（第 83 図）

第 83 図　第 93 号土坑・出土遺物実測図

　第 112 号土坑（第 84 図）
位置　調査区北西部の B ３a1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.68 ｍ，短径 1.58 ｍの円形である。深さは 20cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立

ち上がっている。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 16 使用痕の
ある剥片 3.9 2.0 0.7 5.1 チャート 側縁部使用痕 覆土第２層 PL35

Ｑ 17 石鏃 2.7 （1.7） 0.6 （2.5） 砂岩 平基無茎鏃　端部一部欠損　押圧剥離 覆土第２層 PL35

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP46 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 にぶい明赤褐 外面斜位の条痕文→縦位の条痕文　内面縦位の条痕文 覆土第２層

TP47 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 にぶい明赤褐 外・内面条痕文 覆土中
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覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　 ２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），自然礫 1 点が出土している。TP48 は，北西壁際の覆土第１層から

出土している。

所見　時期は，出土土器から前期後半（浮島式期）と考えられる。

第 112 号土坑出土遺物観察表（第 84 図）

　第 201 号土坑（第 85 図）

位置　調査区北西部のＡ３h7 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号竪穴建物，第 71 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第３号竪穴建物，第 71 号土坑に掘り込まれているため，南北径 1.80 ｍ，東西径 2.06 ｍしか確認

できなかった。楕円形と推定でき，東西径方向はＮ－ 85 －゚Ｅである。深さは 1.22m で，底面は平坦である。

壁は底面から 84cm までほぼ直立し，それより上は段を有して，緩やかに立ち上がっている。

第 84 図　第 112 号土坑・出土遺物実測図

第 85 図　第 201 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP48 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 橙 半截竹管による爪形文 覆土第１層
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　第 208 号土坑（第 86 図）

位置　調査区北西部のＢ４h6 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第２号掘立柱建物Ｐ４に掘り込まれている。

規模と形状　第２号掘立柱建物に掘り込まれているため，北東・南西径は 0.72 ｍで，北西・南東径は 0.78 ｍ

しか確認できなかった。楕円形と推定でき，北東・南西径方向はＮ－ 30°－Ｅである。深さは 26cm で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　 ２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），石器１点（石鏃）が出土している。Ｑ 18 は南壁際の底面から出土し

ている。縄文土器片は，細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から前期と考えられる。

第 208 号土坑出土遺物観察表（第 86 図）

　第 227 号土坑（第 87 図）

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　

３　褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　縄文土器片 1 点（深鉢）が出土している。TP49 は，ほぼ中央部の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土土器から早期後半と考えられる。

第 201 号土坑出土遺物観察表（第 85 図）

第 86 図　第 208 号土坑・出土遺物実測図

位置　調査区北西部のＣ４a7 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 18 石鏃 2.5 1.6 0.4 0.8 チャート 凹基無茎鏃　押圧剥離 底面 PL35

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP49 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母・
繊維 橙 外・内面条痕文 覆土第１層
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規模と形状　長径 1.48 ｍ，短径 1.39 ｍの円形である。深さは 12cm で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　 ２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢）が出土している。TP50 は覆土中から出土している。そのほかの縄文

土器片は，細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から前期後半（浮島Ⅰ式期）と考えられる。

第 227 号土坑出土遺物観察表（第 87 図）

第 87 図　第 227 号土坑・出土遺物実測図

　第 234 号土坑（第 88 図）

位置　調査区北西部のＢ４g3 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号掘立柱建物跡と重複している。

規模と形状　長径 0.66 ｍ，短径 0.58 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 50°－Ｗである。深さは 28cm で，底面は

東部が一段下がっている。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片２点（深鉢），剥片 1 点（安山岩）が出土している。TP51 は北壁際と中央部から

出土した破片が接合したもので，覆土第１層から出土している。そのほかの土器片は，細片のため図示できな

かった。

所見　時期は，出土土器から前期後半（興津式期）と考えられる。

第 88 図　第 234 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP50 縄文土器 深鉢 長石・雲母 橙 撚糸文→半截竹管による縦位の平行沈線文 覆土中
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第 234 号土坑出土遺物観察表（第 88 図）

　第 269 号土坑（第 89 図）
位置　調査区北西部のＡ２jo 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 281 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.62 ｍ，短径 0.58 ｍの円形である。深さは 28cm で，底面は皿状である。壁は外傾して立

ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　

遺物出土状況　縄文土器片５点（深鉢）が出土している。TP52 は南壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 269 号土坑出土遺物観察表（第 89 図）

　第 281 号土坑（第 90 図）

第 89 図　第 269 号土坑・出土遺物実測図

位置　調査区北西部のＡ２j0 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 269 号土坑，第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径 2.60 ｍ，短径 1.07 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 22 －゚Ｗである。深さは 36cm で，底面

第 90 図　第 281 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP51 縄文土器 深鉢 長石・石英 黒褐 口縁部外面縦位の撚糸文→磨消　胴部外面磨き　内面ナデ 覆土第１層

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP52 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
繊維 にぶい橙 無節縄文 L と無節縄文 R の羽状構成 覆土第１層
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は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。各層にロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　縄文土器片３点（深鉢），石器 1 点（石鏃）が出土している。TP53 は北東壁際，Ｑ 19 は南東

壁際の覆土第３層からそれぞれ出土している。そのほかの土器片は，細片のため図示できなかった。

所見　時期は，出土土器から早期前半と考えられる。

第 281 号土坑出土遺物観察表（第 90 図）

　第 297 号土坑（第 91 図）

位置　調査区北西部のＢ２a0 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.46 ｍ，短径 1.32 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 66 －゚Ｗである。深さは 32cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。各層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量　
２　暗 褐 色　焼土粒子中量，ロームブロック微量　

３　褐 色　ロームブロック少量　
４　暗 褐 色　ロームブロック中量　

遺物出土状況　石器 1 点（磨石）が南壁寄りの覆土第１層から出土している。

所見　時期は，形状や覆土の状況及び出土石器から縄文時代と考えられる。

第 297 号土坑出土遺物観察表（第 91 図）

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

第 91 図　第 297 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP53 縄文土器 深鉢 長石・雲母・繊維 橙 撚糸文 覆土第３層

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 19 石鏃 （1.3） （1.4） 0.3 （0.3） チャート 凹基無茎鏃　押圧剥離 覆土第３層 先端部・端
部一部欠損

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 20 磨石 （7.4） 5.4 3.4 （201.9） 礫岩 側縁部使用痕 覆土第１層 PL35
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　第 383 号土坑（第 92 図）

位置　調査区北西部のＣ５b3 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.00 ｍ，短径 0.78 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 40 －゚Ｗである。深さは 30cm で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが多量に含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量　 　

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土土器から前期中葉（黒浜式期）と考えられる。

第 383 号土坑出土遺物観察表（第 92 図）

第 92 図　第 383 号土坑・出土遺物実測図

表８　縄文時代土坑一覧表

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP54 縄文土器 深鉢 長石・雲母・繊維 橙 単節縄文 LR 覆土中

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｂ３b2 Ｎ－ 19°－Ｅ 楕円形 1.43 × 1.16 44 平坦 外傾 人為 縄文土器

２ Ｂ３b2 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.56 30 皿状 外傾 人為 縄文土器 SK ７→本跡
ピット１か所

３ Ｂ３b3 － 円形 0.52 46 平坦 外傾 人為 ピット１か所

４ Ｂ３c2 Ｎ－ 38°－Ｗ 楕円形 0.84 × 0.68 22 平坦 緩斜 人為 縄文土器

５ Ｂ３d3 Ｎ－ 10°－ E ［楕円形］ 1.18 ×（0.84） 18 平坦 緩斜 人為 縄文土器

６ Ｂ３c3 Ｎ－ 60°－Ｗ 楕円形 2.54 × 2.38 22 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

７ Ｂ３b2 Ｎ－ 36°－ E 楕円形 1.52 × 0.86 22 皿状 緩斜 人為 本跡→ SD １

８ Ｂ３b3 Ｎ－ 85°－Ｗ 楕円形 1.29 × 0.98 22 平坦 有段・外傾 人為 縄文土器，石器

９ Ｂ３b3 Ｎ－ 59°－Ｗ 楕円形 1.28 × 1.06 16 平坦 緩斜 人為 縄文土器

10 Ｂ３c3 Ｎ－ 82°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.48 45 有段 緩斜・外傾 人為 SK11・23 → SK10
ピット１か所

11 Ｂ３c3 Ｎ－ 71°－Ｅ ［楕円形］ 0.82 ×（0.52） 32 有段 緩斜 人為 ピット１か所

12 Ｂ２h8 Ｎ－ 52°－Ｗ 楕円形 2.35 × 1.26 33 平坦 外傾 人為

13 Ｂ３a3 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 1.29 × 1.00 10 平坦 緩斜・外傾 人為

14 Ｂ３b3 Ｎ－３°－Ｗ 楕円形 1.92 × 1.74 20 平坦 緩斜 人為 縄文土器

15 Ｂ３a3 Ｎ－ 70°－Ｗ 楕円形 0.45 × 0.32 19 皿状 緩斜 人為

16 A ３j1 Ｎ－ 23°－Ｅ 楕円形 1.08 × 0.98 58 平坦 外傾 人為 縄文土器，石器 本跡→ SD １

17 Ｂ３c3 Ｎ－ 22°－Ｅ 楕円形 1.45 × 1.00 18 平坦 緩斜 人為 縄文土器

18 Ｂ３c4 － 円形 0.65 × 0.55 22 平坦 外傾 人為 SI ２→本跡

19 Ｂ３d5 Ｎ－ 20°－Ｗ 楕円形 1.60 × 1.45 22 平坦 外傾 人為 縄文土器，剥片，炭化材 SI ２→本跡

20 Ｂ３d5 Ｎ－２°－Ｅ ［楕円形］ （3.02）× 2.36 22 平坦 外傾 人為 縄文土器 本跡→ SI ２

21 Ｂ３b4 － 円形 1.48 × 1.35 145 平坦 外傾 人為 縄文土器 SK45 →本跡
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

22 Ｂ３b4 Ｎ－ 65°－Ｗ ［楕円形］ 1.16 ×（0.70） 42 平坦 緩斜 人為

23 Ｂ３c3 Ｎ－ 13°－Ｗ ［楕円形］ 2.53 ×（1.62） 70 平坦 緩斜 人為 縄文土器

24 Ｂ３d4 － 円形 2.32 × 2.14 35 平坦 外傾 人為 縄文土器，剥片，自然礫 SI ２→本跡

25 Ｂ３c3 Ｎ－ 52°－Ｗ ［楕円形］ 2.08 ×（1.32） 26 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK61

26 Ｂ３c1 － ［楕円形］ 1.73 ×（1.00） 22 平坦 外傾 人為 石器 本跡→ SI １

27 Ｂ３c6 － 円形 0.59 × 0.50 11 平坦 外傾 人為 ピット１か所

28 Ｂ３c5 Ｎ－ 39°－Ｅ 楕円形 0.62 × 0.48 12 平坦 緩斜 人為

29 Ｂ３c4 Ｎ－ 54°－Ｅ 楕円形 0.59 × 0.50 20 平坦 外傾 人為 本跡→ SI ２

30 Ｂ３b5 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 1.14 × 0.88 40 有段 外傾 人為 縄文土器

31 Ｂ３c5 － 円形 1.18 × 1.17 38 平坦 外傾 人為 ピット３か所

32 Ｂ３c6 Ｎ－ 58°－Ｅ 隅丸長方形 2.02 × 1.58 20 平坦 外傾 人為 縄文土器，石器

33 Ｂ３c6 Ｎ－ 63°－Ｗ 楕円形 0.55 × 0.44 34 有段 緩斜・外傾 人為

34 Ｂ３b4 － 円形 1.16 × 1.08 41 平坦 外傾 人為 縄文土器，石器，剥片，自然礫

35 Ｂ３b5 Ｎ－ 10°－Ｅ 楕円形 0.35 × 0.28 12 皿状 緩斜 人為

37 Ａ３i5 － 円形 0.98 × 0.90 16 平坦 緩斜 人為

38 Ｂ３c6 Ｎ－ 88°－Ｅ 楕円形 1.30 × 1.08 32 平坦 緩斜 人為 ピット１か所

39 Ｂ３a4 Ｎ－ 70°－Ｅ 不整楕円形 1.39 × 1.14 40 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器，自然礫

41 Ｂ３c5 Ｎ－ 26°－Ｅ ［楕円形］ （1.62）× 1.04 24 平坦 緩斜 人為 自然礫 SI ２→本跡

43 Ｂ３b6 Ｎ－ 10°－Ｗ 楕円形 （1.50）× 1.10 52 平坦 外傾 人為 縄文土器，剥片，自然礫

44 Ａ３j1 Ｎ－ 46°－Ｗ 楕円形 0.98 × 0.72 20 鍋底状 外傾 自然 縄文土器 ピット１か所

45 Ｂ３b4 － ［円形］ （0.74）× 0.76 24 平坦 外傾 人為

46 Ｂ３b4 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 0.78 × 0.68 28 平坦 外傾 人為

47 Ｂ３b4 Ｎ－ 72°－Ｗ 楕円形 1.18 × 0.96 15 平坦 緩斜 人為 縄文土器

48 Ａ３f5 Ｎ－ 29°－ E ［楕円形］ 1.72 ×（1.54） 76 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器，剥片，自然礫 本跡→ SD １

49 Ｂ３h5 Ｎ－ 11°－Ｗ ［楕円形］ （1.80）× 1.60 28 鍋底状 緩斜 人為 縄文土器，自然礫 SI ３→本跡→ SK50・
84

50 Ｂ３b2 Ｎ－ 65°－ E 楕円形 （1.10）× 0.93 24 平坦 緩斜 人為 縄文土器 SI ３，SK49 →本跡
→ SK84

51 Ｂ３c3 － 円形 0.42 × 0.38 12 平坦 緩斜 人為

52 Ｂ３b6 Ｎ－ 73°－Ｗ 隅丸長方形 1.59 × 1.12 26 鍋底状 外傾 人為 縄文土器 SK62 →本跡

53 Ｂ３d5 Ｎ－ 35°－ E 楕円形 1.15 × 0.84 16 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

54 Ｂ３b4 － 円形 0.31 × 0.30 22 平坦 外傾 人為 縄文土器

56 Ａ３e4 Ｎ－ 20°－ E ［楕円形］ （2.42）× 2.08 20 平坦 緩斜 人為 縄文土器，石器，剥片，自然礫

57 Ａ３g7 Ｎ－ 58°－ E 楕円形 1.29 × 0.98 54 平坦 緩斜・外傾 人為 ピット１か所

58 Ａ３f5 － 円形 0.58 × 0.53 76 平坦 緩斜・外傾 人為 ピット１か所

59 Ａ３g5 Ｎ－ 29°－ E 楕円形 1.50 × 1.24 105 平坦・有段 直立 人為 縄文土器，石器，剥片 ピット１か所

60 Ａ３h2 Ｎ－ 69°－Ｗ 長楕円形 2.24 × 0.82 22 凹凸 外傾 人為 縄文土器，剥片

61 Ｂ３c3 Ｎ－ 50°－Ｗ ［楕円形］ 0.34 ×（0.22） 62 皿状 直立 人為 SK25 →本跡

62 Ｂ３b6 Ｎ－ 70°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.50 50 平坦 外傾 人為 本跡→ SK52

63 Ｂ３c6 Ｎ－ 36°－ E 楕円形 0.37 × 0.31 12 有段 緩斜 人為 SK52 →本跡
ピット１か所

64 Ｂ３c5 － 円形 0.52 × 0.48 40 有段 外傾 人為 本跡→ SK65
ピット１か所

65 Ｂ３c5 － 円形 0.40 15 平坦 緩斜 人為 SK64 →本跡
ピット１か所

66 Ａ３g8 Ｎ－ 80°－ E 楕円形 1.92 × 1.60 18 平坦 外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

67 Ａ３h8 － 円形 0.80 × 0.78 52 平坦 緩斜・外傾 人為 ピット１か所

68 Ａ３h8 Ｎ－ 41°－Ｗ 楕円形 1.60 × 1.42 28 平坦 緩斜 人為 縄文土器，剥片

69 Ａ３i9 Ｎ－ 25°－ E 不定形 1.94 × 1.55 10 ～ 68 平坦 緩斜・外傾 人為 ピット３か所

70 Ｂ３a7 － 円形 1.96 × 1.80 78 平坦 外傾 人為 ピット２か所

71 Ａ３h7 － 円形 1.68 × 1.60 60 皿状 有段・緩斜 人為 縄文土器 SK201 →本跡→ SK72
ピット１か所
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72 Ａ３h7 Ｎ－ 20°－Ｗ ［楕円形］ 1.18 × 0.92 16 平坦 緩斜 人為 SK71 →本跡

73 Ａ３g7 Ｎ－ 58°－Ｗ ［楕円形］ 1.60 × 0.94 70 平坦 緩斜 人為 縄文土器，自然礫

75 Ａ３g9 Ｎ－ 10°－Ｗ 不定形 2.44 × 1.70 18 平坦 緩斜・外傾 人為 本跡→ SK77

76 Ｂ３a6 Ｎ－ 47°－Ｗ 楕円形 2.00 × 1.73 97 平坦 緩斜・外傾 人為

77 Ａ３g9 Ｎ－ 40°－ E 楕円形 1.18 × 0.80 20 平坦 外傾 人為 SK75 →本跡

80 Ａ３h0 Ｎ－ 83°－Ｗ 楕円形 1.72 × 1.22 30 有段 外傾 人為 石器 ピット１か所

82 Ａ３j6 Ｎ－ 62°－Ｗ 楕円形 1.80 × 1.53 52 皿状 緩斜 人為 縄文土器

83 Ａ３f4 Ｎ－ 30°－Ｗ 楕円形 0.76 × 0.68 21 皿状 緩斜 人為 縄文土器，自然礫

84 Ａ３h5 Ｎ－ 78°－Ｗ 楕円形 1.80 × 1.17 38 平坦 外傾 人為 剥片 SI ３，SK49・50 →本跡

85 Ａ３h0 Ｎ－ 15°－Ｗ ［楕円形］ ［0.92 × 0.85］ 15 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫

86 Ａ３i0 Ｎ－ 74°－ E ［楕円形］ ［1.10］× 1.05 40 皿状 緩斜 人為 縄文土器 ピット１か所

87 Ｂ３b9 － 円形 1.54 × 1.48 92 有段 緩斜 人為

88 Ｂ３b9 Ｎ－８°－ E 楕円形 1.62 × 1.10 17 平坦 緩斜 人為

91 Ａ３j0 Ｎ－ 58°－ E 楕円形 0.80 × 0.60 15 平坦 緩斜・外傾 人為

93 Ａ４h1 － ［円形・楕円形］ 2.38 ×（0.91） 40 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器，石器，剥片，自然礫

94 Ａ４j4 Ｎ－ 42°－Ｗ 楕円形 1.04 × 0.43 30 鍋底状 直立・外傾 人為

95 Ａ３j0 Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 0.78 × 0.55 64 有段 緩斜 人為 ピット１か所

96 Ｂ３c8 － 円形 0.80 × 0.78 ９ 平坦 緩斜 人為

97 Ｂ３b8 － 円形 0.98 56 鍋底状 外傾 人為 ピット１か所

98 Ｂ３e8 Ｎ－ 25°－ E 不定形 2.06 × 1.85 35 平坦 外傾 人為 自然礫

99 Ａ４i1 Ｎ－ 60°－Ｗ 楕円形 1.32 × 1.00 13 平坦 緩斜 人為

101 Ａ４i1 Ｎ－５°－ E 不整楕円形 1.45 × 1.05 40 平坦 緩斜 人為 縄文土器，自然礫 ピット１か所

102 Ａ４i1 Ｎ－ 53°－ E 楕円形 1.46 × 0.96 97 平坦 緩斜 人為 ピット１か所

104 Ａ３i0 － 円形 0.65 × 0.60 16 平坦 緩斜 人為

105 Ａ４i1 Ｎ－３°－Ｗ 楕円形 1.10 × 0.88 45 平坦 緩斜 人為 縄文土器 ピット１か所

107 Ｂ３a7 Ｎ－３°－Ｗ 楕円形 1.82 × 1.50 120 平坦 緩斜 人為 縄文土器

108 Ｂ３b7 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 0.78 × 0.66 18 平坦 緩斜 人為 縄文土器，自然礫

109 Ａ３j1 － 円形 0.62 11 平坦 外傾 人為

110 Ａ３j1 － 円形 2.28 × 2.14 16 平坦 緩斜 人為 縄文土器

112 Ｂ３a1 － 円形 1.68 × 1.58 20 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫

113 Ｂ３a2 Ｎ－ 28°－Ｅ 楕円形 1.42 × 1.13 28 平坦 緩斜・外傾 人為

114 Ｂ３a2 － 円形 0.82 × 0.80 22 平坦 緩斜・外傾 人為

115 Ａ４j3 Ｎ－ 87°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.51 78 平坦 緩斜・外傾 人為 ピット１か所

116 Ａ４j3 － 円形 1.24 × 1.22 37 有段 緩斜・外傾 人為 縄文土器，自然礫 ピット１か所

117 Ａ４j3 － ［円形・楕円形］（0.76 × 0.55） 16 平坦 緩斜 人為 本跡→ SD ２

119 Ａ４j3 Ｎ－ 68°－Ｅ 楕円形 1.12 × 0.86 23 有段 外傾 人為 自然礫

121 Ｂ３b8 Ｎ－ 12°－Ｗ 楕円形 1.16 × 0.64 12 平坦 緩斜 人為

122 Ｂ３c6 － 円形 0.80 42 有段 緩斜 人為 ピット１か所

123 Ｂ４a5 － 円形 0.64 × 0.58 17 平坦 外傾 人為

124 Ｂ３c5 Ｎ－ 11°－Ｅ 楕円形 1.37 × 1.17 18 凹凸 緩斜 人為 ピット１か所

125 Ｂ３d6 － 円形 0.32 × 0.30 58 皿状 外傾 人為

126 Ｂ３d6 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 0.41 × 0.21 22 皿状 外傾 人為

127 Ｂ４c5 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 2.02 × 1.36 70 平坦 緩斜・外傾 人為

130 Ｂ４c7 Ｎ－ 69°－Ｗ 円形 1.72 × 1.28 20 平坦 緩斜 人為

131 Ｂ３e8 － 円形 0.55 × 0.51 44 平坦 外傾 人為 ピット１か所

132 Ｂ４i5 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 0.63 × 0.46 37 平坦 緩斜 人為 ピット１か所
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134 Ｂ４a4 Ｎ－ 66°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.19 16 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器

135 Ｂ４e2 Ｎ－ 87°－Ｗ 楕円形 1.90 × 1.65 ８ 平坦 緩斜 人為

137 Ｂ４d2 － 円形 0.97 × 0.96 15 有段 緩斜・外傾 人為 本跡→ SD ２

138 Ｂ４g3 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 0.53 × 0.48 12 皿状 緩斜 人為

140 Ｂ４e1 － 円形 1.38 × 1.35 50 平坦 外傾 人為

143 Ｂ４a3 － ［円形・楕円形］（1.04 × 0.50） 42 平坦 外傾 人為

144 Ｂ４a5 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 0.62 × 0.52 36 平坦 外傾 人為 本跡→ SD ２

146 Ｂ４g3 － 円形 1.50 × 1.48 28 皿状 緩斜 人為 ピット１か所

147 Ｂ４h2 Ｎ－ 45°－Ｗ 楕円形 1.20 × 0.76 26 平坦 外傾 人為 SK154 →本跡

148 Ｂ４g2 － 円形 0.88 × 0.86 16 平坦 緩斜 人為

149 Ｂ４f1 － 円形 1.01 × 0.98 57 平坦 外傾 人為

150 Ｂ３f9 － 円形 0.75 × 0.72 50 皿状 緩斜 人為 ピット１か所

151 Ｂ４c5 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 1.32 × 1.16 27 平坦 緩斜 人為

152 Ｂ４b7 Ｎ－ 49°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.60 25 平坦 緩斜 人為

153 Ｂ３f9 Ｎ－ 55°－Ｗ 楕円形 0.45 × 0.32 15 平坦 緩斜・外傾 人為

154 Ｂ４h2 － ［円形］ 1.50 ×（1.43） 16 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK147

155 Ｂ４g2 － 円形 0.50 ６ 平坦 緩斜 人為

156 Ｂ４i7 － 円形 0.77 × 0.76 32 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫

159 Ｂ４f3 － 円形 0.57 × 0.53 20 平坦 緩斜 人為

160 Ｂ４g5 Ｎ－ 38°－Ｅ 楕円形 1.13 × 0.80 70 平坦 外傾 人為 縄文土器

161 Ｂ４f4 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.62 22 平坦 緩斜・外傾 人為

162 Ｂ４f5 － 円形 1.52 × 1.50 78 平坦 緩斜 人為

163 Ｂ４i3 － 円形 1.68 × 1.62 30 平坦 緩斜 人為 縄文土器 SK202・216 →本跡

164 Ｂ３e8 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.72 × 0.63 15 平坦 緩斜 人為

165 Ｂ４c5 Ｎ－ 34°－Ｗ ［楕円形］ 1.93 ×（1.29） 58 平坦 外傾 人為 本跡→ SK127

168 Ｂ４g3 Ｎ－ 12°－Ｅ 楕円形 0.68 × 0.56 10 平坦 緩斜 人為

170 Ｂ４e7 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 1.11 × 0.94 22 平坦 緩斜 人為 縄文土器

174 Ｂ４h5 Ｎ－ 34°－Ｗ 楕円形 1.50 × 1.30 10 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK218

175 Ａ４j3 Ｎ－ 66°－Ｗ ［円形］ 0.35 × 0.28 64 皿状 外傾 人為 本跡→ SD ２

176 Ｂ３a2 Ｎ－ 42°－Ｅ ［楕円形］ （1.13）× 0.95 12 平坦 緩斜 人為 縄文土器 本跡→ SI １

177 Ｂ４g4 － 円形 0.64 × 0.60 14 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器

178 Ｂ４c6 Ｎ－ 55°－Ｗ 楕円形 1.14 × 0.98 52 皿状 外傾 人為 縄文土器

180 Ｂ４g6 Ｎ－ 46°－Ｅ 楕円形 1.98 × 1.42 26 平坦 緩斜 人為 本跡→ SB ４

181 Ｂ４i4 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 1.00 × 0.73 23 平坦 緩斜 人為

182 Ｂ４h5 Ｎ－ 43°－Ｗ 楕円形 1.26 × 1.06 26 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK218

183 Ｂ４i5 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 0.88 × 0.63 32 平坦 緩斜 人為

187 Ｃ４a7 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 0.96 × 0.66 14 平坦 緩斜 人為

189 Ｂ４d6 Ｎ－ 61°－Ｅ 楕円形 1.56 × 1.30 29 平坦 緩斜 人為 縄文土器

190 Ｂ４h6 Ｎ－ 22°－Ｅ 楕円形 1.10 × 1.00 58・88 平坦 外傾 人為 縄文土器 ピット２か所

195 Ｂ４f7 Ｎ－ 87°－Ｗ 楕円形 0.90 × 0.74 16 平坦 緩斜 人為

199 Ｂ４g7 Ｎ－ 25°－Ｅ ［楕円形］ 0.72 × 0.63 12 皿状 外傾 人為 本跡→ SK194

200 Ｂ４j4 － 円形 1.36 × 1.28 55 平坦 外傾 人為 ピット１か所

201 Ａ３h7 Ｎ－ 85°－Ｗ ［楕円形］ （2.06）× 1.80 122 平坦 直立・有段 人為 縄文土器 本跡→ SI ３，SK71

202 Ｂ４i3 Ｎ－ 51°－Ｗ ［楕円形］ 1.98 × 1.74 46 平坦 緩斜 人為 縄文土器 本跡→ SK163・216
ピット１か所

203 Ｂ４i2 Ｎ－ 57°－Ｅ 楕円形 1.28 × 1.04 30・78 有段 外傾 人為 ピット１か所

205 Ｂ４h4 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 1.10 × 0.92 16 平坦 緩斜・外傾 人為
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208 Ｂ４h6 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 0.78 × 0.72 26 皿状 緩斜 人為 縄文土器，石器 本跡→ SB ２

211 Ｂ４c9 Ｎ－ 29°－Ｗ 楕円形 1.94 × 1.58 32 有段 外傾 人為

212 Ｂ４c8 Ｎ－ 18°－Ｅ 楕円形 1.00 × 0.76 30 凹凸 緩斜・外傾 人為 ピット１か所

213 Ｂ４i6 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 0.81 × 0.54 14 平坦 外傾 人為

214 Ｂ４i7 Ｎ－ 51°－Ｅ 楕円形 0.89 × 0.74 42 平坦 外傾 人為 ピット１か所

215 Ｂ４f3 Ｎ－ 31°－Ｗ ［楕円形］ 1.04 × 0.80 14 平坦 緩斜 人為

216 Ｂ４i3 Ｎ－ 45°－Ｅ ［楕円形］ 1.05 × 0.76 36 平坦 外傾 人為 SK202 →本跡→ SK163

219 Ｂ４i6 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 0.66 × 0.58 32 平坦 外傾・直立 人為 ピット１か所

220 Ｂ４j6 Ｎ－ 65°－Ｅ 楕円形 1.28 × 0.88 70 有段 外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

223 Ｂ４f3 － 円形 0.54 × 0.49 10 平坦 緩斜 人為

224 Ｂ４i5 Ｎ－ 77°－Ｅ 楕円形 1.16 × 0.90 24 平坦 緩斜 人為

225 Ｂ３f9 Ｎ－ 13°－Ｅ 楕円形 0.46 × 0.33 12 平坦 緩斜・外傾 人為 本跡→ SK226

226 Ｂ３f9 － 円形 0.42 × 0.40 31 平坦 外傾 人為 SK225 →本跡

227 Ｃ４a7 － 円形 1.48 × 1.39 12 平坦 外傾 人為 縄文土器

228 Ｃ４a7 Ｎ－ 25°－Ｗ 楕円形 1.54 × 1.36 38・72 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器 SK251・307 →本跡
ピット２か所

229 Ｃ４a8 Ｎ－ 51°－Ｅ 楕円形 1.06 × 0.94 41 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器

230 Ｃ４b8 Ｎ－ 57°－Ｅ 楕円形 1.58 × 1.46 70 平坦 緩斜 人為 縄文土器

231 Ｂ４j8 － 円形 1.04 × 1.00 26 平坦 外傾 人為 縄文土器

232 Ｃ４a6 － 隅丸方形 1.00 × 0.98 42 平坦 緩斜 人為 ピット１か所

233 Ｂ４j7 － ［円形］ 0.92 ×（0.86） 32 平坦 外傾 人為 本跡→ SK247

234 Ｂ４g3 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.58 28 傾斜 外傾 人為 縄文土器，剥片 SB ３と重複

235 Ｂ４f3 － 円形 0.46 12 平坦 緩斜 人為

237 Ｂ４g8 Ｎ－ 56°－Ｅ 隅丸長方形 1.02 × 0.78 44 平坦 外傾・直立 人為 縄文土器 本跡→ SD ３

238 Ｂ４i3 Ｎ－ 56°－Ｅ 楕円形 1.26 × 0.78 28 平坦 緩斜 人為

239 Ｂ３e8 Ｎ－８°－Ｅ ［楕円形］ 0.55 × 0.39 12 平坦 外傾 人為 本跡→ SK127

240 Ｂ３f8 Ｎ－ 11°－Ｅ 楕円形 0.51 × 0.45 12 平坦 外傾 人為

242 Ｂ４i7 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.68 × 0.58 54 有段 外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

243 Ｃ４a7 － 円形 1.12 × 1.06 106 平坦 外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

244 Ｃ４a8 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.64 × 0.52 25 皿状 外傾 人為 自然礫 ピット１か所

245 Ｃ４b8 Ｎ－ 43°－Ｅ 楕円形 0.42 × 0.35 36 外傾 有段 人為

246 Ｂ３h0 Ｎ－ 88°－Ｅ 楕円形 1.18 × 0.95 62 平坦 外傾 人為 本跡→ SD ２

247 Ｂ４j7 Ｎ－ 60°－Ｅ 楕円形 1.12 × 0.92 50 平坦 外傾 人為

249 Ｂ４j5 Ｎ－ 22°－Ｅ ［楕円形］ 1.92 ×（0.94） 80・86 有段 外傾 人為 縄文土器 ピット２か所

250 Ｃ４a6 Ｎ－３°－Ｗ ［楕円形］ 1.18 ×（0.84） 68 平坦 外傾 人為

251 Ｃ４a7 Ｎ－ 36°－Ｗ ［楕円形］ 1.29 ×（1.14） 16 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK228・309

252 Ｃ４b8 － 円形 1.10 × 1.08 60 皿状 緩斜・外傾 人為 SK332 →本跡
→ SK230・262

253 Ｂ４j6 Ｎ－ 48°－Ｅ 楕円形 0.82 × 0.60 12 平坦 緩斜 人為

254 Ｃ４a7 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 1.45 × 1.08 16 平坦 外傾 人為

255 Ｃ４a8 Ｎ－ 35°－Ｗ 不定形 1.21 × 1.00 62 有段 外傾 人為 縄文土器，剥片 SK256・338・339
→本跡

256 Ｃ４a8 Ｎ－ 57°－Ｗ ［楕円形］ （1.00）× 0.94 56 皿状 緩斜 人為 ピット１か所

259 Ｃ４a0 Ｎ－ 83°－Ｗ 楕円形 0.76 × 0.64 42 平坦 外傾 人為 SK260 →本跡
→ SD ３

260 Ｃ４a0 Ｎ－ 38°－Ｅ 楕円形 2.12 × 1.90 46 平坦 外傾 人為 剥片 SK333 →本跡
→ SK259，SD ３

261 Ｃ４b8 Ｎ－ 31°－Ｗ 楕円形 0.86 × 0.60 26 皿状 緩斜・外傾 人為 縄文土器 SK333 →本跡
→ SD ３

262 Ｃ４b8 Ｎ－ 33°－Ｅ 楕円形 2.12 × 1.86 26 平坦 緩斜 人為 縄文土器，自然礫 SK252・332
→本跡→ SK230

263 Ｂ４f5 － 円形 1.00 × 0.91 56 有段 外傾 人為 SK278 →本跡

266 Ｂ４c1 － 円形 0.52 × 0.50 14 平坦 外傾 人為 縄文土器 本跡→ SD ２
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底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

267 Ａ３h4 Ｎ－ 36°－Ｗ 楕円形 0.96 × 0.67 18 平坦 外傾 人為 本跡→ SD １

268 Ａ２j0 Ｎ－ 21°－Ｗ 楕円形 1.84 × 0.83 16 平坦 外傾 人為 縄文土器，自然礫 本跡→ SD １

269 Ａ２j0 － 円形 0.62 × 0.58 28 皿状 外傾 人為 縄文土器 SK281 →本跡

270 Ａ３j1 Ｎ－ 21°－Ｗ 楕円形 0.49 × 0.43 16 皿状 緩斜・外傾 人為 本跡→ SD １

271 Ｂ４d1 Ｎ－６°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.80 21 平坦 緩斜・外傾 人為

273 Ｂ４i9 Ｎ－６°－Ｗ ［楕円形］ 1.08 ×（0.76） 21 平坦 外傾 人為 本跡→ SK299

274 Ｂ４i8 Ｎ－ 14°－Ｗ ［楕円形］ （1.84）× 1.48 32 平坦 外傾 人為 本跡→ SK299

275 Ｂ４h8 Ｎ－ 23°－Ｅ 楕円形 0.72 × 0.62 52 平坦 緩斜・外傾 人為 SK276 →本跡
ピット１か所

278 Ｂ４f6 Ｎ－ 41°－Ｅ ［楕円形］ （0.97）× 0.83 22 平坦 外傾 人為 本跡→ SK263

280 Ｂ４j9 Ｎ－ 64°－Ｗ ［楕円形］ （1.47）× 1.24 14 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK279

281 Ａ２j0 Ｎ－ 22°－Ｗ 楕円形 2.60 × 1.07 36 平坦 外傾 人為 縄文土器，石器 本跡→ SK269，SD １

282 Ｂ４g6 Ｎ－ 40°－Ｅ 楕円形 0.54 × 0.48 20 平坦 外傾 人為

283 Ｂ４j6 Ｎ－ 72°－Ｗ 楕円形 1.24 × 1.10 10 平坦 緩斜 人為

284 Ｂ４j6 Ｎ－ 70°－Ｗ 楕円形 0.98 × 0.80 84 平坦 外傾 人為 ピット１か所

290 Ｂ４i0 Ｎ－８°－Ｗ 楕円形 1.86 × 1.30 56 有段 緩斜・外傾 人為 縄文土器 SK306 →本跡

291 Ｃ４a9 Ｎ－ 32°－Ｅ 楕円形 1.04 × 0.82 30 有段 緩斜・外傾 人為

292 Ａ２j9 Ｎ－ 22°－Ｗ 楕円形 0.88 × 0.59 39 皿状 外傾 人為 縄文土器

293 Ａ２j9 Ｎ－ 10°－Ｗ 楕円形 0.72 × 0.51 40 皿状 緩斜・直立 人為

294 Ａ３h3 － 円形 0.98 86 平坦 外傾・直立 人為 縄文土器，自然礫

295 Ｃ４a8 Ｎ－ 30°－Ｗ 楕円形 0.92 × 0.79 30 皿状 緩斜 人為

296 Ａ３i3 － 円形 0.44 × 0.43 32 平坦 外傾 人為

297 Ｂ２a0 Ｎ－ 66°－Ｗ 楕円形 1.46 × 1.32 32 平坦 外傾 人為 石器

298 Ｂ４h9 Ｎ－ 18°－Ｅ 楕円形 1.75 × 1.13 59 有段 外傾 人為 縄文土器 ピット１か所

299 Ｂ４i8 Ｎ－３°－Ｗ 隅丸長方形 1.92 × 1.56 60 平坦 外傾 人為 SK273・274 →本跡

300 Ｃ４b0 Ｎ－ 31°－Ｗ 楕円形 1.70 × 1.53 36 平坦 緩斜・外傾 人為 本跡→ SK127

301 Ｂ４h0 Ｎ－ 43°－Ｅ 楕円形 1.92 × 1.56 57 凹凸 外傾 人為 縄文土器

303 Ｂ５g1 － 円形 1.54 × 1.42 43 皿状 緩斜 人為

304 Ｂ４i0 Ｎ－ 11°－Ｗ 楕円形 1.08 × 1.92 28 平坦 外傾 人為

306 Ｂ４i0 Ｎ－７°－Ｗ ［楕円形］ （0.68 × 0.58） 56 皿状 外傾 人為 本跡→ SK290
ピット１か所

307 Ｃ４a7 － 円形 0.80 ×（0.37） 12 外傾 有段 人為 本跡→ SK228

310 Ｂ４h8 － ［円形・楕円形］ 0.70 ×（0.48） 68 平坦 外傾 人為 縄文土器 本跡→ SK308
ピット１か所

312 Ｃ５b1 Ｎ－ 83°－Ｗ 楕円形 1.06 × 0.68 62 平坦 緩斜・外傾 人為 ピット１か所

313 Ｂ４h0 － 円形 1.66 × 1.60 57 有段 外傾 人為

317 Ｂ４b8 Ｎ－ 36°－Ｗ ［楕円形］ 1.78 ×（0.92） 74 有段 外傾 人為

318 Ｂ４c0 Ｎ－ 38°－Ｅ 楕円形 1.56 × 1.41 58 平坦 緩斜・外傾 人為

319 Ｃ５a8 Ｎ－ 17°－Ｅ 楕円形 2.46 × 1.50 72 有段 緩斜・外傾 人為 本跡→ SD ４

320 Ｂ４h5 － ［円形・楕円形］ 1.32 ×（0.58） 20 平坦 外傾 人為 本跡→ SK204

323 Ｂ４j8 － 円形 0.79 × 0.69 115 平坦 外傾 人為 本跡→ SK322
ピット１か所

324 Ｂ５c1 Ｎ－ 19°－Ｗ ［楕円形］ （1.18 × 1.08） 58 皿状 外傾 人為 SK325 →本跡

325 Ｂ５c1 Ｎ－ 22°－Ｗ 楕円形 1.57 × 1.20 78 平坦 外傾 人為 本跡→ SK324

327 Ｂ５d1 Ｎ－ 75°－Ｅ 楕円形 1.57 × 0.96 32 有段 外傾 人為

331 Ｃ４b8 Ｎ－ 49°－Ｗ ［楕円形］ 1.32 ×（1.12） 82 有段 緩斜 人為 ピット１か所

332 Ｃ４b8 Ｎ－ 23°－Ｅ［円形・楕円形］ 1.42 ×（1.14） 18 平坦 緩斜・外傾 人為 本跡→ SK230・262・252

333 Ｃ４a0 － 円形 1.56 × 1.46 38 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK260・261

335 Ｂ５e1 Ｎ－ 19°－Ｅ 楕円形 1.44 × 0.94 48 皿状 緩斜・外傾 人為 SK336 →本跡

336 Ｂ５e1 Ｎ－ 40°－Ｗ ［楕円形］ （0.40 × 0.20） 14 平坦 平坦 人為 本跡→ SK335・434
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

337 Ｃ４c9 Ｎ－ 63°－Ｗ［円形・楕円形］ 2.38 ×（1.08） 46 有段 緩斜 人為 本跡→ SD ３

338 Ｃ４a8 － ［円形・楕円形］（0.62 × 0.38） 29 平坦 外傾 人為 本跡→SK256→SK255

339 Ｃ４a8 － ［円形・楕円形］（0.40 × 0.20） 14 平坦 外傾 人為 本跡→SK256→SK255

342 Ｂ５e2 － 円形 0.88 × 0.86 30 平坦 外傾 人為

345 Ｂ５d1 Ｎ－ 41°－Ｅ 楕円形 0.89 × 0.72 28 皿状 緩斜・外傾 人為

347 Ｃ５a2 Ｎ－ 44°－Ｗ 楕円形 1.20 × 1.04 18 平坦 緩斜 人為

348 Ｃ５c1 Ｎ－ 36°－Ｗ 楕円形 1.00 × 0.89 36 平坦 外傾 人為

350 Ｃ５d2 Ｎ－ 14°－Ｅ 楕円形 1.50 × 1.28 28 平坦 緩斜 人為

352 Ｂ５j3 Ｎ－ 56°－Ｗ 楕円形 1.78 × 1.10 57 平坦 外傾 人為 SK376 →本跡

354 Ｃ４c0 Ｎ－ 61°－Ｗ 楕円形 3.05 × 2.72 90 平坦 外傾 人為 縄文土器，炭化材 ピット１か所

355 Ｃ５c1 Ｎ－ 55°－Ｅ 不整楕円形 2.94 × 2.58 132 平坦 緩斜 人為 SK480・481 →本跡
→ SK354

356 Ｃ５b3 Ｎ－２°－Ｗ 不整楕円形 1.98 × 1.58 72 平坦 緩斜・外傾 人為 縄文土器

357 Ｃ５b3 － ［円形・楕円形］（0.92 × 0.80） 16 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK358

358 Ｃ５b3 － 円形 1.44 × 1.39 12 平坦 緩斜 人為 縄文土器

365 Ｃ５d2 Ｎ－ 32°－Ｗ 楕円形 0.84 × 0.73 68 平坦 緩斜 人為 ピット１か所

366 Ｃ５d3 Ｎ－ 11°－Ｗ 楕円形 2.00 × 1.62 17 平坦 緩斜 人為

368 Ｂ５e3 － 円形 0.72 × 0.68 67 平坦 外傾 人為 ピット１か所

370 Ｂ５f3 － 円形 0.78 × 0.72 48 平坦 外傾 人為 ピット１か所

371 Ｂ５f4 － 円形 1.08 × 1.04 35 平坦 外傾 人為

372 Ｂ５e4 Ｎ－ 23°－Ｗ 楕円形 1.62 × 1.32 63 有段 外傾 人為 縄文土器 本跡→ SD ２

373 Ｂ４d1 Ｎ－ 50°－Ｅ 楕円形 0.62 × 0.40 32 鍋底状 緩斜 人為 本跡→ SD ２

375 Ｂ４c1 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.68 × 0.53 70 皿状 緩斜・外傾 人為 本跡→ SD ２　
ピット１か所

376 Ｂ５c1 Ｎ－ 42°－Ｅ ［楕円形］ （1.76）× 1.68 28 凹凸 緩斜・外傾 人為 本跡→ SK352

377 Ｂ５i1 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 0.76 × 0.66 89 有段 外傾・直立 人為 ピット１か所

379 Ｂ５h1 － 円形 0.84 × 0.80 28 平坦 外傾・直立 人為 本跡→ SK343

382 Ｂ５e5 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 2.05 × 1.56 45 有段 外傾 人為

383 Ｃ５b3 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 1.00 × 0.78 30 皿状 緩斜 人為 縄文土器

388 Ｂ５f4 Ｎ－ 22°－Ｗ 楕円形 1.80 × 1.45 28 平坦 外傾 人為 本跡→ SK290

389 Ｂ５g5 － 円形 0.68 × 0.58 24 平坦 緩斜・外傾 人為

391 Ｂ４f0 Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 1.93 × 1.32 112 有段 外傾 人為

392 Ｂ５j3 － 円形 0.73 × 0.68 42 平坦 外傾・直立 人為

393 Ｂ５g6 Ｎ－ 90°－Ｅ 楕円形 0.82 × 0.72 30 平坦 外傾 人為

395 Ｂ５f5 Ｎ－ 15°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.63 18 平坦 緩斜 人為

396 Ｂ５g3 Ｎ－ 54°－Ｗ 楕円形 0.88 × 0.70 28 平坦 緩斜 人為 本跡→ SD ４

397 Ｂ５g6 Ｎ－ 14°－Ｅ 楕円形 1.35 × 1.02 32 平坦 緩斜 人為

398 Ｂ５g7 Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 0.95 × 0.80 40 平坦 緩斜 人為

399 Ｂ４j8 Ｎ－ 51°－Ｗ 楕円形 1.80 × 1.53 30 平坦 緩斜 人為

402 Ｂ３f0 － 円形 0.78 × 0.72 24 平坦 緩斜・外傾 人為

403 Ｃ５d6 Ｎ－ 46°－Ｗ 楕円形 2.26 × 1.72 38 平坦 緩斜 人為

412 Ｂ５h9 Ｎ－ 32°－Ｅ 楕円形 2.08 × 1.45 30 平坦 緩斜 人為

417 Ｂ５i4 － 円形 0.68 × 0.63 29 平坦 緩斜・外傾 人為

419 Ｂ５i9 Ｎ－ 64°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.80 90 平坦 緩斜 人為 ピット１か所

423 Ｃ５b1 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 1.38 × 0.90 50 有段 緩斜 人為 ピット１か所

431 Ｂ５i5 Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 1.00 ×（0.90） 14 平坦 緩斜 人為

433 Ｂ５h9 Ｎ－ 77°－Ｗ 楕円形 2.10 × 1.54 45 平坦 外傾 人為 縄文土器

434 Ｂ５e2 － ［円形］ 1.14 × 1.12 89 平坦 緩斜 人為 SK336 →本跡
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２　弥生時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡２棟，土坑 29 基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　⑴　竪穴建物跡

　第６号竪穴建物跡（93・94 図）

位置　調査区南東部のＣ６c5 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　 第 458 号土坑に掘り込まれ，古墳時代の遺物包含層に覆われている。

規模と形状　第 458 号土坑に中央部から北西部にかけて覆土中から床面の一部を掘り込まれているが，規模と

形状は確認できた。長軸 5.54 ｍ，短軸は 4.24 ｍの不整隅丸長方形で，長軸方向はＮ－ 73 －゚Ｗである。壁は，

高さ 22 ～ 44㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，中央部から東部にかけて踏み固められている。南東コーナー部には，焼土とわずかな炭化材が確

認できた。

ピット　７か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 16 ～ 56cm で，規模と配置から主柱穴であると考えられる。Ｐ５は深さ

22cm で，主柱穴の対角線上に位置することから，補助的な柱穴と考えられる。P ６・P ７は深さ 20・25cm

で性格は不明である。各柱穴の覆土は柱抜き取り後の埋土である。

P １・Ｐ２・Ｐ６・Ｐ７土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

P ３・Ｐ５土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

P ４土層解説
１　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

覆土　６層に分層できる。各層にロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量 　

遺物出土状況　弥生土器片 37 点（広口壺），石器１点（磨石），石英片９点が，覆土中層から下層にかけて散

在して出土している。９は南西部の床面，TP55 はＰ１内，TP56・Ｑ 21 は南東部，TP57 は南東壁際の覆土下層，

10 は東壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

436 Ｃ４a9 Ｎ－３°－Ｅ 長方形 1.02 × 0.76 20 平坦 緩斜 人為

437 Ｃ４a9 Ｎ－ 15°－Ｗ 長方形 1.00 × 0.66 12 平坦 緩斜 人為 縄文土器 SK438 →本跡

438 Ｃ４a9 Ｎ－ 12°－Ｅ 楕円形 1.20 × 1.00 12 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK437

440 Ｃ５d2 Ｎ－ 15°－Ｗ 楕円形 2.08 × 1.60 22 平坦 緩斜 人為 縄文土器 SI ５，SK454 →
本跡

442 Ｃ６a3 Ｎ－ 59°－Ｅ 楕円形 0.96 × 0.86 30 平坦 緩斜 人為 縄文土器

443 Ｃ５e3 － 円形 1.38 × 1.32 24 平坦 緩斜 人為 剥片

446 Ｃ６a4 Ｎ－ 40°－Ｗ 楕円形 2.88 × 2.38 32 平坦 緩斜 人為 縄文土器

451 Ｃ３e5 Ｎ－ 38°－Ｗ 楕円形 1.96 × 1.76 20 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK20

457 Ｂ５h4 Ｎ－ 62°－Ｅ 楕円形 1.68 × 1.30 64 平坦 緩斜 人為 本跡→ SD ４

481 Ｃ５c1 Ｎ－ 31°－Ｗ ［楕円形］ 1.17 ×（1.06） 108 平坦 外傾 人為 本跡→ SK355
ピット１か所
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第 93 図　第６号竪穴建物跡実測図
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第６号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 94 図）

所見　時期は，出土土器から後期前半と考えられる。床面から焼土ブロックや炭化材が出土しているため，焼

失家屋と考えられる。また，床面からの遺物が極めて少ないことから，建物廃絶後に焼失し，埋め戻されたと

考えられる。

第 94 図　第６号竪穴建物跡出土遺物実測図

　第７号竪穴建物跡（第95～97図）

位置　調査区南東部のＣ６f5 区，標高 21 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　 古墳時代の遺物包含層に覆われている。

規模と形状　長軸8.65ｍ，短軸は7.40ｍの不整長方形で，長軸方向はＮ－73 －゚Ｗである。壁は高さ38～68㎝で，

外傾して立ち上がっている。

床　平坦で，全体が踏み固められている。西壁際にはベッド状施設があり，床面との高低差が 20cm ほどで，

幅 4.30m，奥行き 1.20m ほどの広さがある。西部と北東部から南東部には，焼土と細かい炭化材が確認できた。

炉  南壁際寄りのほぼ中央部に付設された地床炉である。長径 0.90 ｍ，短径 0.68 ｍの楕円形で，床面を 18cm

掘り込んでいる。炉床面は第１層上面で，火熱を受けて赤変硬化している。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP55 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 褐 頸部外面無文帯　頸部附加条一種（附加２条）の縄文　 Ｐ１内 PL36

TP56 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 にぶい褐 外面細縄文 LR 覆土下層 PL36

TP57 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 橙 附加条一種（附加２条）の縄文を羽状構成 覆土下層 PL36

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

９ 弥生土器 広口壺 － （3.2） ［7.0］ 長石・石英 褐 普通 胴部下端無節縄文Ｒ（０段の条）　底部木葉痕 床面 20%   PL36

10 弥生土器 広口壺 － （3.4） ［5.0］ 長石・石英・
雲母 黒 普通 胴部下端附加条一種（附加２条）の縄文を羽状

構成　底部木葉痕 覆土中層 ５%　PL36

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 21 磨石 （7.1） （2.9） （6.9）（220.3） 安山岩 側縁部使用痕 覆土下層 PL37

9 10

TP55

TP56

Q21

TP57

０ 10㎝

－ 102 －



第 95 図　第７号竪穴建物跡実測図
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第 96 図　第７号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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ピット　17 か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 16 ～ 90cm で，規模と配置から主柱穴である。P ５・P ６は深さ 18・

58cm で，主柱穴の対角線上，P ７・Ｐ８は深さ 15・20cm で主柱穴の延長上にそれぞれ位置することから，

補助的な柱穴と考えられる。Ｐ９は深さ 20cm で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ 10・Ｐ 11 は

深さ 70・78cm で壁柱穴と考えられる。Ｐ 12 ～Ｐ 17 は深さ 14 ～ 20cm で性格は不明である。各柱穴の覆土は，

柱抜き取り後の埋土である。

ピット土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

炉土層解説
１　赤 褐 色　焼土ブロック多量 ２　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　７層に分層できる。各層にロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。また，第

２層には廃棄されたと考えられる焼土層が確認できた。
土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化物中量　
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子多量，焼土粒子微量

５　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
７　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化材少量

遺物出土状況　弥生土器片 16 点（広口壺），石器６点（磨石），石英片２点，剥片３点（チャート）が覆土上

層から下層にかけて散在して出土している。11 は南東部，12 は北東部，TP58 は中央部の覆土下層，TP59 南

東部の覆土中層，TP60 は西部の覆土上層，TP61 は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前半と考えられる。床面から焼土ブロックや炭化材が出土しているため，焼

失家屋と考えられる。また，床面からの遺物の出土がみられないことから，建物廃絶後に焼失し，埋め戻され

たと考えられる。

第７号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 96 図）

表９　弥生時代竪穴建物跡一覧表

　⑵   土坑

　遺構の形状や遺物の出土状況が特徴的な３基について解説し，それ以外は一覧表で掲載する。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

11 弥生土器 広口壺 ［16.6］（5.1） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 複合口縁　口縁部単節縄文ＬＲ　頸部無文帯 覆土下層 ５%   PL36

12 弥生土器 広口壺 － （5.7） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 複合口縁　口唇部縄文原体押圧　口縁部附加条
一種（附加２条）の縄文　　頸部無文帯 覆土下層 ５%   PL36

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP58 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 灰褐 複合口縁　口唇部縄文原体押圧　頸部無文帯 覆土下層 PL36

TP59 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母・
赤色粒子 灰褐 複合口縁　口唇部山形の刻み　口縁部附加条一種（附加２条）

口縁部下端山形押圧文 覆土中層 PL36

TP60 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 黒褐 細縄文 LR を平行沈線文で区画 覆土上層

TP61 弥生土器 広口壺 長石・石英 にぶい橙 口縁部外面横位の平行沈線文　外・内面横ナデ　　　　　　　
頸部外面縦位の櫛描沈線文　内面横位の櫛描沈線文　 覆土中 PL36

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

６ Ｃ６c5 Ｎ－ 73°－Ｗ 不 整 隅 丸
長 方 形 5.54 × 4.24 22 ～ 44 平坦 － ４ － ３ － － 人為 弥生土器，石器，　

石英片 後期前半 本跡→ SK458

７ Ｃ６f5 Ｎ－ 73°－Ｗ 不整長方形 8.65 × 7.40 38 ～ 68 有段 － ４ １ 12 炉１ － 人為 弥生土器，石器，
石英片，剥片 後期前半

－ 105 －
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　第 169 号土坑（第 97 図）

位置　調査区北西部のＡ３g4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.33 ｍ，短径 1.00 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 55 －゚Ｗである。第１号溝に掘り込まれ

ているため，深さは 72cm しか確認できなかった。底面は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　 　

遺物出土状況　弥生土器片１点（広口壺）が，南東部壁際の覆土第１層の下位から出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前半と考えられる。また，人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況が人

為堆積であることから，墓坑の可能性がある。

第 169 号土坑出土遺物観察表（第 97 図）

第 97 図　第 169 号土坑・出土遺物実測図

　第 458 号土坑（第 98 図）

位置　調査区南東部のＣ６c5 区，標高 22 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第６号竪穴建物跡を掘り込み，古墳時代の遺物包含層に被覆されている。

規模と形状　長径 3.10 ｍ，短径 2.50 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 58 －゚Ｗである。深さは 36cm で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　７層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。第３・４層は焼

土を廃棄した層である。
土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量　 　

５　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　弥生土器片３点（広口壺），石器１点（磨石），自然礫１点が出土している。TP63 ～ TP65 は，

北西部の覆土第１層からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前半と考えられる。また，人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況が人

為堆積で，墓坑の可能性がある。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP62 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母・　
赤色粒子 明赤褐色 複合口縁　口縁部横位のナデ　縦位の頸部描沈線文 覆土第１層下位 PL37
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第 458 号土坑出土遺物観察表（第 98 図）

第 98 図　第 458 号土坑・出土遺物実測図

　第 492 号土坑（第 99 図）

位置　調査区南東部のＣ６h5 区，標高 21 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 11 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　長径 1.28 ｍ，短径 0.90 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－０ で゚ある。第 11 号溝に掘り込まれてい

るため，深さは 10cm しか確認できなかった。底面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　 　

遺物出土状況　弥生土器片１点（鉢），石器 1 点（敲石）がほぼ中央部の底面から出土している。13 は横位の

状態で，口縁部を南側に向けて出土している。Ｑ 22 は，13 の東部に置かれた状態で出土している。

所見　時期は，出土土器から後期前半と考えられる。また，人骨の出土はなかったが，鉢が横位の状態で，口

縁部を南方に向けて置かれた状態で出土している。このことから，仰向けの鉢被り葬で，石器は副葬品と考え

られ，墓坑の可能性がある。

第 492 号土坑出土遺物観察表（第 99 図）

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP63 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 赤褐 複合口縁　口縁部附加条一種（附加２条）縄文→下端部山形押
圧文　頸部縦位の櫛描き沈線文 覆土第１層 PL37

TP64 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 口縁部附加条一種（附加２条）縄文→下端部山形押圧文　頸部
縦位の櫛描き沈線文 覆土第１層

TP65 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 口唇部欠損　口縁部附加条一種（附加２条）縄文　頸部縦位の
櫛描き沈線文 覆土第１層 PL37

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

13 弥生土器 鉢 ［14.2］ 9.9 6.2 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部一部欠損　口縁部・胴部上半輪積痕
下半単節縄文ＲＬ　底部木葉痕 底面 60%　PL37
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第 99 図　第 492 号土坑・出土遺物実測図

表 10　弥生時代土坑一覧表

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 22 敲石 11.5 6.2 3.1 339.3 砂岩 側縁部敲打痕　一か所側縁部磨痕　磨石兼用 底面 PL37

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

169 Ａ３g4 Ｎ－ 55°－Ｗ ［楕円形］ （1.33 × 1.00） （72） 皿状 緩斜 人為 弥生土器 本跡→ SD １

452 Ｃ６h6 － 円形 1.02 44 平坦 外傾 人為 弥生土器 本跡→ HG １

453 Ｃ６g6 － 円形 1.74 × 1.72 34 平坦 外傾 人為 本跡→ HG １

458 Ｃ６c5 Ｎ－ 58°－Ｗ 楕円形 3.10 × 2.50 36 平坦 外傾 人為 弥生土器，石器，自然礫 SI ６→本跡→ HG １

460 Ｃ６d6 Ｎ－ 90°－Ｗ 楕円形 1.12 × 0.90 32 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

461 Ｃ６d8 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 1.38 × 0.90 17 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

462 Ｃ６f8 Ｎ－４°－Ｅ 楕円形 1.20 × 0.68 14 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

463 Ｃ６e9 Ｎ－ 18°－Ｅ 楕円形 0.55 × 0.43 67 皿状 緩斜 人為 本跡→ HG １，SD ９

464 Ｃ６d8 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 1.13 × 0.99 40 有段 緩斜 人為 本跡→ HG １
ピット１か所

465 Ｃ６e9 Ｎ－ 12°－Ｅ 楕円形 0.70 × 0.60 14 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

467 Ｃ６d7 － 円形 1.14 × 1.12 40 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

468 Ｃ６e7 Ｎ－ 33°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.51 22 平坦 外傾 人為 本跡→ HG １

469 Ｃ６e6 Ｎ－ 56°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.80 52 平坦 外傾 人為 本跡→ HG １

470 Ｃ６e7 Ｎ－ 85°－Ｗ 楕円形 0.73 × 0.50 48 平坦 外傾・直立 人為 本跡→ HG １

477 Ｃ６f6 － 円形 0.92 × 0.85 23 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

479 Ｃ６e7 － 円形 0.57 × 0.53 46 平坦 外傾 人為 本跡→ HG １

487 Ｃ６d4 － 円形 0,47 30 皿状 外傾 人為 SK488，本跡→ HG １

488 Ｃ６d4 Ｎ－ 47°－Ｗ ［楕円形］ （0.60）× 0.52 19 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK487，HG １
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３　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，遺物包含層１か所を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　遺物包含層

　第１号遺物包含層（第 100 ～ 103 図）
位置　調査区南東部のＣ６d3 区～Ｃ６h9 区，谷に向かって北から南へ緩やかに傾斜する標高 21 ～ 23 ｍの台

地斜面部に，南北 27.1 ｍ，東西 22.8 ｍの範囲で確認した。

調査の方法　４ｍ四方のグリッド毎に掘り下げを行った。遺物は，器形がわかるものや比較的大きい破片など

について，座標値の記録を行い，それ以外の小破片についてはグリッド毎に一括で取り上げた。

重複関係　古墳時代以降の段切りに南部を掘削，肩部を盛土整地され，第３号柱穴列，第 459・486 号土坑と

第９・10・11 号溝に掘り込まれている。また，第６・７号竪穴建物跡，第 452・453・458・460 ～ 465・467

～ 477・479・487 ～ 499 号土坑を被覆している。

堆積状況　表土層から地山面まで，８層に分層できる。第１層は，表土層（現代の耕作土），第２層は，江戸

時代の耕作土，第３層～第６層は，古墳時代以降の整地層である。第７・８層は古墳時代の遺物を包含する層

である。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量　
３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量

５　黄 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　黒 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
７　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師器片 1724 点（坩 68，器台１，高坏 278，甕 1377）が，北部から南部にかけて，投棄され

た状態で出土している。特に，北部の C ６d6・C ６d7 区と南部の C ６f5・C ６f6 区の出土量が多い。そのほ

か，南部の一部（Ｃ６h6・Ｃ６h7 区）は撹乱を受け，土師質土器片 10 点（小皿４，焙烙６），瓦質土器片１

点（鉢），陶器片２点（甕），磁器片１点（急須）が，土師器片と混在して出土している。

所見　時期は，出土土器から中期（５世紀前半）と考えられる。赤彩を施した土器片が散見されるが，細片が

多いことから，祭祀行為ではなく，通常の廃棄行為と考えられる。また，南部の一部の撹乱は出土遺物から，

江戸時代の耕作等によるものと考えられる。

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

489 Ｃ６d4 Ｎ－ 43°－Ｅ 楕円形 0.75 × 0.53 21 平坦 外傾 人為 本跡→ HG １

490 Ｃ６e4 － 円形 0.36 20 皿状 外傾 人為 本跡→ SK493，HG １

491 Ｃ６h5 Ｎ－ 39°－Ｗ［隅丸長方形］ 3.21 ×（1.57） 30 傾斜 緩斜 人為 弥生土器 本跡→ SD11，HG １

492 Ｃ６h5 Ｎ－０° 楕円形 1.28 × 0.90 （10） 平坦 緩斜 人為 弥生土器，石器 本跡→ SD11，HG １

493 Ｃ６e3 Ｎ－２°－Ｗ 楕円形 0.63 × 0.42 28 皿状 緩斜 人為 SK490 →本跡→ HG １

494 Ｃ６e3 Ｎ－９°－Ｅ 楕円形 0.53 × 0.48 37 皿状 緩斜・外傾 人為 本跡→ HG １

495 Ｃ６d4 － 円形 0.37 16 平坦 外傾 人為 本跡→ HG １

496 Ｃ６e3 － 円形 0.54 × 0.52 19 平坦 緩斜 人為 本跡→ HG １

497 Ｃ６d5 Ｎ－ 47°－Ｅ 楕円形 0.97 × 0.76 29 平坦 緩斜・外傾 人為 SK498 →本跡→ HG １

498 Ｃ６d5 Ｎ－ 34°－Ｗ 楕円形 （0.62）× 0.56 20 平坦 緩斜 人為 本跡→ K497，HG １

499 Ｃ６e4 Ｎ－ 66°－Ｗ 楕円形 0.68 × 0.57 29 皿状 緩斜 人為 本跡→ HG １
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第 100 図　第１号遺物包含層実測図（１）
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第 101 図　第１号遺物包含層実測図（２）
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第 102 図　第１号遺物包含層・出土遺物実測図
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第 103 図　第１号遺物包含層出土遺物実測図

第１号遺物包含層出土遺物観察表（第 102・103 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

14 土師器 坩 － （3.1） － 長石・石英・　
雲母 明赤褐 普通 外・内面横ナデ Ｃ６g5 第８層 ５%

15 土師器 坩 － （3.4） 4.4 長石・石英・　
雲母 明赤褐 普通 体部下端外面ヘラ削り→ミガキ　内面ヘラ削り

→ナデ　底部外・内面ヘラ削り→ナデ Ｃ６d6 第７層 10%

16 土師器 坩 － （2.8） 4.8 長石・石英 明赤褐 普通 体部下端外面ヘラ削り→ナデ　内面ナデ　底部
外・内面ナデ Ｃ６c6・c7 第７層 10%

17 土師器 器台 － （2.2） － 長石・石英 赤褐・橙 良好 外・内面ミガキ→赤彩 Ｃ６c7 第７層 10%　PL38

26

31 32

33 34 35

36

30

27
29

28

０ 10㎝
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４　室町時代の遺構と遺物

　　 当時代の遺構は，土坑７基を確認した。以下，遺構の形状や遺物の出土状況が特徴的な４基について詳述

し，それ以外は一覧表で掲載する。

　土坑

　第 136 号土坑（第 104 図）

位置　調査区中央部のＢ４e3 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.60 ｍ，短径 1.28 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 37 －゚Ｗである。深さは 85cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は緩やかに立ち上がり，西部にテラス状の段を有している。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量（粘性普通，締まり弱）
２　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量

３　暗 褐 色　ロームブロック多量（粘性普通，締まり強）　　
４　暗 褐 色　ロームブロック中量

第 104 図　第 136 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

18 土師器 高坏 ［16.2］（4.0） － 長石・石英 橙 普通 坏部口縁部外・内面横ナデ　底部外面ハケ目　
内面ナデ Ｃ６e7 第７層 ５%

19 土師器 高坏 － （3.9） － 長石・石英・　
雲母 明赤褐 普通 坏部口縁部外・内面横ナデ　底部外面ハケ目　

内面ナデ Ｃ６e7 第７層 ５%   PL38

20 土師器 高坏 － （7.2） － 長石・石英 橙 普通
坏部　体部外面縦位のミガキ　内面ミガキ　底
部外面横位のミガキ　脚部外面縦位のミガキ　
内面輪積痕

Ｃ６d6 第７層 20%　PL38

21 土師器 高坏 － （4.3） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 外面ヘラ削り→縦位のミガキ　内面ナデ Ｃ６d6 第８層 30%　PL38

22 土師器 高坏 － （10.7） － 長石・石英 明赤褐 普通 坏部底部外面ハケ目　内面ナデ　脚部縦位のハ
ケ目　内面輪積痕 Ｃ６c6 第７層 30%　PL38

23 土師器 高坏 － （5.7） － 長石・石英・　
雲母 明赤褐 普通 坏部外面ハケ目　内面ナデ　脚部外面縦位のハ

ケ目　内面輪積痕　 Ｃ６d7 第７層 10%　PL38

24 土師器 高坏 － （11.7） － 長石・石英・
赤色粒子 明褐 普通 坏部底部外面ハケ目　内面ナデ　脚部縦位のハ

ケ目　内面輪積痕 Ｃ６f5 第８層 20%　PL38

25 土師器 高坏 － （7.9） － 長石・石英・　
雲母 赤褐・橙 普通 坏部外面ハケ目　内面ナデ　脚部外面縦位のハ

ケ目→赤彩　内面輪積痕 Ｃ６c6 第７層 10%　PL38

26 土師器 壺 ［16.0］（8.4） － 長石・石英・　
赤色粒子 灰褐 普通 口縁部外・内面横ナデ　体部外面ヘラ削り→斜

位・縦位のミガキ　内面横ナデ　 Ｃ６d5 第８層 10%　PL39

27 土師器 壺 ［13.8］（4.6） － 長石・石英・　
雲母 橙 普通

複合口縁　口縁部外面横ナデ　内面横位のハケ
目→斜位のハケ目　頸部外面縦位のハケ目　内
面横位のハケ目→斜位のハケ目

Ｃ６f6 第８層
５%　外面
わずかに赤
彩痕

28 土師器 壺 ［14.0］ 3.8 － 長石・石英 明赤褐 普通
複合口縁　口縁部外面横ナデ　内面横位のハケ
目→斜位のハケ目　頸部外面縦位のハケ目　内
面横位のハケ目→斜位のハケ目

Ｃ６c7 第８層 ５%

29 土師器 壺 － （3.0） － 長石・石英 明赤褐 普通 外・内面横ナデ Ｃ６g5 第８層 ５%   PL39 

30 土師器 甕 28.2 （22.4） － 長石・石英・
赤色粒子 にぶい橙 普通 複合口縁　口縁部外・内面横ナデ　体部外・内

面ヘラ削り→ナデ　外・内面輪積痕
Ｃ６c6・e6・ｄ７
第７・８層 40%   PL39

31 土師器 甕 ［22.4］（4.4） － 長石・石英 橙 普通 外・内面横ナデ Ｃ６f6 第８層 10%

32 土師器 甕 ［15.8］（3.8） － 長石・石英・　
雲母・赤色粒子 明赤褐 普通

複合口縁　口縁部外面横ナデ　内面横位のハケ
目→斜位のハケ目　頸部外面縦位のハケ目　内
面横位のハケ目→斜位のハケ目

Ｃ６e6 第７層 ５%

33 土師器 甕 － （2.4） 6.4 長石・石英 明赤褐 普通 外・内面ヘラ削り→ナデ Ｃ６c6 第８層 10%　外面
煤付着

34 土師器 甕 － （2.2） 4.0 長石・石英・　
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 外・内面ヘラ削り→ナデ Ｃ６d7 第７層

５%　外面
わずかに赤
彩痕

35 土師器 甕 － （2.3） 5.7 長石・石英・　
雲母 橙 普通 外・内面ヘラ削り→ナデ Ｃ６d6 第７層 10%   PL39

36 土師器 甕 － （1.7） ［3.4］ 長石・石英・　
雲母・小礫 橙 普通 外・内面ナデ　内面に擦痕　砥石転用ヵ Ｃ６d6 第８層 10%　PL38
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遺物出土状況　陶器片１点（皿）が，覆土中から出土している。

所見　時期は，出土陶器から室町時代と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓坑の

可能性がある。

第 136 号土坑出土遺物観察表（第 104 図）

　第 363 号土坑（第 105 図）

位置　調査区南東部のＣ５d5 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 362・364 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 362・364 号土坑に掘り込まれているため，北西・南東径は 1.88 ｍしか確認できなかった。北

東・南西径は 1.28 ｍで，楕円形と推定できる。北西・南東径方向はＮ－ 55 －゚Ｗである。深さは 12cm で，底

面は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（内耳鍋）が，覆土第２層から出土している。

所見　時期は，出土土器から室町時代と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓坑の

可能性がある。

第 105 図　第 363 号土坑・出土遺物実測図

第 363 号土坑出土遺物観察表（第 105 図）

　第 400 号土坑（第 106 図）
位置　調査区中央部のＢ４a1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.98 ｍ，短径 1.73 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 46 －゚Ｗである。深さは 29cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

38 土師質土器 内耳鍋 － （3.1） － 長石・石英・　
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 外・内面ナデ 覆土第２層 ５%

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

37 陶器 皿 － （1.4） － 緻密・浅黄 口縁部外面から内面にかけて施釉 灰釉 瀬戸・美濃 覆土中 ５%　PL40

24.0mSK362

SK364

38

B

B'

A

A'

B B'

A A'
１

2

38

０ ２ｍ ０ 10㎝

38

－ 115 －

高須賀道城入遺跡



土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（鉢），陶器片１点（碗），石器１点（砥石），石製品片１点（石塔火輪部ヵ）が，

覆土中から出土している。Ｑ 23 は覆土第１層から出土している。そのほか，土師質土器片，陶器片，砥石は

細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土遺物から室町時代と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況，出土遺物

から墓坑の可能性がある。

第 106 図　第 400 号土坑・出土遺物実測図

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
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　第 486 号土坑（第 107 図）

位置　調査区南東部のＣ６e5 区，標高 21 ｍほどの台地斜面部に位置している。

重複関係　第１号遺物包含層（古墳時代の遺物包含層）を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 0.70 ｍ，短径 0.50 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 50 －゚Ｗである。深さは 22cm で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　単一層である。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第 400 号土坑出土遺物観察表（第 106 図）

第 486 号土坑出土遺物観察表（第 107 図）

遺物出土状況　土師質土器片１点（鉢）が，北壁際の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から室町時代と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓坑の

可能性がある。

第 107 図　第 486 号土坑・出土遺物実測図

表 11　室町時代土坑一覧表

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 23 石塔 （10.3） （5.8）（11.0）（331.7） 花崗岩 軒先明瞭　屋根内反 覆土第１層 五 輪 塔 の 火
輪部カ　PL39

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

39 土師質土器 鉢 － （2.0）［10.0］長石・石英 にぶい赤褐 普通 外・内面ロクロナデ 覆土中層 ５%　PL39

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

136 Ｂ４e3 Ｎ－ 37°－Ｗ 楕円形 1.60 × 1.28 85 平坦 緩斜・有段 人為 陶器

166 Ｂ４b2 Ｎ－ 34°－Ｅ 楕円形 2.28 × 1.70 125 皿状 緩斜・有段 人為 土師質土器 SK441 →本跡→ SD ２

308 Ｂ４h9 Ｎ－ 49°－Ｅ 楕円形 0.96 × 0.84 83 皿状 緩斜・有段 人為 土師質土器 SK310 →本跡
ピット１か所

363 Ｃ５d5 Ｎ－ 55°－Ｗ ［楕円形］ 1.88 × 1.28 12 平坦 緩斜 人為 土師質土器 本跡→ SK362・364

400 Ｂ４a1 Ｎ－ 46°－Ｗ 楕円形 1.98 × 1.73 29 平坦 外傾 人為 土師質土器，陶器，砥石，石塔火輪

441 Ｂ４b3 － 円形 1.74 × 1.72 34 平坦 外傾 人為 本跡→ SK166，SD ２

486 Ｃ６e5 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 0.70 × 0.50 22 皿状 緩斜 人為 土師質土器 HG １→本跡
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５　江戸時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，掘立柱建物跡５棟，土坑 48 基，溝跡９条を確認した。以下，遺構及び遺物について記

　述する。

　⑴　掘立柱建物跡

　第１号掘立柱建物跡（第 108・109 図）

位置　調査区中央部のＢ４d3 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第 108 図　第１号掘立柱建物跡実測図（１）

重複関係　第５号掘立柱建物，第 136 号土坑，第１号ピット群Ｐ５と重複しているが，新旧は不明である。

規模と構造　桁行３間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－87 －゚Ｅの東西棟である。規模は桁行5.20ｍ，

梁行 4.80 ｍで，面積は 24.96㎡である。柱間寸法は，桁行が西妻から 1.5 ｍ（５尺）・1.9 ｍ（６尺）・1.8 ｍ（６

尺）で，梁行が北平から 1.9 ｍ（６尺）・1.7 ｍ（６尺）・1.2 ｍ（４尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　12 か所。平面形は円形ないし楕円形で，長径 32 ～ 60cm，短径 28 ～ 52cm，深さ 22 ～ 82cm で，掘方

の断面はＵ字状である。堆積状況から，第１層は柱抜き取り後の覆土で，第２・３層は埋土である。

柱穴土層解説（各柱穴共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿）がＰ 10 から出土している。土師質土器片は細片のため，図示でき

なかった。
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所見　時期は，出土遺物が細片であるため不明であるが，近接する溝と同軸であり，同時期と考えられること

から，17 世紀代と考えられる。柱穴が方形に配置された形状や，周囲に墓坑と考えられる土坑が存在してい

ることなどから，小堂的な建物と考えられる。

第 109 図　第１号掘立柱建物跡実測図（２）

　第２号掘立柱建物跡（第 110 図）

位置　調査区中央部のＢ４h6 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 204 号土坑に掘り込まれ，第 171 号土坑，第１号ピット群 P10 と重複しているが，新旧は不明

である。

規模と構造　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－０ の゚南北棟である。規模は桁行 4.50 ｍ，

梁行 4.50 ｍで，面積は 20.25㎡である。柱間寸法は，桁行が北妻から 2.6 ｍ（９尺）・1.9 ｍ（６尺）で，梁行

が西平から 2.7 ｍ（９尺）・1.8 ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　８か所。平面形は円形ないし楕円形で，長径 38 ～ 62cm，短径 28 ～ 32cm，深さ 31 ～ 91cm で，掘方

の断面はＵ字状である。堆積状況から，第１層は柱抜き取り後の覆土で，第２～４層は埋め土である。

柱穴土層解説（各柱穴共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　褐 色　ロームブロック少量

３　褐 色　ロームブロック多量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量
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所見　時期は，出土遺物がなかったが，近接する溝と同軸であり，同時期と考えられることから，17 世紀代

と考えられる。ほぼ方形の形状や，周囲に墓坑と考えられる土坑が存在していることから，小堂的な建物と考

えられる。また，墓坑の可能性のある第 204 号土坑に掘り込まれ，第１号掘立柱建物跡と似た構造の建物であ

ることから，第１号掘立柱建物に改築する以前の小堂の可能性がある。

第 110 図　第２号掘立柱建物跡実測図

　第３号掘立柱建物跡（第 111・112 図）
位置　調査区中央部のＢ４f3 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 191 号土坑に掘り込まれ，第１号ピット群Ｐ６・Ｐ７と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と構造　桁行４間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－４ －゚Ｅの南北棟である。規模は桁行 6.90 ｍ，

梁行6.44ｍで，面積は44.44㎡である。柱間寸法は，桁行が北妻から2.6ｍ（９尺）・1.3ｍ（５尺）・1.5ｍ（５尺）・

1.5 ｍ（５尺）で，梁行が西平から 1.8 ｍ（６尺）・2.8 ｍ（９尺）・1.8 ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っているが，

不整形な矩形である。
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第 111 図　第３号掘立柱建物跡実測図（１）
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第 112 図　第３号掘立柱建物跡実測図（２）

柱穴土層解説（各柱穴共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　時期は，出土遺物がなかったが，近接する溝と同軸のため，同時期と考えられることから，17 世紀代

と考えられる。掘立柱建物跡に比べ規模が大きいが，不整な矩形であることから，性格は不明である。

　第４号掘立柱建物跡（第 113・114 図）

柱穴　14 か所。平面形は円形ないし楕円形で，長径 22 ～ 42cm，短径 22 ～ 28cm，深さ 18 ～ 68cm で，掘方

の断面はＵ字状である。堆積状況から，第１層は柱抜き取り後の覆土で，第２・３層は埋土である。

第 113 図　第４号掘立柱建物跡実測図（１）

位置　調査区中央部のＢ４f6 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 180 号土坑，第１号ピット群Ｐ９を掘り込み，第 194・197 号土坑，第１号ピット群 P ８・Ｐ 11

～ P13 と重複しているが，新旧は不明である。
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第 114 図　第４号掘立柱建物跡実測図（２）

規模と構造　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－87 －゚Ｅの東西棟である。規模は桁行6.02ｍ，

梁行 3.60 ｍで，面積は 21.67㎡である。柱間寸法は，桁行が西妻から 2.2 ｍ（７尺）・1.3 ｍ（４尺）・2.5 ｍ（８

尺）で，梁行が北平から 1.7 ｍ（６尺）・1.9 ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。
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　第５号掘立柱建物跡（第 115・116 図）

位置　調査区中央部のＢ４d3 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 217 号土坑に掘り込まれ，第１号掘立柱建物と重複しているが，新旧は不明である。

第 115 図　第５号掘立柱建物跡実測図（１）

柱穴　10 か所。平面形は円形ないし楕円形で，長径 28 ～ 62cm，短径 26 ～ 52cm，深さ 13 ～ 48cm で，掘方

の断面はＵ字状である。堆積状況から，第１層は柱抜き取り後の覆土で，第２・３層は埋土である。

柱穴土層解説（Ｐ 10 以外各柱穴共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

P10 土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　時期は，出土遺物がなかったが，近接する溝と同軸であり，同時期と考えられることから，17 世紀代

と考えられる。形状から倉庫的な建物が考えられる。
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規模と構造　桁行４間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－87 －゚Ｅの東西棟である。規模は桁行6.20ｍ，

梁行 4.40 ｍで，面積は 27.28㎡である。柱間寸法は，桁行が西妻から 1.8 ｍ（６尺）・1.7 ｍ（６尺）・1.4 ｍ（５尺）・

1.3 ｍ（５尺）で，梁行が北平から 1.5 ｍ（５尺）・1.2 ｍ（６尺）・1.7 ｍ（６尺）で，柱筋はほぼ揃っている。

柱穴　14 か所。平面形は円形ないし楕円形で，長径 36 ～ 68cm で，短径は 36 ～ 54cm，深さは 28 ～ 54cm で，

掘方の断面は箱堀状またはＵ字状である。堆積状況から，第１層は柱抜き取り後の覆土で，第２・３層は埋土

である。

柱穴土層解説（各柱穴共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　時期は，出土遺物がなかったが，近接する溝と同軸であり，時期が近いと考えられることから，17 世

紀代と考えられる。また，墓坑と考えられる第 217 号土坑に掘り込まれ，第１号掘立柱建物と重複しているこ

とから，第１号掘立柱建物より古い時期の可能性がある。形状からは，倉庫的な建物が考えられる。

第 116 図　第５号掘立柱建物跡実測図（２）

表 12　江戸時代掘立柱建物跡一覧表

番号 位 置 桁行方向
柱間数 規　模 面 積

（㎡）

柱間寸法 柱     穴 
主な出土遺物 時　期 備　考

桁×梁（間）桁 × 梁（ｍ） 桁間（ｍ）梁間（ｍ）構造 柱穴数 平 面 形 深さ（㎝）

１ Ｂ４d3 Ｎ－ 87°－Ｅ ３×３ 5.20 × 4.80 24.96 1.5 ～ 1.9 1.2 ～ 1.9 側柱 12 円形・楕円形 22 ～ 82 土師質土器 17 世紀代

２ Ｂ４h6 Ｎ－０°　　 ２×２ 4.50 × 4.50 20.25 1.9 ～ 2.6 1.8 ～ 2.7 側柱 ８ 円形・楕円形 31 ～ 91 － 17 世紀代 本跡→ SK204

３ Ｂ４f3 Ｎ－４°－Ｅ ４×３ 6.90 × 6.44 44.44 1.3 ～ 2.6 1.8 ～ 2.8 側柱 14 円形・楕円形 18 ～ 68 － 17 世紀代 本跡→ SK191

４ Ｂ４f6 Ｎ－ 87°－Ｅ ３×２ 6.02 × 3.60 21.67 1.3 ～ 2.5 1.7 ～ 1.9 側柱 10 円形・楕円形 13 ～ 48 － 17 世紀代 SK180，PG １P ９→
本跡

５ Ｂ４d3 Ｎ－ 87°－Ｅ ４×３ 6.20 × 4.40 27.28 1.3 ～ 1.8 1.2 ～ 1.7 側柱 14 円形・楕円形 28 ～ 54 － 17 世紀代 本跡→ SK217
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　　　土坑⑵

　今回の調査で，出土遺物や形状，覆土の状況から，江戸時代とみられる土坑 48 基を確認した。以下，

遺構の形状や遺物の出土状況が特徴的な 21 基について詳述し，それ以外は一覧表で掲載する。

　第 81 号土坑（第 117 図）

位置　調査区北西部のＡ３h6 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.50 ｍ，短径 1.18 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 65 －゚Ｗである。深さは 26cm で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量

３　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　金属製品１点（煙管）が覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から 17 世紀後半と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓

坑の可能性がある。

第 81 号土坑出土遺物観察表（第 117 図）

第 117 図　第 81 号土坑・出土遺物実測図

　第 103 号土坑（第 118 図）

位置　調査区北西部のＡ４i2 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　調査区域外へ延びているため，北西・南東軸は 1.52 ｍで，北東・南西軸は 1.47 ｍしか確認でき

なかった。隅丸長方形と推定でき，北東・南西軸方向はＮ－ 20 －゚Ｅである。深さは 26cm で，底面はほぼ平

坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　磁器片２点（碗・皿）が覆土中から出土している。

番号 器　種 径 高さ 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M １ 煙管 1.6 （1.2） 0.1 （2.91） 銅 火皿部   鍛造　　 覆土第１層 古 泉 編 年 Ⅰ
期
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所見　時期は，出土磁器から 19 世紀中葉と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓

坑の可能性がある。

第 103 号土坑出土遺物観察表（第 118 図）

第 118 図　第 103 号土坑・出土遺物実測図

　第 106 号土坑（第 119 図）

位置　調査区北西部のＢ３b7 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第 119 図　第 106 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

40 磁器 碗 － （2.2） ［5.0］ 緻密・灰白 体部外面松文　区画間文　下端櫛目
文　内面圏線文　 透明釉 肥前 覆土中 10%　PL41

41 磁器 皿 － （1.0）［14.2］緻密・灰白 底部外面圏線文　内面草花文　高台
二重圏線文 透明釉 肥前 覆土中 ５%　PL41
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規模と形状　長径 2.28 ｍ，短径 1.64 ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－５ －゚Ｗである。深さは 1.46m で，底

面はほぼ平坦である。壁は，南部に段を有し，西部は中位まで直立し，上位は外傾して立ち上がっている。東

部は，下位が内湾し，中位から上位にかけて外傾して立ち上がっている。

覆土　８層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　にぶい褐色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
４　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
６　褐 色　ロームブロック多量
７　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
８　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　鉄器片１点（槍先）が北東部の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土遺物や遺構の形状から江戸時代と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状

況から，墓坑の可能性がある。

第 106 号土坑出土遺物観察表（第 119 図）

　第 128 号土坑（第 120 図）

位置　調査区中央部のＢ４b5 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.66 ｍ，短径 1.42 ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－ 69 －゚Ｅである。深さは 62cm で，

底面はほぼ平坦である。壁は段を有し，外傾して立ち上がっている。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片１点（灯明皿），金属製品片１点（煙管吸口ヵ）が出土している。42 は，東壁際の覆土

第４層から出土している。金属製品は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土陶器から 18 世紀後半以降と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から，

墓坑の可能性がある。

第 120 図　第 128 号土坑・出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ２ 槍先 （21.6） 2.8 1.4 （71.54） 鉄 鍛造　先端部・柄部欠損　柄部２枚板にはさみ針金状金具によ
る装着 覆土第１層 PL41
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第 128 号土坑出土遺物観察表（第 120 図）

第 158 号土坑出土遺物観察表（第 121 図）

　第 158 号土坑（第 121 図）

位置　調査区中央部のＢ４g4 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第３号掘立柱建物と重複している。

規模と形状　長径 1.37 ｍ，短径 1.30 ｍの円形である。深さは 93cm で，底面はほぼ平坦である。壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片１点（擂鉢）が出土している。43 は，北壁際の底面から出土している。

所見　時期は，出土陶器から江戸時代後期と考えられる。形状や覆土の状況から，墓坑の可能性がある。

第 121 図　第 158 号土坑・出土遺物実測図

　第 172 号土坑（第 122 図）

位置　調査区中央部のＢ４h5 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.50 ｍ，短径 1.20 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 57 －゚Ｅである。深さは 40cm で，底面

は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片１点（碗）が出土している。44 は，南壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土陶器から 17 世紀代と考えられる。性格は不明である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

42 陶器 灯明皿 ［7.8］ （2.3） － 緻密・にぶい黄橙 ロクロナデ　外・内面施釉 鉄釉 瀬戸・美濃 覆土第４層 10%　わず
かに油煙痕

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

43 陶器 擂鉢 － （2.2） － 緻密・にぶい黄橙 有段口縁　外・内面施釉 鉄釉 瀬戸・美濃 底面 ５%
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第 172 号土坑出土遺物観察表（第 122 図）

第 122 図　第 172 号土坑・出土遺物実測図

　第 197 号土坑（第 123 図）

位置　調査区中央部のＢ４g8 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係   第４号掘立柱建物と重複している。

規模と形状　長径 1.30 ｍ，短径 1.18 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 50 －゚Ｗである。深さは 1.06m で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量
３　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
５　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　陶器片１点（碗）が出土している。45 は，南壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土陶器から江戸時代後期と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から，

墓坑の可能性がある。

第 123 図　第 197 号土坑・出土遺物実測図

第 197 号土坑出土遺物観察表（第 123 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

44 陶器 碗 － （2.4） － 緻密・にぶい黄橙 外・内面施釉　草花文ヵ 黄釉 瀬戸・美濃 覆土第１層 ５%

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

45 陶器 碗 － （1.6） － 緻密・灰白 外・内面施釉　鉄絵 灰釉 瀬戸・美濃 覆土第１層 ５%
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　第 204 号土坑（第 124 図）

位置　調査区中央部のＢ４h5 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係   第２号掘立柱建物跡Ｐ７，第 320 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 2.68 ｍ，短径 2.48 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 55 －゚Ｅである。深さは 50cm で，底面

は凹凸である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量                                                                                        
４　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），陶器片２点（碗ヵ），自然礫３点，炭化材１点が出土している。46 は，

南西部の覆土第１層から出土している。陶器は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土遺物から 17 世紀後半と考えられる。性格は不明である。

第 204 号土坑出土遺物観察表（第 124 図）

第 124 図　第 204 号土坑・出土遺物実測図

　第 217 号土坑（第 125 図）

位置　調査区中央部のＢ４d3 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係   第５号掘立柱建物跡Ｐ２を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.48 ｍ，短径 1.20 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 24 －゚Ｅである。深さは 43cm で，底面

は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片１点（碗）が覆土中から出土している。陶器は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土陶器から江戸時代後期と考えられる。性格は不明である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

46 土師質土器 焙烙 － （4.3） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 口縁部外面指頭によるナデ　体部外・内面横ナ

デ 覆土第１層 ５%
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　第 218 号土坑（第 126 図）

位置　調査区中央部のＢ４h5 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係   第 174・182 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　長径 1.30 ｍ，短径 1.28 ｍの円形である。深さは 66cm で，底面は皿状である。壁は緩やかに立

ち上がっている。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

４　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
５　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　金属製品１点（不明鉄片）が覆土中から出土している。

所見　時期の決定できる出土遺物はなかったが，墓坑の可能性がある。形状や覆土の状況から江戸時代と考え

られる。

第 126 図　第 218 号土坑実測図

　第 222 号土坑（第 127 図）

位置　調査区中央部のＢ４h1 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係   第４号竪穴建物跡を掘り込んでいる。

規模と形状　径 1.28 ｍの円形である。深さは 63cm で，底面はほぼ平坦である。壁は，北東部は直立し，その

ほかは外傾して立ち上がっている。

第 125 図　第 217 号土坑実測図
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覆土　６層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック多量
６　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　瓦質土器片１点（鉢），陶器片１点（碗）が，覆土中から出土している。出土遺物は細片のため，

図示できなかった。

所見　時期は，出土遺物から江戸時代と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓坑の

可能性がある。

第 127 図　第 222 号土坑実測図

　第 287 号土坑（第 128 図）
位置　調査区中央部のＢ４j9 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.62 ｍ，短径 1.32 ｍの隅丸長方形で，長径方向はＮ－ 56 －゚Ｅである。深さは 35cm で，

底面は皿状である。壁は緩やかに立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　磁器片１点（碗）が，東壁際の覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から 17 世紀後半と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から，

墓坑の可能性がある。

第 287 号土坑出土遺物観察表（第 128 図）

第 128 図　第 287 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

47 磁器 碗 － （2.5） ［4.6］ 緻密・灰白 染付筆描　体部外面区画間文内松・梅
文ヵ　高台部二重圏線文　底部圏線文 透明釉 肥前 覆土第１層 10%    PL40
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　第 302 号土坑（第 129 図）

位置　調査区中央部のＢ５h1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 0.92 ｍ，短径 0.82 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 65 －゚Ｗである。深さは 18cm で，底面

は平坦である。壁は緩やかに立ち上がっている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　陶器片１点（碗）が覆土中から出土している。出土遺物は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土遺物から江戸時代と考えられる。性格は不明である。

覆土　単一層である。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

第 129 図　第 302 号土坑実測図

　第 321 号土坑（第 130 図）

位置　調査区中央部のＢ４j8 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 322 号土坑を掘り込み，第 309 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 309 号土坑に掘り込まれているが，長軸 1.40 ｍ，短軸 0.76 ｍの隅丸長方形と推定でき，長軸

方向はＮ－ 80 －゚Ｗである。深さは 12cm で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　

３　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　磁器片１点（碗）が覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から 18 世紀後半と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓

坑の可能性がある。

第 321 号土坑出土遺物観察表（第 130 図）

第 130 図　第 321 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

48 磁器 碗 ［10.0］（2.2） － 緻密・灰白 染付筆描　外・内面二重網目文 透明釉 肥前 覆土中 ５% 　PL40
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　第 322 号土坑（第 131 図）

位置　調査区中央部のＢ４j8 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 323 号土坑を掘り込み，第 321 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　第 321 号土坑に掘り込まれているため，東西軸は 0.82 ｍ，南北軸は 1.06 ｍしか確認できなかった。

隅丸長方形と推定できる。長軸方向はＮ－ 21 －゚ E である。深さは 16cm で，底面は平坦である。壁は外傾し

て立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量　

３　褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　磁器片１点（碗）が，覆土第３層から出土している。

所見　時期は，出土磁器から 18 世紀中葉と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から，

墓坑の可能性がある。

第 322 号土坑出土遺物観察表（第 131 図）

　第 407 号土坑（第 132 図）

位置　調査区中央部のＢ５h8 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

第 131 図　第 322 号土坑・出土遺物実測図

第 132 図　第 407 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

49 磁器 碗 ［11.4］（3.1） － 緻密・灰白 染付筆描　外面松文 透明釉 肥前 覆土第３層 ５%    PL40
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規模と形状　長径 2.32 ｍ，短径 1.80 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５ －゚ E である。深さは 68cm で，底面は

ほぼ平坦である。壁は西部に段を有し，緩やかに立ち上がり，そのほかは外傾して立ち上がっている。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量　

３　褐 色　ロームブロック多量　

遺物出土状況　瓦質土器片１点（鉢），磁器片１点（碗）が出土している。51 はほぼ中央部の覆土第１層，50

は覆土中からそれぞれ出土している。

所見　時期は，出土遺物から 18 世紀前半と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から墓

坑の可能性がある。

第 407 号土坑出土遺物観察表（第 132 図）

　第 420 号土坑（第 133 図）

位置　調査区中央部のＢ５i9 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.56 ｍ，短径 1.32 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 25 －゚ E である。深さは 43cm で，底面

はほぼ平坦である。壁は東部はほぼ直立し，西部は外傾して立ち上がっている。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　

３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（鉢ヵ），陶器片１点（皿）が出土している。52 は，北西壁際の覆土第２層

から出土している。土師質土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土陶器から 17 世紀後半と考えられる。人骨の出土はなかったが，形状や覆土の状況から，

墓坑の可能性がある。

第 133 図　第 420 号土坑・出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

51 磁器 碗 － （2.2） ［4.6］ 緻密・灰白 染付筆描　体部外面草花文　高台二重
圏線文 透明釉 肥前 覆土第１層 ５%    PL40

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

50 瓦質土器 鉢 ［9.9］ （3.9） － 長石・石英・
雲母 にぶい赤褐 普通 外・内面横ナデ 覆土中 ５%    
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第 420 号土坑出土遺物観察表（第 133 図）

表 13　江戸時代土坑一覧表

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

52 陶器 小皿 － （2.5） － 緻密・灰白 折縁口縁　ロクロナデ　口縁部外・内
面施釉　 灰釉 瀬戸・美濃 覆土第２層 ５%    

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

81 Ａ３h6 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 1.50 × 1.18 26 皿状 緩斜 人為 銅製品 SI ３→本跡

103 Ａ４i2 Ｎ－ 20°－Ｅ［隅丸長方形］ 1.52 ×（1.47） 26 平坦 外傾 人為 磁器

106 Ｂ３b7 Ｎ－５°－Ｗ 不整楕円形 2.28 × 1.64 146 平坦 有段・外傾 人為 鉄器

111 Ａ３i0 Ｎ－ 75°－Ｗ 楕円形 1.74 × 1.40 126 平坦 直立・外傾 人為

120 Ａ４j4 Ｎ－ 20°－Ｗ 楕円形 2.23 × 2.00 96 皿状 緩斜 人為

128 Ｂ４b5 Ｎ－ 69°－Ｅ 不整楕円形 1.66 × 1.42 62 平坦 有段・外傾 人為 陶器，銅製品

129 Ｂ４a6 － 円形 1.76 × 1.70 120 平坦 有段・外傾 人為

133 Ａ４j5 Ｎ－ 31°－Ｅ 楕円形 1.75 × 1.35 102 平坦 有段・外傾・
直立 人為

141 Ｂ４f2 Ｎ－ 57°－Ｗ 楕円形 1.08 × 0.84 56 平坦 外傾 人為

145 Ｂ４g3 Ｎ－ 35°－Ｅ 楕円形 1.38 × 1.18 70 平坦 外傾 人為

158 Ｂ４g4 － 円形 1.37 × 1.30 93 平坦 外傾 人為 陶器

171 Ｂ４g6 － 円形 1.54 × 1.48 100 平坦 有段・外傾 人為 SK179 →本跡

172 Ｂ４h5 Ｎ－ 57°－Ｅ 楕円形 1.50 × 1.20 40 皿状 緩斜 人為 陶器

186 Ｂ４i3 Ｎ－ 69°－Ｅ 楕円形 0.98 × 0.78 43 平坦 直立・外傾 人為

191 Ｂ４f3 Ｎ－ 74°－Ｅ 楕円形 1.18 × 0.96 75 平坦 外傾 人為 SB ３，SK215 →
本跡

192 Ｂ４i5 Ｎ－ 47°－Ｅ 楕円形 1.42 × 1.08 69 平坦 有段・外傾 人為

197 Ｂ４g8 Ｎ－ 50°－Ｗ 楕円形 1.30 × 1.18 106 平坦 外傾 人為 陶器

198 Ｂ４i8 Ｎ－ 71°－Ｗ 不整楕円形 2.08 × 1.88 86 平坦 外傾 人為

204 Ｂ４h5 Ｎ－ 55°－Ｅ 楕円形 2.68 × 2.48 50 凹凸 緩斜 人為 土師質土器，陶器，自然礫，炭化材 SB ２，SK320 →本跡

210 Ｂ４i5 － 不整円形 1.62 × 1.52 72 平坦 有段・外傾 人為

217 Ｂ４d3 Ｎ－ 24°－Ｅ 楕円形 1.48 × 1.20 43 平坦 外傾 人為 陶器 SB ５→本跡

218 Ｂ４h5 － 円形 1.30 × 1.28 66 皿状 緩斜 人為 鉄製品 SK174・182 →本跡

221 Ｂ４i6 Ｎ－ 45°－Ｅ 楕円形 1.42 × 1.27 70 平坦 緩斜 人為

222 Ｂ４h1 － 円形 1.28 × 1.28 63 平坦 直立・外傾 人為 瓦質土器，陶器 SI ４→本跡

287 Ｂ４j9 Ｎ－ 56°－Ｅ 隅丸長方形 1.62 × 1.32 35 皿状 緩斜 人為 磁器

302 Ｂ５h1 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 0.92 × 0.82 18 平坦 緩斜 人為 陶器

309 Ｂ４i8 Ｎ－ 18°－Ｅ ［楕円形］ （1.54）× 1.30 ８ 平坦 外傾 人為 陶器 SK251・321 →本跡

314 Ｂ４f5 Ｎ－ 19°－Ｅ 楕円形 1.02 × 0.83 51 平坦 外傾 人為

321 Ｂ４j8 Ｎ－ 18°－Ｅ 隅丸長方形 1.40 × 0.76 12 平坦 外傾 人為 磁器 SK322 →本跡→ SK309

322 Ｂ４j8 Ｎ－ 21°－Ｅ［隅丸長方形］（1.06）× 0.82 16 平坦 外傾 人為 磁器 SK323 →本跡→ SK321

340 Ｂ５h1 Ｎ－ 68°－Ｅ 楕円形 1.38 × 1.22 58 平坦 外傾 人為 SK343 →本跡

343 Ｂ５h1 Ｎ－ 67°－Ｅ ［楕円形］ （1.86）× 1.78 62 平坦 外傾 人為 SK379 →本跡→ SK340

360 Ｃ５a4 Ｎ－ 11°－Ｗ 楕円形 1.98 × 1.10 90（ピット部 10） 平坦 外傾 人為 ピット１か所

362 Ｃ５d5 － 円形 1.50 × 1.48 84 平坦 外傾 人為 SK363 →本跡

364 Ｃ５d5 Ｎ－ 71°－Ｗ 楕円形 1.18 × 1.07 24 平坦 緩斜 人為 SK363 →本跡

384 Ｃ５a2 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 0.82 × 0.64 30 平坦 直立・外傾 人為 炭化材 SK386 →本跡

385 Ｃ５a3 Ｎ－ 81°－Ｗ 楕円形 1.38 × 1.02 68 皿状 有段・外傾 人為 SK386 →本跡

386 Ｃ５a3 Ｎ－２°－Ｗ ［楕円形］ 1.20 ×（0.70） 54 平坦 外傾 人為 本跡→ SK384・385

394 Ｂ５g6 Ｎ－３°－Ｅ 楕円形 1.36 × 1.20 98 凹凸 外傾 人為 SK421 →本跡
ピット１か所      
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⑶

位置　調査区中央部のＡ４i2 ～Ｂ４h1 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 265・374 号土坑，第１号ピット群に掘り込まれ，第 117・137・143・166・175・246・266・

271・373・375・441 号土坑を掘り込んでいる。

　　　溝跡

　当時代の溝跡は９条について記述するが，第２・３号溝跡以外の平面図は遺構全体図（付図）に示す。

　第２号溝跡（第 134 ～ 136 図）

規模と形状　北部と南部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 37.5 ｍである。Ｂ４h1 区からや

や蛇行しているが，ほぼ直線的に北方向（Ｎ－ 10 －゚ E）に延びている。上幅 0.80 ｍ～ 3.70 ｍ，下幅 14 ～

40cm である。深さは 22 ～ 64cm で北部ほど深くなっている。断面形は南部の一部分が浅いＵ字状，そのほか

は薬研状で，底面はほぼ平坦である。

ピット　Ｂ４g1 区内の底面に２か所。　長径 48 ～ 52cm，短径 41 ～ 48cm の円形で，深さ 25 ～ 45cm である。

溝の方向と同軸であるため伴う遺構と考えられる。覆土は，柱抜き取り後に堆積したものである。

ピット土層解説
８　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ９　暗 褐 色　ロームブロック中量

覆土　７層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量　
３　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　
４　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

５　暗 褐 色　ロームブロック少量　
６　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　
７　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片 13 点（小皿 11，焙烙１，鉢１），瓦質土器片１点（鉢），陶器片５点（碗３，壺

１，擂鉢１），磁器片４点（碗），石器１点（砥石），石製品１点（数珠玉），金属製品 19 点（煙管１，吊金具

１，矢立１，釘１，不明鉄片 15），瓦片１点（平瓦）が出土している。54 はＢ４c2 区の底面から出土している。

55・56・Ｍ４は南部，Ｑ 24 はＢ４c1 区，Ｍ５・Ｗ１はＢ４e2 区内で本体と蓋が散在して，覆土第１層から出

土しており，投棄されたものである。そのほかの土師質土器片や瓦質土器片は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土遺物から 17 世紀後半と考えられる。配置状況から第１～５号掘立柱建物，第３号溝と関

連し，地形に合わせて掘り込まれていることから，区画と排水を目的としていると考えられる。ピットの性格

は橋脚の一部と考えられる。

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

404 Ｂ５f5 Ｎ－ 13°－Ｗ 楕円形 0.60 × 0.54 30 平坦 外傾 人為 陶器

406 Ｂ５g8 Ｎ－ 39°－Ｅ 不整楕円形 1.48 × 1.15 68 平坦 有段・外傾 人為

407 Ｂ５h8 Ｎ－５°－Ｅ 楕円形 2.32 × 1.80 68 平坦 有段・外傾 人為 瓦質土器，磁器

413 Ｂ５h8 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 1.97 × 1.37 98 平坦 有段・外傾 人為 瓦質土器，磁器 SK414 →本跡

414 Ｂ５h8 Ｎ－ 72°－Ｗ ［楕円形］ （1.60）× 1.55 14 平坦 外傾 人為 本跡→ SK413

415 Ｂ５i8 Ｎ－ 72°－Ｅ 楕円形 1.38 × 1.08 122 平坦 有段・外傾 人為

416 Ｂ５i8 － 円形 1.08 × 1.03 55 皿状 有段・緩斜 人為

420 Ｂ５i9 Ｎ－ 25°－Ｅ 楕円形 1.56 × 1.32 43 平坦 外傾 人為 土師質土器，陶器

435 Ｂ５i9 Ｎ－ 43°－Ｅ 楕円形 1.75 × 1.35 74 平坦 外傾 人為

－ 138 －



第 134 図　第２号溝跡実測図（１）
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第 135 図　第２号溝跡実測図（２）

第２号溝跡出土遺物観察表（第 136 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

53 土師質土器 小皿 ［8.4］ 2.2 ［4.4］ 長石・石英・
雲母 黄橙 普通 底部回転糸切り 覆土中 20% 

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

54 陶器 仏花瓶 － （2.6） ［5.0］ 緻密・灰黄褐 瓶子丸耳形ヵ　外・内面施釉　底部回
転糸切り 鉄釉 瀬戸・美濃 底面 ５% 

55 磁器 碗 ［11.2］（2.9） － 緻密・灰白 染付筆描　外面折枝梅文　 透明釉 肥前 覆土第１層 10%　PL40

56 磁器 碗 － （2.5） ［4.0］ 緻密・灰白 染付筆描  体部下端圏線文　高台部外
面二重圏線文　内面銘（判読不明） 透明釉 肥前 覆土第１層 10%

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 24 数珠玉 1.0 1.0 0.2 0.54 チャート 片面からの穿孔　丁寧なミガキ 覆土第１層  PL41

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ３ 煙管 8.1 1.0 0.1 15.2 真鍮 吸口部　六角形　鍛造→金属板巻き蝋付け 覆土中
PL41　 木 質
部一部残存　
古泉編年Ⅳ期

M ４ 吊金具 （8.6） （5.4） 0.1 （9.82） 鉄 提灯の吊金具ヵ　鍛造 覆土第１層 PL41
M ５
ａ 矢立 18.5 （5.9） （3.5）（29.65） 銅 本体　一体型（杓矢立）　鍛造→銅板巻き蝋付け　 覆土第１層 PL42

M ５
ｂ

矢立墨
壺部蓋 2.8 2.9 1.0 4.25 銅 蓋　鍛造　 覆土第１層 PL42

M ５
ｃ

矢立墨
壺部底
部金具

1.4 1.8 0.4 1.87 銅 上部金具　鍛造 覆土第１層 PL42

M ５
ｄ

矢立墨
壺部底
部金具

2.6 2.6 0.4 0.66 銅 中部金具　鍛造 覆土第１層 PL42　 内 面
墨付着使用痕

M ５
ｅ

矢立墨
壺部底
部金具

2.2 2.1 0.4 2.50 銅 下部金具　彫金加工　内部に「久」の文字高肉彫 覆土第１層 PL42
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第 136 図　第２号溝跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｗ１ 筆軸
（柄） （12.5） 0.8 0.7 （0.87） 竹 筆毛部欠損　裁断加工 覆土第１層

PL42　 矢 立
の 付 属 品 筆
筒部に残存
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第 137 図　第３号溝跡実測図（１）
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　第３号溝跡（第 137・138 図）

位置　調査区中央部のＢ４f3 ～Ｃ４c9 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第 237・257 ～ 261・418 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 51.5 ｍである。Ｂ４e8 区から逆Ｌ字状

に屈曲し，Ｂ４j9 区まで直線的に南方向（Ｓ－ 20 －゚ E）に延び，Ｂ４j9 区からやや南西方向（Ｓ－ 15 －゚Ｗ）

に折れて調査区域外へ延びている。上幅 0.55 ～ 1.00 ｍ，下幅 24 ～ 60cm である。深さは 0.8 ～ 22cm で南部

ほど深くなっている。断面形は浅いＵ字状である。

覆土　３層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　

３　褐 色　ロームブロック多量

所見　時期は，出土遺物がないが，第２号溝との配置状況から同時期と考えられ，17 世紀後半と推定できる。

第２・３・４号掘立柱建物や同時期の土坑群を囲む区画溝として機能していたと考えられる。

第 138 図　第３号溝跡実測図（２）

　第４号溝跡（第 139 図）

位置　調査区南東部のＢ５d2 ～Ｃ５a8 区，標高 24 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 315・316・319・396・449・456・457 号土坑を掘り込み，第５号溝と合流している。

規模と形状　北部は調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 40.5 ｍである。Ｂ５d2 から曲線的に南

東方向（Ｓ－ 40 －゚Ｅ）に延び，第５号溝に合流している。上幅 0.60 ｍ～ 1.40 ｍ，下幅 0.30 ～ 0.90m である。

深さは 10 ～ 24cm で，東部ほど深くなっている。断面形は浅いＵ字状である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量　

３　褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　金属製品１点（煙管）が覆土第１層から出土している。

所見　時期は，出土遺物から 17 世紀後半と考えられる。地形に合わせて掘り込まれていることと，同時期の

土坑との位置関係から，区画と排水を目的としていると考えられる。

第 139 図　第４号溝跡・出土遺物実測図
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第４号溝跡出土遺物観察表（第 139 図）

　第５号溝跡（第 140 図）

位置　調査区南東部のＢ６h1 ～Ｃ５f8 区，標高 23 ～ 25 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第４号溝跡と合流している。

規模と形状　北部と南部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 37.4 ｍである。Ｂ６h1 から曲線

的に南東方向（Ｓ－ 42 －゚Ｗ）の調査区域外へ延びている。上幅 0.55 ～ 1.00 ｍ，下幅 10 ～ 50cm である。深

さは 46 ～ 56cm で，東部ほど深くなっている。断面形はＵ字状である。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　
３　褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
５　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
６　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片７点（小皿２，焙烙４，鉢１），瓦質土器片１点（火鉢ヵ），陶器片３点（碗２，擂鉢１）

磁器片 12 点（碗 10，皿１，急須１），瓦片１点（平瓦）が出土している。58 はＣ５b8 区の覆土中層，59・60

はＣ５b7 区，57 はＣ５e7 区の覆土上層から，それぞれ出土している。そのほかの出土遺物は細片のため，図

示できなかった。

第５号溝跡出土遺物観察表（第 140 図）

所見　時期は，出土遺物から 17 世紀後半で，地形に合わせて掘り込まれていることから，排水を目的として

いると考えられる。

第 140 図　第５号溝跡・出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ６ 煙管 7.0 0.9 0.9 4.3 銅 鍛造→銅板巻き蝋付け　 覆土第１層 PL41
古泉編年Ⅳ期

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

57 土師質土器 鉢 － （4.0） ［9.5］ 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 体部ロクロナデ　底部ヘラナデ 覆土上層 ５%
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　第６号溝跡（第 141 図）

位置　調査区南東部のＢ６i2 ～Ｃ５g0 区，標高 22 ～ 23 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 430・455 号土坑，第７号溝跡を掘り込み，第 450 号土坑に掘り込まれ，江戸時代以降に段切り

されている。

規模と形状　北部と南部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 36.5 ｍである。Ｂ６i2 区から蛇

行して南方向（Ｓ－ 10 －゚Ｅ）の調査区域外へ延びている。上幅 0.60 ～ 1.40 ｍ，下幅 20 ～ 70cm で，深さは

18 ～ 34cm で，南部ほど深くなっている。断面形は浅いＵ字状である。

ピット　Ｃ６b1・Ｃ６b2 区内の底面に２か所。径 52 ～ 58cm の円形で，深さ 64 ～ 70cm である。溝の方向

と同軸であるため伴う遺構と考えられる。覆土は，柱抜き取り後に堆積したものである。

覆土　ピット部を含み４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

遺物出土状況　土師質土器片２点（小皿），陶器片１点（碗），金属製品１点（角釘），瓦片１点（丸瓦），粘

土塊が出土している。Ｍ７は，Ｃ６a2 区の覆土第２層から出土している。そのほかの出土遺物は細片のため，

図示できなかった。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量　

３　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック多量

第 141 図　第６号溝跡・出土遺物，第７号溝跡実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

58 陶器 擂鉢 － （5.1） － 長石・石英　
暗赤褐色 外・内面施釉　擂目８～９本単位ヵ 鉄釉 瀬戸・美濃 覆土中層 ５%

59 磁器 碗 － （2.2） － 緻密　灰白 染付筆描　外面草花文 透明釉 肥前 覆土上層 ５%    PL40

60 磁器 碗 － （2.1） － 緻密　灰白 染付筆描　外面草花文 透明釉 肥前 覆土上層 ５%    PL40
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所見　時期は，出土遺物から江戸時代と考えられる。地形に合わせて掘り込まれていることから，排水を目的

としたものと考えられる。

第６号溝跡出土遺物観察表（第 141 図）

　第７号溝跡（第 142 図）

位置　調査区南東部のＢ６i3 ～Ｃ５h0 区，標高 22 ～ 23 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 426 号土坑を掘り込み，第 450 号土坑，第６号溝に掘り込まれ，江戸時代以降の段切りに削平さ

れている。

規模と形状　北部と南部が調査区域外へ延び，Ｃ６d2 区からＣ６e2 区の間が３ｍほど途切れるため，確認で

きた長さは，北部が 19.7 ｍ，南部が 14.4 ｍである。Ｂ６i3 区からやや曲線状に南方向（Ｓ－ 20 －゚Ｅ）の調

査区域外へ延びている。上幅 0.20 ～ 0.56 ｍ，下幅 0.8 ～ 0.44m で，深さは８～ 38cm で，南部ほど深くなって

いる。断面形は北部がＵ字状，南部が浅いＵ字状である。

覆土　２層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

遺物出土状況　土師質土器片１点（小皿），磁器片１点（蓋），金属製品１点（煙管）が出土している。Ｍ８は，

Ｃ６d1 区の西壁際の覆土上層，61 は覆土中からそれぞれ出土している。そのほかの出土遺物は細片のため，図

示できなかった。

所見　時期は，出土遺物から 18 世紀前半と考えられる。地形に合わせて掘り込まれているため，排水を目的と

していると考えられる。

第 142 図　第７号溝跡出土遺物実測図

第７号溝跡出土遺物観察表（第 142 図）

　第９号溝跡（第 143 図）

位置　調査区南東部のＣ６c0 ～Ｃ６j8 区，標高 21 ～ 23 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ７ 角釘 7.4 （2.7） 0.4 （7.0） 鉄 先端部欠損　鍛造 覆土第２層 PL41

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

61 磁器 蓋 ［6.0］ （1.1） － 緻密　灰白 外・内面施釉 透明釉 肥前 覆土中 ５%　

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ８ 煙管 （5.3） 1.1 0.1 （4.2） 銅 角釘　先端部欠損　鍛造→鉄板加工 覆土上層 古泉編年Ⅴ期

61 M8

０ 10㎝
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重複関係　第 10・11 号溝跡，第１号遺物包含層を掘り込んでいる。

規模と形状　北部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 29.9 ｍである。Ｃ６c0 区から直線状に

南方向（Ｓ－ 16 －゚Ｗ）に延び，Ｃ６j8 区で後世の削平を受けて消滅している。上幅 0.65 ～ 1.20 ｍ，下幅 10

～ 30cm で，深さは 50 ～ 65cm で，南部ほど深くなっている。断面形は薬研状で，底面はほぼ平坦である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。
土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック多量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量（粘性弱・締まり普通）

４　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
５　褐 色　ロームブロック中量　　　　

遺物出土状況　土師質土器片 18 点（焙烙５，鉢 13），陶器片３点（碗），磁器片６点（碗４，皿２），金属製

品１点（釘），瓦片４点（丸瓦１，平瓦３）が出土している。62 はＣ６g8 区の西壁際とＣ６f9 区から出土し

た破片が接合したものである。63 はＣ６e9 区の西壁際の覆土第２層からそれぞれ出土している。そのほかの

出土遺物は細片のため，図示できなかった。

所見　時期は，出土磁器から 19 世紀前半で，地形に合わせて掘り込まれているため，排水を目的としている

と考えられる。

第 143 図　第９号溝跡・出土遺物，第 10 号溝跡実測図

第９号溝跡出土遺物観察表（第 143 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

62 磁器 小皿 ［10.2］ 2.7 ［6.0］ 緻密　灰白 染付印判手　口唇部圏線文　 透明釉 肥前 覆土第２層 40%　PL40

63 磁器 皿 － （1.5） － 緻密　灰白 外・内面施釉 透明釉 肥前 覆土第２層 ５%   PL41
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　第 10 号溝跡（第 143 図）

位置　調査区南東部のＣ６f9 ～Ｃ６i8 区，標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　古墳時代の遺物包含層を掘り込み，第９・11 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　第９・11 号溝に掘り込まれているため，長さは 11.6 ｍしか確認できなかった。Ｂ６g8 区から直

線状に南方向（Ｓ－ 18 －゚Ｗ）に延び，東部が第９号溝及び，Ｃ６j8 区が第 11 号溝に掘り込まれている。上

幅 0.70 ～ 1.10 ｍ，下幅 20 ～ 40cm で，深さは 20 ～ 24cm で，南部ほど深くなっている。断面形は浅いＵ字

状である。

覆土　単一層である。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　時期は，出土遺物はなかったが，第９・11 号溝以前の溝で，両遺構の作り替え前の遺構であることから，

江戸時代と考えられる。地形に合わせて掘り込まれているため，排水を目的としていると考えられる。

　第 11 号溝跡（第 144 図）
位置　調査区南東部のＣ６h5 ～Ｃ６j8 区，標高 21 ｍほどの台地緩斜面部に位置している。

重複関係　第 10 号溝跡・古墳時代の遺物包含層・第 491 号土坑を掘り込み，第９号溝に掘り込まれている。

規模と形状　東部が第９号溝に掘り込まれているため，11.7 ｍしか確認できなかった。Ｃ６h5 区から緩やか

な曲線状に東方向（Ｓ－ 42 －゚Ｅ）に延び，Ｃ６j8 区で第９号溝に掘り込まれている。上幅 1.35 ～ 2.10 ｍ，

下幅 22 ～ 32cm で，深さは 22 ～ 32cm で，東部ほど深くなっている。断面形はＵ字状である。

覆土　５層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量　
３　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

４　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

所見　時期は，出土遺物はなかったが，形状や配置状況から江戸時代と考えられる。第９号溝に掘り込まれて

いるため，19 世紀前半より古い時期と考えられる。地形に合わせて掘り込まれているため，排水を目的とし

た溝と考えられる。

第 144 図　第 11 号溝跡出土遺物実測図

表 14　江戸時代溝跡一覧表

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

２ Ａ４i2 ～Ｂ４h1 Ｎ－ 10°－Ｅ 直線状 37.5 0.80 ～ 3.70 0.14 ～ 0.40 22 ～ 64 浅い U 字状・
薬研状

緩斜・
外傾 人為

土師質土器，瓦質土器，
陶器，磁器，石器・石製品，
金属製品，瓦

SK117・137・143・166・
175・246・266・271・373・
375・411 →本跡→ SK265・
374，PG １

３ Ｂ４f3 ～Ｃ４c9 Ｓ－ 20°－Ｅ
Ｓ－ 15°－Ｗ 逆Ｌ字状 51.5 0.40 ～ 1.00 0.24 ～ 0.60 0.8 ～ 22 浅い U 字状  緩斜 人為 SK237・257 ～ 261・418 →

本跡
４ Ｂ５d2 ～Ｃ５a8 Ｓ－ 40°－Ｅ 曲線状 40.5 0.60 ～ 1.40 0.30 ～ 0.90 10 ～ 24 浅い U 字状  緩斜 人為 金属製品 SK315・316・319・396・

449・456・457 →本跡
５ Ｂ６h1 ～Ｃ５f8 Ｓ－ 42°－ W 曲線状 37.4 0.55 ～ 1.00 0.10 ～ 0.50 46 ～ 56  U 字状  緩斜 人為 土師質土器，瓦質土器，

陶器，磁器，瓦
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６　その他の遺構と遺物

　今回の調査で，時期が不明の竪穴遺構１基，炉跡１基，窯跡１基，土坑 72 基，溝跡２条，台地整形遺構

１か所，柱穴列群５か所，ピット群１か所を確認した。また，　遺構に伴わない遺物が出土している。以下，

遺構及び遺物について記述する。

⑴　　　竪穴遺構

位置　調査区北西部のＢ３e8 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部に位置している。
　第１号竪穴遺構（第 145 図）

第 145 図　第１号竪穴遺構実測図

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

６ Ｂ６i2 ～Ｃ５g0 Ｓ－ 10°－Ｅ S 字状 36.5 0.60 ～ 1.40 0.20 ～ 0.70 18 ～ 34 浅い U 字状  緩斜 人為 土師質土器，陶器，金属
製品，瓦，粘土塊

SK430・455，SD ７
→本跡→ SK450，
近代以降の段切り

７ Ｂ６i3 ～Ｃ５h0 Ｓ－ 20°－Ｅ 曲線状 北部 19.7
南部 14.4 0.20 ～ 0.56 0.08 ～ 0.44 ８～ 38 浅い U 字状  

U 字状  緩斜 人為 土師質土器，磁器，金属製品
SK426 →本跡→
SK450，SD ６，
近代以降の段切り

９ Ｃ６c0 ～Ｃ６j8 Ｓ－ 16°－Ｗ 直線状 29.9 0.65 ～ 1.20 0.10 ～ 0.30 50 ～ 65 薬研状 有段 人為 土師質土器，陶器，磁器，
金属製品，瓦 SD10・11，HG1 →本跡

10 Ｃ６f9 ～Ｃ６i8 Ｓ－ 18°－Ｗ 直線状 11.6 （0.70 ～ 1.10）0.20 ～ 0.40 20 ～ 24 浅い U 字状   緩斜 人為 HG1 → 本 跡 → SD ９・
11

11 Ｃ６h5 ～Ｃ６j8 Ｓ－ 44°－Ｅ 緩曲線状 11.7 1.35 ～ 2.10 0.22 ～ 0.32 22 ～ 32 U 字状 外傾 人為 SK491，SD10，HG1 →
本跡→ SD ９
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規模と形状　長軸 3.90 ｍ，短軸は 3.65 ｍの不整隅丸方形で，長軸方向はＮ－ 73 －゚Ｗである。壁は高さ 45 ～

56㎝で，外傾して立ち上がっている。

床　凹凸がある。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量　
３　明 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック・炭化物多量，焼土粒子微量
５　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量　　　　
６　明 褐 色　ロームブロック多量

遺物出土状況　縄文土器片１点（深鉢），剥片２点（チャート），自然礫８点が覆土中から出土している。

所見　縄文土器片が出土しているが，本跡に伴う遺物ではないため，時期は不明である。底面が平坦でない形

状や覆土の状況から，古墳時代以降の竪穴建物の掘方のようにみえる。何らかの原因で，構築の途中で放棄し，

埋め戻された可能性がある。

覆土　６層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。第４層には，炭

化物が多量に混入している。

⑵

　第１号炉跡（第 146 図）

　　　炉跡

位置　調査区南東部のＣ６j6 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

重複関係　第１号台地整形遺構に掘り込まれている。

規模と形状　北西・南東径 2.50 ｍ，北東・南西径 2.10 ｍの不整楕円形で，北西・南東径方向はＮ－ 23 －゚Ｗである。

第１号台地整形遺構に掘り込まれていることから，深さ 0.50 ～ 1.00 ｍで，壁は外傾している。底面は地山を

利用しており，東から西側へ傾斜している。底面は火熱を受けて，赤変硬化している。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。第３層上面が燃

焼部で，第４層は掘方への埋土である。
土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
３　赤 褐 色　焼土ブロック多量，ロームブロック少量，

　　　　　　　　炭化粒子微量
４　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

所見　出土遺物がないことや，段切りによって掘り込まれていることから，時期や形状の詳細は不明であるが，

緩斜面に位置し，焼土の確認状況から，縄文時代の炉穴の可能性がある。

第 146 図　第１号炉跡実測図
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　第１号窯跡（第 147 図）

位置　調査区南東部のＣ５e6 区，標高 25 ｍほどの台地平坦部に位置している。

規模と形状　長径 1.90 ｍ，短径 1.28 ｍの楕円形で，長径方向はＮ－ 23 －゚ E である。深さ６～ 20cm で，壁

は外傾している。底面は地山で，南から北側へ緩やかに傾斜している。底面は火熱を受けているが，硬化はし

ていない。

覆土　２層に分層できる。各層に炭化物，焼土ブロック，ロームブロックなどが含まれていることから，埋め

戻されている。

土層解説
１　黒 褐 色　炭化物多量，ロームブロック・焼土ブロック少量 ２　赤 褐 色　焼土ブロック多量， ロームブロック少量

遺物出土状況　木炭片６点が底面から，土師質土器片１点（小皿）が覆土中から出土している。

　　　窯跡⑶

所見　出土土器は，細片のため，図示できなかった。遺構の形状と木炭が出土していることから炭窯と考えら

れ，江戸時代以降の可能性がある。

第 147 図　第１号窯跡実測図

　　　土坑⑷

　今回の調査で，時期・性格ともに不明の土坑 72 基を確認した。これらの土坑については，一覧表を掲

載する。

表 15　その他の土坑一覧表

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

74 Ａ３g8 Ｎ－ 22°－ E ［楕円形］ 1.22 ×（0.90） 100 平坦 直立・外傾 人為 － SK78 →本跡

78 Ａ３g8 Ｎ－ 23°－ E ［楕円形］ 1.22 ×（0.66） 22 平坦 緩斜 人為 － 本跡→ SK74

139 Ｂ４g4 Ｎ－ 35°－Ｗ 楕円形 0.92 × 0.83 36 皿状 緩斜・外傾 人為 －

157 Ｂ４i3 Ｎ－ 16°－ E 楕円形 0.90 × 0.60 36 平坦 直立・外傾 人為 －

173 Ｂ４i4 Ｎ－ 39°－ E 楕円形 1.84 × 1.43 53 皿状 緩斜 人為 －

179 Ｂ４g5 Ｎ－９°－Ｗ 楕円形 1.36 × 1.14 64 皿状 緩斜・外傾 人為 － 本跡→ SK171
ピット１か所

184 Ｂ４i3 Ｎ－ 40°－ E 楕円形 0.68 × 0.54 33 皿状 緩斜・外傾 人為 － ピット１か所

185 Ｂ４i4 Ｎ－ 80°－Ｗ 楕円形 0.73 × 0.42 47 皿状 緩斜・外傾 人為 － ピット２か所

188 Ｂ４j3 Ｎ－ 45°－Ｗ ［楕円形］ （0.90）×（0.72） 34 皿状 緩斜 人為 －
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番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

193 Ｂ４i5 － 不整円形 0.78 × 0.78 60 皿状 有段・外傾 人為 － SK424 →本跡

194 Ｂ４g7 Ｎ－ 75°－Ｗ 楕円形 1.52 × 1.14 46 平坦 緩斜・外傾 人為 － SK199 →本跡

207 Ｂ４g7 － 円形 0.63 × 0.60 21 皿状 有段・外傾 人為 －

241 Ｂ４i8 Ｎ－ 70°－ E 楕円形 0.88 × 0.71 49 ほぼ平坦 緩斜・外傾 人為 － ピット１か所

248 Ｂ４g8 Ｎ－ 32°－Ｗ 楕円形 0.82 × 0.62 20 平坦 有段・外傾 人為 －

257 Ｂ４i9 Ｎ－ 46°－ E 楕円形 1.38 × 1.04 77 皿状 直立・外傾 人為 － 本跡→ SD ３

258 Ｃ４a8 Ｎ－ 19°－ E 楕円形 1.00 × 0.84 28 平坦 緩斜・外傾 人為 － 本跡→ SD ３

265 Ｂ４c2 Ｎ－ 19°－ E 楕円形 1.26 × 1.10 24 平坦 外傾 人為 － SD ２→本跡

272 Ｂ４g8 Ｎ－ 47°－ E 楕円形 0.46 × 0.36 13 皿状 緩斜・外傾 人為 －

276 Ｂ４h8 Ｎ－ 30°－ E 楕円形 0.94 × 0.62 65 皿状 緩斜・外傾 人為 － SK275 →本跡
ピット１か所

279 Ｂ４j9 Ｎ－ 33°－ E 楕円形 1.06 ×（0.74） 38 皿状 緩斜 人為 － SK280 →本跡

285 Ｂ４j5 Ｎ－ 64°－ E 楕円形 1.80 × 1.50 60 凹凸 緩斜 人為 －

288 Ｂ４g9 Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 1.60 × 1.00 44 凹凸 緩斜 人為 － SK289 →本跡

289 Ｂ４g9 Ｎ－ 26°－ E 楕円形 0.92 × 0.58 16 皿状 緩斜 人為 － 本跡→ SK288

305 Ｂ４i0 Ｎ－７°－Ｗ 楕円形 0.80 × 0.58 28 皿状 有段・外傾 人為 －

311 Ｂ５f1 Ｎ－ 23°－ E 楕円形 1.20 × 0.90 88 皿状 有段・外傾 人為 －

315 Ｂ５e3 Ｎ－ 64°－Ｗ 楕円形 1.52 × 0.80 88 平坦 外傾 人為 － 本跡→ SD ４
ピット１か所

316 Ｂ５f3 Ｎ－ 31°－ E 楕円形 2.34 × 1.84 76 平坦 外傾 人為 － SK353 →本跡→ SD ４

326 Ｂ５d2 Ｎ－ 78°－Ｗ 楕円形 2.04 × 1.20 97 平坦 有段・外傾 人為 － ピット１か所

328 Ｂ５d2 － 円形 1.62 × 1.52 90 皿状 緩斜・外傾 人為 －

334 Ｂ５h2 Ｎ－ 45°－ E 楕円形 1.14 × 1.03 62 平坦 外傾 人為 － ピット１か所

341 Ｂ５e2 Ｎ－ 36°－ E 楕円形 1.00 × 0.86 88 平坦 外傾 人為 － ピット１か所

346 Ｃ５a2 － 円形 1.20 × 1.14 86 皿状 有段・外傾 人為 －

351 Ｂ５c3 － 円形 1.30 × 1.24 58 ほぼ平坦 外傾 人為 －

353 Ｄ５f3 Ｎ－ 11°－ E 楕円形 1.48 × 1.06 72 平坦 有段・外傾 人為 － 本跡→ SK316

359 Ｃ５b4 Ｎ－ 78°－Ｗ 楕円形 2.10 × 1.28 32 皿状 緩斜・外傾 人為 － 本跡→ SK381

361 Ｂ５j3 － 円形 1.05 × 1.04 81 平坦 緩斜 人為 － ピット１か所

369 Ｂ５e3 － 円形 1.16 × 1.06 36 平坦 緩斜 人為 －

374 Ｂ４c2 Ｎ－ 78°－Ｗ 楕円形 0.56 × 0.46 62 皿状 緩斜 人為 － SD ２→本跡

378 Ｂ５i3 Ｎ－ 42°－Ｅ 楕円形 0.74 × 0.57 20 平坦 外傾 人為 － SK380 →本跡

380 Ｂ５i2 Ｎ－ 23°－ E 楕円形 1.66 × 1.49 63 平坦 緩斜 人為 － 本跡→ SK378

381 Ｃ５b4 － 円形 0.84 × 0.83 56 平坦 外傾 人為 － SK359 →本跡

409 Ｂ５g7 Ｎ－ 14°－Ｗ 楕円形 1.94 × 1.55 68 平坦 有段・外傾 人為 －

418 Ｂ４j0 Ｎ－ 78°－Ｗ 楕円形 1.56 × 1.32 66 平坦 有段・外傾 人為 － 本跡→ SD ３

421 Ｂ５f6 － ［円形］ 0.72 ×（0.65） 36 皿状 緩斜 人為 － 本跡→ SK394

424 Ｂ４i5 － ［円形］ 0.56 ×（0.26） 16 ［皿状］ 緩斜 人為 － 本跡→ SK193

426 Ｃ５c2 Ｎ－ 85°－Ｗ 楕円形 1.00 × 0.72 20 ほぼ平坦 緩斜・外傾 人為 － 本跡→ SD ７

427 Ｃ５f8 Ｎ－ 47°－Ｗ 楕円形 0.66 × 0.53 32 皿状 緩斜・外傾 人為 －

428 Ｃ５f8 － 円形 0.64 × 0.57 50 皿状 緩斜 人為 －

429 Ｃ５f8 Ｎ－ 52°－Ｗ 楕円形 0.98 × 0.83 74 皿状 有段・外傾 人為 －

430 Ｃ５f9 Ｎ－ 69°－ E 楕円形 1.10 × 0.70 26 皿状 緩斜・外傾 人為 － 本跡→ SD ６

432 Ｂ５g6 Ｎ－ 77°－ E 楕円形 0.53 × 0.47 74 皿状 緩斜 人為 －

444 Ｃ５e2 － 円形 0.78 × 0.72 18 皿状 緩斜 人為 －

445 Ｃ６e2 － 円形 0.62 × 0.60 34 皿状 緩斜 人為 － ピット２か所

447 Ｃ６e2 Ｎ－ 42°－Ｗ 楕円形 1.66 × 1.38 28 皿状 緩斜 人為 －

449 Ｂ５g3 Ｎ－ 21°－Ｗ ［楕円形］ 1.00 × 0.74 50 ほぼ平坦 外傾 人為 － 本跡→ SD ４

450 Ｃ６f1 － 円形 1.60 × 0.58 22 平坦 緩斜・外傾 人為 － SD ６・７→本跡
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　　　溝跡⑸

　第１号溝跡（第 148 図）

位置　調査区北西部のＡ３f6 ～Ａ２j6 区，標高 24 ｍほどの台地平坦部から緩斜面部に位置している。

重複関係　第１・２号炉穴，第 16・48・169・267 ～ 270・281 号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　北部と南西部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは 46.7m である。Ａ３f6 区から

緩やかに蛇行しながら南西方向（Ｓ－ 68 －゚Ｗ）へ延びている。上幅 0.54 ～ 2.84 ｍ，下幅 14 ～ 62cm で，深

さは 12 ～ 30cm で，南部ほど深くなっている。断面形は浅いＵ字状である。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　明 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。形状や覆土の状況から中世以降と考えられる。地形に合わせ

て掘り込まれているため，排水を目的としていると考えられる。

第 148 図　第１号溝跡実測図

　第８号溝跡（第 149 図）
位置　調査区北西部のＣ６i1 ～Ｃ６i4 区，標高 17 ～ 20 ｍほどの低台地緩斜面部に位置している。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた長さは，西部が 13.7m，東部が 12.0 ｍである。

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

454 Ｃ５d3 Ｎ－ 12°－Ｗ 楕円形 2.34 × 2.04 16 平坦 緩斜 人為 － SK440 →本跡

455 Ｃ６g1 Ｎ－ 20°－Ｗ 楕円形 2.18 × 1.90 92 皿状 緩斜 人為 － 本跡→ SD ６

456 Ｂ５h4 Ｎ－ 88°－ E 楕円形 0.72 × 0.52 20 皿状 緩斜 人為 － 本跡→ SD ４

459 Ｃ６j7 － 円形 2.00 × 1.88 24 平坦 緩斜・外傾 人為 －

471 Ｃ６j6 Ｎ－５°－Ｗ 楕円形 1.20 × 0.73 55 平坦 有段・外傾 人為 －

472 Ｂ６j6 Ｎ－ 24°－ E 楕円形 0.47 × 0.42 22 平坦 外傾 人為 －

473 Ｂ６j6 － 円形 0.64 × 0.59 16 皿状 緩斜 人為 －

474 Ｃ６a4 Ｎ－ 40°－ E 楕円形 1.17 × 0.90 36 皿状 有段・緩斜 人為 －

475 Ｃ６a4 Ｎ－ 52°－Ｗ 楕円形 1.32 × 1.17 40 皿状 有段・緩斜 人為 －

476 Ｃ６a5 － 円形 1.48 × 1.47 24 平坦 緩斜 人為 －

478 Ｃ６a4 Ｎ－ 11°－ E 楕円形 0.80 × 0.65 22 平坦 緩斜 人為 －

480 Ｃ５c1 Ｎ－ 45°－Ｗ［円形・楕円形］ 0.90 ×（0.34） 46 皿状 直立 人為 － 本跡→ SK355

482 Ｃ６f2 Ｎ－ 25°－ E 楕円形 0.84 × 0.70 25 平坦 外傾 人為 －

483 Ｃ６g2 Ｎ－ 60°－ E 楕円形 1.90 × 1.08 25 皿状 有段・外傾 人為 － SK485 →本跡→ SA ３

484 Ｃ６g1 － 不整円形 1.60 ×（1.47） 46 平坦 有段・外傾 人為 － SK484 →本跡→ SA ３

485 Ｃ６g2 － 円形 0.52 × 0.48 54 皿状 緩斜 人為 － 本跡→ SK483，SA ３
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Ｃ６i4 区から，北西部方向（Ｎ－ 60 －゚ W），曲線的に南東部方向（Ｓ－ 70 －゚Ｗ）へ延びている。上幅 0.50

～ 1.00 ｍ，下幅 20 ～ 60cm で，深さは６～ 12cm で南部ほど深くなっている。断面形は，浅いＵ字状である。

覆土　４層に分層できる。ロームブロックが多く含まれていることから，埋め戻されている。

所見　出土遺物がないため，時期は不明である。形状や覆土の状況から，中世以降と考えられる。第１号台地

整形遺構の地形に合わせて掘り込まれているため，同遺構に伴う，排水を目的としていると考えられる。

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

３　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
４　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

表 16　その他の溝跡一覧表

第 149 図　第８号溝跡，第１号台地整形遺構実測図

⑹　　　台地整形遺構

　第１号台地整形遺構（第 149 図）
位置　調査区南東部のＣ５h0 ～ D ６a6 区，標高 17 ～ 21 ｍほどの台地平坦部から緩斜面部に位置している。

重複関係　第１号遺物包含層，第１号炉跡を掘り込み，上部は江戸時代以降の耕作土によって撹乱を受けてい

る。

規模と形状　南部が調査区域外へ延びているため，確認できた規模は，東西 32.0m，南北 13.2 ｍである。掘り

込み面の深さは 1.50 ～ 3.00 ｍで，南部ほど緩やかに傾斜して調査区域外へ延びている。法面の傾斜角は 40 度

ほどで，外傾している。

盛土整地の状況　確認面から 1.50 ｍほど古墳時代の遺物包含層や地山を掘り込み，ロームブロックが混入し

た暗褐色土などを古墳時代の遺物包含層の上に積み上げて構築されている。盛土は突き固められ，締まりが

強い。

土層解説
３　明 褐 色　ロームブロック多量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量

５　黄 褐 色　ロームブロック多量
６　黒 褐 色　ロームブロック多量

番号 位　置 方　向 平面形
規　　　　模

断　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長さ（ｍ）上幅（ｍ）下幅（ｍ）深さ（㎝）

１ Ａ３f6 ～Ａ２j6 Ｓ－ 68°－Ｗ 蛇行 46.7 0.54 ～ 2.84 0.14 ～ 0.62 12 ～ 30
　浅い
Ｕ 字 状
薬研状

緩斜 人為 －
FP １・２，SK16・
48・169・267 ～
270・281 →本跡

８ Ｃ６i1 ～Ｃ６i4 Ｎ－ 60°－Ｗ
Ｓ－ 70°－Ｗ 弧状 13.7  

12.0
0.50 ～ 1.00
0.60 ～ 0.70 

0.20 ～ 0.40
0.20 ～ 0.60 

８～ 12
６～ 10

 浅い
Ｕ字状 緩斜 人為 －
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所見　出土遺物がないため，時期は不明である。当遺構は，江戸時代以降の耕作土に撹乱され，古墳時代中期

の遺物包含層を掘り込み，斜面を開削して平坦部を作りだしている。平坦部の主要な部分は調査区域外の南側

へ延びている。また，第８号溝は段切りに沿って掘り込まれているため，排水を目的として当遺構に付随する

施設と考えられる。

　　　柱穴列群

　今回の調査で，時期不明の柱穴列群５か所を確認した。遺構の形状が特徴的な１か所について記述し，

それ以外は実測図と土層解説，一覧表で掲載する。

　第３号柱穴列（第 150 図）
位置　調査区南東部のＣ６g1 ～Ｃ６i7 区，標高 21 ｍほどの台地縁辺部に位置している。

重複関係　第 483 ～ 485・491 号土坑を掘り込み，第 11 号溝に掘り込まれている。

規模と形状　おおむね第１号台地整形遺構に沿って彎曲して柱穴が存在している。確認できた距離は29.2ｍで，

柱間寸法は，1.2 ～ 6.2m である。

柱穴   26 か所。長径 30 ～ 73cm，短径 21 ～ 44cm の円形または楕円形で，深さは 15 ～ 76cm である。土層は，

すべての層にロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。

土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

３　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

所見　第１号台地整形遺構に沿っていることや柱間に統一性がないことから，平坦部と谷部を区画する杭列か

土止めの可能性がある。時期は第１号台地整形遺構と同時期と考えられるが，出土遺物がないため，明確な時

期は不明である。　

第１号柱穴列土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量

第２号柱穴列土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック中量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　暗 褐 色　ロームブロック多量

第４号柱穴列土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック多量
２　暗 褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量
４　褐 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

第５号柱穴列土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　明 褐 色　ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量

表 17　その他の柱穴列一覧表

⑺

番号 位 置 方　向 長さ（ｍ） 　柱間（ｍ）
柱　　　　穴

備　考
　柱穴数 平面形 長径（㎝） 短径（㎝） 　深さ（㎝）

１ Ａ３i0 Ｎ－ 80°－Ｅ 2.50    1.0 ～ 1.6 　　３ 楕円形・隅丸長方形 70 ～ 97    67 ～ 84    25 ～ 103

２ Ｃ６a2
～Ｃ６c2

Ｎ－ 14°－Ｅ
Ｎ－６°－Ｅ 7.90 　1.7 ～ 4.5 　　４ 円形・楕円形 32 ～ 46    28 ～ 44    18 ～ 76 杭列ヵ

３ Ｃ６g1
～Ｃ６j7 － 29.2    1.2 ～ 6.2       26 円形・楕円形 30 ～ 73    21 ～ 44    15 ～ 76 SK483 ～ 485・491 →本跡

→ SD11   杭列・土止めヵ

４ Ａ３e4
～Ａ３f3 Ｎ－ 22°－Ｅ 1.7        1.7 　　２ 円形・楕円形 68 ～ 74    50 ～ 63    58 ～ 72

５ Ｂ４g1 Ｎ－ 25°－Ｅ 1.6        1.6 　　２ 円形・楕円形 58 ～ 92    54 ～ 62    54 ～ 62

－ 155 －
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第 150 図　第３号柱穴列実測図
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第 151 図　第１・２・４・５号柱穴列実測図
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　ピット群１か所について一覧表を掲載する。なお，実測図は付図で示す。

　　　ピット群

表 18　第１号ピット群ピット一覧表

⑻

　　　遺構外出土遺物（第 152 ～ 154 図）

第 152 図　遺構外出土遺物実測図（１）

　今回の調査で出土した遺構に伴わない遺物について，実測図と観察表を掲載する。

⑼

番号 位　置 　　形　状
　　規　　　　模（cm）

長径（軸）×短径（軸）　　　深さ

１ Ｂ４e1       円形 16    ×    17            28

２ Ｂ４e1       円形 10    ×    ８            31

３ Ｂ４e1       円形 11    ×    10            50

４ Ｂ４e2       円形 10    ×    ８            33

５ Ｂ４e3       円形 38    ×    36            56

６ Ｂ４f4 　　円形 60    ×    58            42

７ Ｂ４f4 　　円形 46    ×    42 　　　  70

番号 位　置 　　形　状
　　規　　　　模（cm）

長径（軸）×短径（軸）　　　深さ

８ Ｂ４g6        円形 42    ×    40            20

９ Ｂ４g6 　  楕円形 42    ×    30            24

10 Ｂ４g6 　　 円形 64    ×    62            20

11 Ｂ４g7        円形 41    ×    40            74

12 Ｂ４g7 円形 30    ×    28 28

13 Ｂ４g7 円形 46    ×    40 32

TP66

TP70

TP75

66 65 TP77

TP78

TP79

TP76

64

TP71 TP72 TP73
TP74

TP67

TP68

TP69

０ 10㎝
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第 153 図　遺構外出土遺物実測図（２）
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第 154 図　遺構外出土遺物実測図（３）

遺構外出土遺物観察表（第 152 ～ 154 図）

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP66 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 単節縄文 RL →結節縄文 北西部表土 黒浜式

TP67 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 単節縄文 RL 北西部表土
補修孔　
黒浜式　
PL43

TP68 縄文土器 深鉢 長石・石英・繊維 橙 山形突起　竹管による連続刺突文 北西部表土 黒浜式　
PL43

TP69 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子・
繊維 橙 単節縄文 RL →結節縄文 北西部表土 黒浜式　

TP70 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 半截竹管による爪形文 北西部表土 前期後半

TP71 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 貝殻腹縁による波状文 北西部表土 浮島式

TP72 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母　 明赤褐 口唇部刺突文　口縁部半截竹管による縦位の沈線文　頸部貝殻
腹縁による波状文 北西部斜面 浮島式

PL43
TP73 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 黒褐 口唇部刻み　貝殻腹縁による波状文 南東部表土 浮島式

PL43
TP74 縄文土器 深鉢 長石・石英・赤色粒子 明赤褐 口縁部半截竹管による縦位の沈線文　隆起線文 北西部表土 興津式

PL43
TP75 縄文土器 深鉢 長石・石英 明褐 口縁部半截竹管による縦位の沈線文→横位の沈線で区画 北西部表土 興津式

PL43
TP76 縄文土器 深鉢 長石・石英 橙 隆帯貼付文→刺突文 北西部斜面 後期前半

PL43

Q27

Q29

Q31

M10 T1

Q30

M9

Q28

０ 10㎝
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

64 弥生土器 広口壺 － （8.7） － 長石・石英 黒褐 普通 頸部外面櫛描波状文→縦位の櫛描条線文　内面
ナデ　胴部外面附加条一種（附加２条）縄文 南東部表土 10%

後期前半

65 弥生土器 広口壺 － （3.2） ［6.2］ 長石・石英・
雲母 黒褐 普通 胴部外面附加条一種（附加２条）縄文羽状構成

　内面ナデ　底部木葉痕 南東部表土
５%
後期前半
PL43

66 弥生土器 広口壺 － （2.5） ［6.4］ 長石・石英・
雲母 橙 普通 胴部外面附加条一種（附加２条）縄文羽状構成

　内面ナデ　底部木葉痕 南東部表土 ５%
後期前半

番号 種　別 器種 胎　　土 色　　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP77 弥生土器 広口壺 長石・石英 暗褐 複合口縁　口縁部附加条一種（附加２条）縄文　頸部無文帯 南東部表土 後期前半
PL43

TP78 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 にぶい褐 口縁部摩滅のため施文不明　頸部櫛描波状文→縦位の櫛描条線文 南東部表土 後期前半
PL43

TP79 弥生土器 広口壺 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 複合口縁　口縁部縦位の附加条一種（附加２条）縄文→波形刺
突文 南東部表土 後期前半

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

67 土師質土器 小皿 ［8.9］ 2.4 4.4 長石・石英・
雲母 橙 普通 底部回転糸切り 表土

70%　
16 世紀前半
PL43

68 土師質土器 擂鉢 － （4.0）［12.8］長石・石英 にぶい橙 普通 擂目９～ 10 単位ヵ　底部回転糸切り 表土 ５%　堺産

69 瓦質土器 焙烙 ［38.0］（7.1） － 長石・石英・
雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 外面ナデ　内面ナデ→ミガキ 表土 ５%

19 世紀前半

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土・色調 手　法・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

70 陶器 碗 ［11.4］（5.5） － 緻密　にぶい橙 天目茶碗　外・内面施釉（カポ掛け）
体部下端無釉　 鉄釉 瀬戸・美濃 北西部斜面 20%

17 世紀後半　PL44

71 陶器 碗 － （1.3） ［4.4］ 緻密　にぶい黄橙 天目茶碗　削出高台　底部内面施釉 鉄釉 瀬戸・美濃 北西部斜面
釉調が異な
るため ,70 と
は別個体

72 陶器 鉢 － （3.0） － 緻密　浅黄 植木鉢　外・内面施釉 灰釉 瀬戸・美濃 北西部斜面 18 世紀代

73 陶器 鉢 ［21.0］（3.2） － 緻密　にぶい黄 丸縁　外・内面施釉 灰釉 瀬戸・美濃 北西部斜面 18 世紀後半代

74 磁器 皿 － （2.9） － 緻密　浅黄 青磁　口唇部山形の刻み　櫛目画花文ヵ 青磁釉 龍泉窯 中央部表土 明代　PL44

番号 器　種 長さ・外径 幅・内径 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP １ 土人形 （1,7） （1,7） （1.9）（4.37）長石・石英・
雲母 橙 猿　頭部片　型押成形　首をかしげている様子 南東部表土 PL44

DP ２ 竈鍔 ［39.6］［31.6］ 2.9 （114.7）長石・石英・
雲母 にぶい褐 外・内面横ナデ 南東部表土 鍔部外面煤

付着　PL44

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 25 有舌尖頭器 3.9 1.2 0.5 2.2 チャート 押圧剥離 北西部表土 PL44

Ｑ 26 剥片 4.7 3.2 1.4 19.5 黒曜石 使用痕有り　片面刃部調整 北西部斜面

Ｑ 27 磨石 7.4 6.6 2.5 140.1 砂岩 側縁部片側使用痕 表土 PL44

Ｑ 28 磨石 （7.2） 5.6 3.9 （198.9） 礫岩 側縁部両側使用痕 北西部斜面

Ｑ 29 磨石 （4.5） 5.9 （2.9）（120.7） チャート 側縁部片側使用痕 表土

Ｑ 30 石皿 （17.5）（10.0）（4.6）（801.0） 雲母片岩 凹石兼用　磨面１か所　凹部２か所　　 北西部表土

Ｑ 31 石製模造品 （6.9） 2.7 0.8 （21.5） 滑石 剣形　 全面研磨　一方からの穿孔  孔径 1㎜～ 1.5㎜  刃物状の
傷が顕著 南東部表土 PL44

番号 器　種 長さ・径 幅 厚さ 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｔ１ 軒桟瓦 （1.8） （3.5） （2.1）（33.1）長石・石英 褐灰 丸区の破片  左巻き三つ巴ヵ　連珠 12 ヵ 表土 江戸在地ヵ

番号 器　種 長さ・径 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M ９ 鉛玉 1.3 1.3 － 11.2 鉛 火縄銃玉　鋳造 （鉛を鋳皿という鉄製で木の柄のついた玉杓子
状の容器で溶かし，玉型という鋏状の鋳型に入れて作る。） 南東部表土 PL44

M10 和鋏 （10.0） 2.6 0.3 ～
0.4（18.4） 鉄 鍛造 南東部表土 PL44
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　　　第４節 ま と め

　今回の調査で，高須賀道城入遺跡においては，縄文時代から江戸時代にかけて断続的に土地利用されてき

たことが明らかとなった。縄文時代では竪穴建物跡５棟，炉穴２基，土坑 307 基，弥生時代では竪穴建物跡

２棟，土坑 29 基，古墳時代では遺物包含層１か所，室町時代では土坑７基，江戸時代では掘立柱建物跡５棟，

土坑 48 基，溝跡９条を確認した。ここでは，各時代の様相について概観し，遺構及び遺物について所見を述べ，

若干の考察をする。

１はじめに

　今回の調査区は遺跡の北部にあたる台地の平坦部から低地部にかけてである。当時代の遺構は，調査区の

低地部を除き，台地部のほぼ全域に分布している。

　遺構は，竪穴建物跡が，調査区北西部の平坦部と南東部の緩斜面部に点在し，炉穴は北西部の緩斜面部に

分布している。土坑は，調査区全域の平坦部から斜面部にかけて散在している。出土遺物は，早期前半（撚

糸文期），早期後半（貝殻条痕文期），前期中葉（黒浜式期），前期後半（諸磯ａ・浮島・興津式期），後期前

半（堀之内式期）の縄文土器（深鉢），石器（石鏃・敲石・磨石）が出土している。後期前半の縄文土器の

みが遺構に伴わないものであるが，断続的に集落が営まれていたことがわかる。

２　縄文時代

　竪穴建物跡は，台地の縁辺部寄りから緩斜面部に散在して確認できた。出土土器の文様では，胎土に繊

維を含み，単節縄文や半截竹管による沈線文を施文する前期中葉の黒浜式期と前期後半の諸磯ａ式期と，

浮島Ⅰ式の３時期に分けられる。なお，諸磯ａ式と浮島Ⅰ式は土器編年においては，並行関係にあるが，

遺構の形状から時期差があるものと考えられる。

　前期中葉（黒浜式期）の第５号竪穴建物跡は，調査区南東部の低台地縁辺部に位置し，平面形状は，長

方形で，炉は地床炉で，中央部からやや東寄りに設置され，柱穴は主柱穴が４か所，補助柱穴１か所，出

入り口施設のピットが南西部に配置され，不規則なピットは，北コーナー壁際に配置されている。また，

南コーナー部には，貯蔵穴状の長方形の土坑が配置されている。

　諸磯ａ式期の第１・２・４号竪穴建物跡は，調査区北西部の台地の平坦部に位置し，平面形状は第１・

２号が隅丸方形である。第１号は，地床炉で，中央部からやや東寄りに付設され，柱穴は主柱穴が６本，

補助柱穴２本配置されるなど黒浜式期の系統を受け継いでいる１）。また，不規則なピットが北コーナー壁

際に配置されている。南西コーナー部には，貯蔵穴状の楕円形の土坑が配置されている。出土遺物も黒浜

式期の遺物が混在していることから，諸磯式期との過度期の竪穴建物跡と考えられる。第２号竪穴建物跡

は，主柱穴が４か所で，その対角線上に補助柱穴が１か所，そのほかは性格不明である。当時期の典型的

なタイプである２）。第 1・２号竪穴建物跡ともに，主軸方向や，規模がほぼ同じであることから，第１号

は柱穴の配置がやや古い様相を示すが，ほぼ同時期に存在した可能性がある。第４号竪穴建物跡は調査区

域外へ延びているため，形状は不明である。

　浮島式Ⅰ期の第３号竪穴建物跡は，調査区南西部の台地の平坦部に位置している。平面形状は隅丸長方

　⑴　竪穴建物跡について（第 50 ～ 59 図，付図）
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形で，炉は不明である。柱穴は壁際に主柱穴が４本，その他は不規則で掘り込みが浅いため，性格は不明

である。　

　　　炉穴について（第 60・61 図，付図）⑵

   炉穴は，第 1・２号炉穴ともに，調査区北西部の緩斜面部に位置している。出土遺物がないため，明確

な時期は不明であるが，周辺の表採遺物から早期後半の条痕文の時期と考えられる。同時期の遺構は，第

19・82・93・201 号土坑である。今後，調査の進展に伴い，北西側対岸の台地に隣接する高須賀堂ノ前遺

跡との比較検討が必要となる。　

　　　土坑について（第 62 ～ 92 図，付図）⑶

   土坑は，調査区南東部の低地部を除く，ほぼ全域から確認できた。307 基中，時期が明確なのは 26 基

であった。出土土器から，早期前半（撚糸文期），早期後半（条痕文期），前期中葉（黒浜式期），前期後

半（諸磯 a 式期・浮島式期・興津式期）に時期区分ができる。

    ・早期前半（撚糸文期）: 第 281 号土坑　

    ・早期後半（条痕文期）: 第 19・82・93・201 号土坑　　

    ・前期中葉（黒浜式期）: 第 1・８・39・48・52・53・56・59・269・383 号土坑

    ・前期後半（諸磯 a 式期）: 第 34 号土坑，（浮島式期）: 第 24・49・71・117・227 号土坑

　　　　　　  （興津式期）: 第 16・32・44・68・234 号土坑

   以上のように前期中葉のものが多い。出土遺物がない土坑が多いため不明な点があるが，時期分類ので

きた土坑の分布状況をみていくと，早期前半が調査区北西部の台地縁辺部寄りに，早期後半は調査区西部

の平坦部に散在している。前期中葉は調査区北西部の縁辺部寄りに集中し，第 383 号土坑のみ南東部の当

期の第５号竪穴建物跡寄りに位置している。前期後半は，土器型式から３時期に細分され，諸磯ａ式期で

は，第 34 号土坑が調査区北西部の当期にあたる第１・２号竪穴建物跡のほぼ中間の北寄りに位置している。

浮島式期では，調査区北西部から中央部にかけて分布している。興津式期では，調査区北西部の縁辺部か

ら調査区中央部にかけて分布している。

　土坑の性格については，副葬品と考えられる小型の深鉢や石匙が出土している第 32 号土坑（興津式期），

逆位で伏せた状態で出土している鉢被り葬の可能性がある第 39 号土坑（黒浜式期）や深鉢の底部を意図

的に穿孔している第 49 号土坑（浮島式期）などから，墓坑の可能性がある。そのほかの土坑についても，

覆土が人為堆積で，形状からも墓坑の可能性がある。出土遺物では深鉢のほかにに凹石，磨石が出土して

いるものが散見できる。このことから，木の実などを割ったり，つぶしたりするのに使う石の道具を，死

者にもたせる抱石葬が考えられる３）。

小結   以上のように，早期では，調査区北西部台地の縁辺部寄りに立地し，前期中葉では，調査区北西部

の台地縁辺部寄りと調査区南東部に分布が分かれており，小規模な集落が少なくとも２か所に存在する可

能性がある。

　前期後半においては，諸磯 a 式期では，調査区北西部の平坦部に分布し，浮島式期では，出土土器が細

片であるため，土器型式においては細分ができないが，当期の第３号竪穴建物跡と第 49 号土坑が重複し

ていることから，少なくとも２時期に分かれる。興津式期は，調査区域内では竪穴建物跡は確認できず，

土坑のみの確認であった。それぞれの覆土が人為堆積で，形状から墓坑の可能性がある。

　黒浜式期以降には集落の中央に広場を持つ，いわゆる馬蹄形集落ないし環状集落などの定型的縄文集落
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が出現すると考えられている４）。県内では，石岡市外山遺跡が該当する５）。また，千葉県船橋市飯山満東

遺跡６）のように集落の一隅に密集するものや，群馬県北橘村分郷八崎遺跡７）のように竪穴建物跡と混在

する例がある。当遺跡がそのどれにあてはまるかは，調査区域が限定されているため，現状では不明である。

　なお，出土土器においては，東関東を文化圏とする浮島式・興津式と西関東を文化圏とする諸磯式の双

方の文化が重なり合う場所に当遺跡が位置している８）が，調査区域内では諸磯ａ式以降の諸磯 b・ｃ式の

出土がなく，興津式のみが出土している。

３　弥生時代

　当時代の遺構は，調査区南東部の低地部に位置している。上面は，古墳時代の遺物包含層に覆われていた。

　遺構別にみていくと，竪穴建物跡２棟が並列するように存在し，その周囲に集中する形で土坑が分布して

いる。遺物は，後期前半の弥生土器（広口壺・鉢），石器（敲石・磨石）が出土している。出土土器が細片

であることから，時期の細分は困難であるが，竪穴建物跡と土坑の重複があるものがみられ，当時代は，少

なくとも２時期に分かれる。

　⑴　竪穴建物跡について（第 93 ～ 96 図，付図）

　竪穴建物跡は，調査区南東部の低地部の縁辺部寄りに小型と大型の２棟が並列する形で確認できた。出

土土器の特徴から，後期前半に比定できる。

　竪穴の構造は，第６号竪穴建物跡が不整隅丸長方形で，床面積が 23.50㎡，柱穴は，壁際寄りに主柱穴

が４か所，対角線上に補助柱穴が１か所である。第７号竪穴建物跡は，不整長方形で床面積が 60.08㎡，

西壁際にはベッド状施設があり，炉は南壁際に位置し，柱穴は，主柱穴が４か所，補助柱穴が，主柱穴の

対角線上１か所と主柱穴の延長上に２か所，さらに北東部に壁柱穴が２か所，東壁際に出入り口施設のピ

ットが１本付設される。　　　　

　特筆すべきことは，両遺構ともに焼失家屋で，土器は，細片で，床面からの出土がほとんどないことから，

建物の廃絶後に焼失したことがわかる。廃絶に伴う焼却行為の後に，不用な破片を投げ捨てたものと考え

られる。また，両遺構ともに覆土の第２層からも焼土が確認できた。第２層以下を埋め戻した後に，焼土

を廃棄している。焼土内からは，土器の細片が若干出土したのみであることから，祭祀行為ではなく，通

常のゴミ捨てを目的とした廃棄行為と考えられる。

　　　土坑について（第 97 ～ 99 図，付図）

   土坑は，調査区北西部の台地縁辺部寄りに１基，そのほかは，調査区南東部の低台地上から集中して確

認できた。29 基中，時期が明確なのは３基であった。出土した広口壺は，複合口縁で口縁部に附加条１種（附

⑵

加２条）縄文を施文，下端部に山形押圧文を施文や，頸部に縦位の区画をもつ櫛描沈線文，口縁部が無文

で，頸部に横位の多条櫛描き沈線文が施文された鉢形土器は，口縁部，胴部上半に輪積痕を残し，器面に

は単節縄文 LR を施文する特徴から後期前半のほぼ一時期に比定できる。

   第 492 号土坑から人骨の出土はなかったが，ほぼ完形の鉢形土器が，横位の状態で口縁部を南方に向け

て置かれた状態で出土している。このことから，仰向けの鉢被り葬で，東部には石器が置かれた状態で出

土していることから副葬品と考えられ，墓坑の可能性がある。類例としては，中期の遺跡であるが，福島

県会津若松市一ノ堰 B 遺跡の第 88 号土坑墓と遺構の形状と鉢形土器の出土状況が類似している９）。その
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ほかの土坑も覆土が人為堆積で，形状や配置状況から墓坑の可能性がある。

４　古墳時代（第 100 ～ 103 図，付図）

　当時代の遺構は，第１号遺物包含層のみを確認した。第１号遺物包含層は，調査区南東部の低地部に１か

所確認できた。土師器片 1727 点（坩 68，器台１，高坏 278，壺３，甕 1377）が出土している。出土土器の

特徴から，５世紀前葉と考えられる。

　遺物は，地形の傾斜に沿って北部から南部にかけて，投棄された状態で出土している。赤彩を施した土器

や剣形模造品が散見できるが，土器は，細片が多いことや１個体に復元できるものがないことから，通常の

廃棄行為と考えられる。廃棄の方向から，当時代の集落は調査区域外の北側に展開しているものと考えられ

る。

５　室町時代（第 104 ～ 107 図，付図）

　当時代の土坑７基は，調査区中央部の台地平坦部と調査区南東部の台地平坦部及び低地部に散在して分布

している。江戸時代（17 世紀代）の第１号掘立柱建物跡や第２号溝跡に掘り込まれているものもある。

　土坑からは，人為的な埋土からわずかに土器，陶器の細片が出土している。出土土器・陶器が細片のため

時期は明確でないが，その特徴から室町時代後期と考えられる。人骨の出土はないが，形状や人為堆積であ

る覆土の状況，石塔片の出土から墓坑と考えられる。遺物が細片であるのは，骨や副葬品を他の場所に改葬

し，埋め戻した際の残骸の可能性がある。歴史的背景をみると，高須賀の地は室町時代には，佐竹氏の一門

東義久の支配下となり，関ヶ原の戦い後，豊臣方についていた佐竹氏の秋田国替により，江戸時代になると

幕府の天領となっている 10）。改葬とは断言できないが，支配者の変遷による影響の可能性もある。

６　江戸時代

　当時代の遺構は，調査区のほぼ全域に分布している。台地の平坦部に位置する溝跡は，掘立柱建物跡と土

坑を区画するように溝が掘り込まれている。

　⑴　掘立柱建物跡について（第 108 ～ 116 図，付図）

   当遺構群は，調査区中央部に位置する。第１号掘立柱建物跡と第５号掘立柱建物跡に重複があるため，

少なくとも２時期の造営が考えられる。また，そのほかは重複がみられないことから比較的短期間の造営

と考えられる。時期は，近接する溝跡と同軸であるため，17 世紀代と考えられ，17 世紀後半の第 204 号

土坑に掘り込まれていることから，17 世紀後半以前には廃絶したものと考えられる。また，当遺跡が描

かれている現存する絵図では，貞享３年（1686）の『上郷村と別府村境論裁許絵図』（個人蔵）20）があり，

当遺跡の地点は，山林と畑になっている。17 世紀後半には，建物は存在しないことがわかる。

　建物の形状はほぼ正方形を基調とするものと，長方形を基調とするものに分かれる。確認できた掘立柱

建物跡は，すべて側柱建物である。周囲の墓坑と考えられる土坑の配置状況から，寺院関連の建物で，正

方形を基調とするものが小堂，長方形を基調とするものが倉庫的建物と考えられる。同時期の類例として

は，『新編武蔵風土記稿』などに記載されている「教福寺」の跡地とされる東京都町田市多摩ニュータウ

ン N0.405 遺跡 11）や東京都清瀬市下宿内山遺跡 12）と類似する。両者ともに 17 世紀代で，梶原勝氏の見解
13）では，正方形を基調とするものは，仏堂のような小堂社の可能性を指摘されている。この根拠としては，

－ 165 －

高須賀道城入遺跡



教福寺と推定される建物群と寛政２年（1742）の出羽国村山郡山口組の「堂社書上帳」の記載されている

建物の規模を参考にしている。また，長方形のものは作業小屋としている。

　また，当時代の区画溝を伴う掘立柱建物跡の周辺の調査例では，当遺跡南東約４㎞の古屋敷遺跡 14）で，

17 世紀代の遺物が出土している。周囲には，墓坑の可能性がある土坑もみられるが，ゴミ捨て用の土坑

から多量の遺物が出土している。方形基調の建物はなく，長方形基調の建物のみであることから，屋敷跡

とされ，墓坑の可能性のある土坑は屋敷墓と考えられている。報告では，有力な名主層の屋敷跡としてい

る 15）。当遺跡を以上の視点から検討しても，周辺の土坑からの遺物の出土が極めて少なく，細片のみで，

生活臭が感じられないことからも，屋敷跡より村落寺院に関する建物の可能性がある。

　　　土坑について（第 117 ～ 133 図，付図）⑵

　土坑は，調査区の北西部から南東部の台地平坦部に散在して，溝に囲まれるように分布している。遺物

の出土がないものが多く，明確な時期がわかるものは，９基のみである。出土遺物の時期から，17 世紀

後半，18 世紀前半，18 世紀後半，19 世紀前半のものがある。17 世紀後半は第 81・204・287・420 号土坑，

18 世紀前半は第 407 号土坑，18 世紀後半は第 128・321・322 号土坑，19 世紀前半は第 103 号土坑がそれ

ぞれ該当する。

　土坑の性格は，形状や覆土が人為堆積であることから，墓坑の可能性がある。形状は，円形と楕円形，

隅丸長方形のものに分かれる。円形のものは第 128 号土坑，楕円形が第 81・204・287・407・420 号土坑，

隅丸長方形が第 103・321・322 号土坑となり，時期別にみていくと，楕円形，円形，隅丸長方形の順に時

期的な変遷がたどれる。形状からの埋葬形態 16）は，臥葬，座葬，臥葬の順に変遷がたどれる。

　　   溝跡について（第 134 ～ 144 図，付図）⑶

　溝跡７条は，調査区中央部から南東部にかけて，区画するような形で，規則的に掘り込まれている。出

土遺物から 17 世紀後半，18 世紀前半，19 世紀前半の３時期に分けられる。17 世紀後半が，第２・４・

５号溝跡，第３号溝跡からは，出土遺物がないが，同時期の関連する溝と考えられる。18 世紀前半には

第７号溝跡，19 世紀前半には第９号溝跡が，それぞれ該当する。なお，第６号溝跡は出土遺物がないため，

詳細な時期は不明であるが，18 世紀前半の第７号溝跡を掘り込んでいる。 第７号溝跡と形状が似ている

ため，付け替えの溝で，18 世紀前半以降と考えられる。性格は，地形に合わせて掘り込まれていること，

一定の間隔をあけていることなどから，排水と区画の機能をあわせもった溝と考えられる。溝の遺物の中

で特筆すべきものは，第２号溝跡の覆土第１層から投棄された状態で出土した矢立である。矢立の遺跡か

らの出土は，県内初である。

　矢立は，筆と墨壺を組み合わせた携行用の筆記用具一式のことで，当遺跡のものは，銅一体型（杓矢立）

である。伝世品は数多くあるが，遺跡からの出土例は全国的にも類例が少なく，管見に触れるものでは，

東京都港区三田済海寺長岡藩主牧野家墓所 17）の銀製筆矢立，神奈川県厚木市東町遺跡 18）の銅一体型（杓

矢立），群馬県前橋市山王・柴遺跡 19）から銅一体型（杓矢立）が，それぞれ墓坑から出土している。

７　おわりに

　今回の調査区域は，遺跡の北部にあたる。遺跡の一部分の調査のため，不明な点が多いが，調査区北西部
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から南東部の台地平坦部では，縄文時代には，早期では集落の一部である炉穴や土坑，前期中葉から後半で

は集落跡や墓域として，その後，室町時代から江戸時代にかけては，墓域として，それぞれ土地利用されて

いることが明らかとなった。また，矢立や天目茶碗，龍泉窯の青磁などの出土が見られ，武士や僧侶等の有

力な人物の存在が考えられる。

　南東部の低地部では，弥生時代には後期前半の集落と墓域が確認でき，廃絶後にはその上を古墳時代中期

に廃棄場所として利用され，さらに江戸時代になると耕作地の排水用の溝として土地利用されていることが

確認できた。

　最後に，道城入という地名から当初，中世城郭を念頭において調査にあたったが，直接それに繋がる遺構

は確認できなかった。南東部の低地部には火縄銃の玉が一点出土しているが，狩り場であった可能性がある。

推測の域はでないが，「道城」は「道場」の意味で考えると，浄土真宗や時宗の寺院などに信徒が集まって

念仏を唱える集会所になる。つまり，江戸時代の方形の建物は，時宗などの阿弥陀信仰からきた阿弥陀堂の

宝形造を意識した建物の可能性がある。
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高須賀堂ノ前遺跡・高須賀道城入遺跡遠景
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高須賀道城入遺跡
高須賀堂ノ前遺跡

高 須 賀 堂 ノ 前 遺 跡

高 須 賀 道 城 入 遺 跡





遺跡遠景（南東上空から）

調査区全景（上空から）

PL1PL1

高須賀堂ノ前遺跡

PL1



第１号竪穴建物跡

完 掘 状 況

第３号竪穴建物跡

完 掘 状 況

第４号竪穴建物跡

完 掘 状 況

PL2



第７号竪穴建物跡

完 掘 状 況

第８号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第８号竪穴建物跡

完 掘 状 況

高須賀堂ノ前遺跡

PL3



第６号炉穴完掘状況

第７号炉穴完掘状況

第１号炉穴完掘状況 第２号炉穴完掘状況

第３号炉穴完掘状況 第４号炉穴完掘状況

第５号炉穴完掘状況

第４号土坑完掘状況

PL4



第31号土坑完掘状況

第14号土坑遺物出土状況 第25号土坑遺物出土状況

第26号土坑完掘状況

第35号土坑遺物出土状況

第93号土坑遺物出土状況 第101号土坑遺物出土状況

第36号土坑遺物出土状況

高須賀堂ノ前遺跡

PL5



第２号土坑遺物出土状況 第65号土坑完掘状況

第１号地下式坑土層断面 第１号地下式坑遺物出土状況

第１号地下式坑完掘状況

PL6



第１号溝跡完掘状況

第１号溝跡土層断面

高須賀堂ノ前遺跡

PL7



SI １-TP１

SI ３-TP５

SI ４-TP７

SI ７-TP16

SI １-TP２

SI ３-TP６

SI ７-TP12

SI ８-TP24

第１・３・４・７・８号竪穴建物跡出土土器

SI ８-TP23SI ８-TP17

SI ８-TP20

SI ８-TP19

SI ８-TP21

PL8PL8



FP４-２

SK93-TP52

SK４-TP30

SK25-TP36

FP２-TP26

FP７-TP29

SK86-TP49

SK14-TP33

SK77-TP47

第２・４・７号炉穴・第４・14・25・54・77・86・93号土坑出土土器

SK54-TP46

PL9PL9

高須賀堂ノ前遺跡



SK35-TP40 SK85-TP48

SK90-Q５

FP１-Q４

SK101-Q６

第35・85号土坑出土土器，第１・４・８号竪穴建物跡・第１号炉穴・第90・101号土坑出土石器

SI １-Q１ SI ４-Q２

SI ８-Q３

PL10PL10



遺構外-TP53

遺構外-TP57

遺構外-TP56

遺構外-TP60

遺構外-TP55

遺構外-TP58

遺構外-TP59

遺構外-TP63

遺構外-Q10

遺構外出土土器・石器（縄文時代）

遺構外-TP61

遺構外-TP65 遺構外-Q９

PL11PL11

高須賀堂ノ前遺跡



UP１-３ SK２-６

UP１-５

第１号地下式坑・第２号土坑出土土器，第１号地下式坑出土石器，第２・65号土坑・遺構外出土銭貨

SK２-M１

SK65-M３

UP１-Q７ UP１-Q８

SK65-M２

遺構外-M５

PL12PL12



遺 跡 遠 景

（ 南 東 上 空 か ら ）

調 査 区 全 景

（ 北 西 部 ）

調 査 区 全 景

（ 南 東 部 ）

PL13PL13
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第１号竪穴建物跡

完 掘 状 況

第１号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第１号竪穴建物跡

遺物出土状況（近景）

PL14



第３号竪穴建物跡

完 掘 状 況

第３号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第３号竪穴建物跡

遺物出土状況（近景）

高須賀道城入遺跡

PL15



第４号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第５号竪穴建物跡

遺 物 出 土 状 況

第５号竪穴建物跡

遺物出土状況（近景）

PL16



第 ２ 号 炉 穴

焼土断ち割り状況

第 １・ ２ 号 炉 穴

完 掘 状 況

第 １ 号 炉 穴

焼土断ち割り状況

高須賀道城入遺跡

PL17



第16号土坑遺物出土状況

第１号土坑完掘状況 第８号土坑遺物出土状況

第８号土坑完掘状況

第19号土坑完掘状況 第24号土坑遺物出土状況

第26号土坑遺物出土状況 第32号土坑遺物出土状況

PL18



第201号土坑完掘状況 第281号土坑遺物出土状況

第39号土坑遺物出土状況

第53号土坑完掘状況 第56号土坑遺物出土状況

第68号土坑遺物出土状況 第80号土坑遺物出土状況

第34号土坑完掘状況

高須賀道城入遺跡

PL19



第６号竪穴建物跡

完 掘 状 況

第６号竪穴建物跡

遺物出土状況全景

第７号竪穴建物跡

完 掘 状 況

PL20



第 169 号 土 坑

完 掘 状 況

第 460 号 土 坑

完 掘 状 況

第 492 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

高須賀道城入遺跡

PL21



第１号遺物包含層

遺物出土状況近景①

第１号遺物包含層

遺物出土状況全景

（ 北 か ら ）

第１号遺物包含層

遺物出土状況近景②

PL22



第５号掘立柱建物跡完掘状況 掘立柱建物跡群全景

第３号掘立柱建物跡完掘状況 第４号掘立柱建物跡完掘状況

第１号掘立柱建物跡完掘状況 第２号掘立柱建物跡完掘状況

高須賀道城入遺跡

PL23



第 136 号 土 坑

完 掘 状 況

第 400 号 土 坑

遺 物 出 土 状 況

第 486 号 土 坑

完 掘 状 況

PL24



第128号土坑完掘状況

第81号土坑遺物出土状況 第103号土坑完掘状況

第106号土坑完掘状況 第107号土坑完掘状況

第158号土坑完掘状況

第210号土坑完掘状況 第321号土坑遺物出土状況

高須賀道城入遺跡

PL25



第 ２ 号 溝 跡

完掘状況（北から）

第 ２ 号 溝 跡

土 層 断 面

第 ２ 号 溝 跡

遺 物 出 土 状 況

PL26



第４号溝跡完掘状況（東から） 第５号溝跡完掘状況（北から）

第３号溝跡完掘状況（北東から） 第４号溝跡完掘状況（北東から）

第１号溝跡完掘状況（北から） 第３号溝跡完掘状況（南西から）

高須賀道城入遺跡

PL27



第９号溝跡完掘状況（北から）

第９号溝跡遺物出土状況（北から）第８号溝跡完掘状況（西から）

第５号溝跡完掘状況（南から） 第６・７号溝跡完掘状況（北から）

第１号竪穴遺構完掘状況

PL28



柱穴列群全景

第３号柱穴列完掘状況P7～P11全景（西から） 第３号柱穴列完掘状況P12～P16全景（東から）

第２号柱穴列完掘状況（東から） 第３号柱穴列完掘状況P1～P3全景（東から）

高須賀道城入遺跡

PL29



第１号台地整形遺構全景（東から）

台地整形盛土整地層土層断面③ 台地整形断ち割り土層断面

台地整形盛土整地層土層断面① 台地整形盛土整地層土層断面②

PL30



SI １-１

SI １

TP５TP１ TP７ TP９

TP２TP６ TP４

TP12TP11 TP８

第１号竪穴建物跡出土土器

高須賀道城入遺跡

PL31



SI ２-TP13 SI ２-TP14SI ２-TP15

SK16-TP27

第２～５号竪穴建物跡・第１・８・16号土坑出土土器

SI ３-TP18 SI ４-TP20SI ３-TP16

SI ５-TP22

SK１-TP24

SK１-TP23

SK８-３

SK８-TP25

PL32



SK34-TP33

SK32-５ SK39-６

SK68-８

第32・34・39・68号土坑出土土器，第１号竪穴建物跡出土石器

SI １-Q１

SI １-Q２

SI １-Q３ SI １-Q４

高須賀道城入遺跡

PL33



SI ２-Q５

SI ５-Q７

SK16-Q８

SI ３-Q６

SI ３-Q６

SK80-Q15

第２・３・５号竪穴建物跡・第16・80号土坑出土石器

PL34



SK32-Q10

SK93-Q17

SK93-Q16

SK56-Q12

SK297-Q20

第26・32・56・59・93・208・297号土坑出土石器

SK208-Q18

SK59-Q14

SK26-Q９ SK56-Q13

高須賀道城入遺跡

PL35



SI ７-11

SI ６-TP56

SI ６-10

SI ７-TP61

第６・７号竪穴建物跡出土土器

SI ６-TP57SI ６-TP55

SI ６-９

SI ７-12

SI ７-TP59

SI ７-TP58

PL36



SK169-TP62 SK458-TP63

SI ６-Q21

SK458-TP65

SK492-13

SK492-Q22

第169・458・492号土坑出土土器，第６号竪穴建物跡・第492号土坑出土石器

高須賀道城入遺跡

PL37



HG1-17

HG1-19

HG1-36

HG1-23

HG1-21

HG1-20

第１号遺物包含層出土土器

HG1-22 HG1-24

HG1-25

PL38



HG1-26

HG1-30

SK486-39

HG1-29

HG1-35

SK400-Q23

第１号遺物包含層・第486号土坑出土土器，第400号土坑出土石器

高須賀道城入遺跡

PL39



SK136-37

SD５-60

SD２-55

SK321-48 SK287-47

SD９-62

第136・287・321・322・407号土坑・第２・５・９号溝跡出土陶器・磁器

SK322-49 SK407-51

SD５-59

PL40



SD９-63

SD２-M３

SK103-41

SD２-Q24

SK106-M２

第103号土坑・第９号溝跡出土磁器，第２号溝跡出土石製品，第106号土坑・第２・４・６号溝跡出土
金属製品

SK103-40

SD４-M６

SD６-M７SD２-M４

高須賀道城入遺跡

PL41



SD２-M５-a,b

SD２-W１

SD２-M５-c,d,e SD２-M５-b

SD２-M５-e

第２号溝跡出土金属製品・木製品（矢立・筆軸）

SD２-M５-a～e・W１

b

a

a

c

d

e b

PL42



遺構外出土土器

遺構外-TP67

遺構外-TP73

遺構外-TP76

遺構外-TP68

遺構外-TP72

遺構外-TP77

遺構外-TP74

遺構外-TP75

遺構外-TP78

遺構外-67遺構外-65

PL43PL43
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遺構外-70

遺構外-Q25

遺構外-Q31

遺構外-74

遺構外-M10

遺構外出土陶器・磁器・土製品・石器・金属製品

遺構外-DP１遺構外-DP２

遺構外-Q27

遺構外-M９

PL44
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所 収 遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

高 須 賀 堂
ノ 前 遺 跡

集 落 跡 縄 文 竪穴建物跡
炉穴
土坑

５棟
７基

101 基

縄文土器（深鉢），石器（磨石・敲石）

墓 域 室 町 地下式坑　　
土坑

１基
３基

土師質土器（小皿，内耳鍋），銭
貨（永楽通寳）

そ の 他 時 期 不 明 竪穴建物跡
溝跡

１棟
１条

高 須 賀 道
城 入 遺 跡

集 落 跡
墓 域

縄 文 竪穴建物跡
炉穴
土坑

５棟
２基

307 基

縄文土器（深鉢），石器（石鏃・石匙・
磨石・敲石・凹石・スタンプ形石器・
石皿・石錘）

弥 生 竪穴建物跡
土坑

２棟
29 基

弥生土器（広口壺・鉢），石器（磨
石・敲石）

古 墳 遺物包含層 １か所 土師器（器台・高坏・坩・甕）

室 町 土坑 ７基 土師質土器（小皿・内耳鍋・鉢），
石塔（火輪）

江 戸 掘立柱建物跡
土坑
溝跡

５棟
48 基
９条

土師質土器（小皿・焙烙），陶器
（碗・灯明皿・擂鉢），磁器（碗・皿），
金属製品（釘・槍先・煙管・矢立・
和鋏）瓦（軒桟瓦）

そ の 他 時 期 不 明 竪穴遺構・炉跡・窯跡各１基
土坑 72 基，溝跡２条
台地整形遺構 １か所
柱穴列群 ５か所
ピット群 １か所

要 約 　高須賀堂ノ前遺跡では，縄文時代早期の集落跡と室町時代の墓域が確認できた。特に，調査例の少ない縄文
時代早期後半の竪穴建物跡と同時期の炉穴が確認できたことは，貴重な資料である。道城入遺跡では，縄文時
代前期中葉から後半，弥生時代後期前半のそれぞれの集落と墓域を，古墳時代中期の廃棄場所，室町時代及び
江戸時代の墓域と排水を目的とした溝跡を調査し，断続的な土地利用の痕跡が確認できた。
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付図　高須賀道城入遺跡遺構全体図（『茨城県教育財団文化財調査報告』第 406 集）

450


	序
	例言
	凡例
	目次
	概要
	第１章　調査経緯
	第１節　調査に至る経緯
	第２節　調査経過

	第２章　位置と環境
	第１節　位置と地形
	第２節　歴史的環境

	第３章　高須賀堂ノ前遺跡
	第１節　調査の概要
	第２節　基本層序
	第３節　遺構と遺物
	１　縄文時代の遺構と遺物
	（1）竪穴建物跡
	（2） 炉穴
	（3）土坑

	２　室町時代の遺構と遺物
	（1）地下式坑
	（2）土坑

	３　その他の遺構と遺物
	（1）竪穴建物跡
	（2）溝跡
	（3）遺構外出土遺物


	第４節　まとめ

	第４章　高須賀道城入遺跡
	第１節　調査の概要
	第２節　基本層序
	第３節　遺構と遺物
	１　縄文時代の遺構と遺物
	（1）竪穴建物跡
	（2） 炉穴
	（3）土坑

	２　弥生時代の遺構と遺物
	（1）竪穴建物跡
	（2） 土坑

	３　古墳時代の遺構と遺物
	遺物包含層

	４　室町時代の遺構と遺物
	土坑

	５　江戸時代の遺構と遺物
	（1）掘立柱建物跡
	（2）土坑
	（3）溝跡

	６　その他の遺構と遺物
	（1）竪穴遺構
	（2）炉跡
	（3）窯跡
	（4）土坑
	（5）溝跡
	（6）台地整形遺構
	（7）柱穴列群
	（8）ピット群
	（9）遺構外出土遺物


	第４節　まとめ

	写真図版
	抄録
	付図

